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　この世界を組んだプログラマーがいい加減なやつだってことは、誰から教わったわけじゃなく知ってる。納期が七日の急ごしらえ、出来上がりには開発スタッフ一同手を打って喜んだって話だけど、上出来にはほど遠い。

　バグだらけの有料βベータ版でご満足ください。苦情その他は最寄りの教会まで。なお、一度開封された人生はお取り替え致しかねますので、ご了承願います。フザケるな。金返せ。

　でもまあ、「フザケるな」なんて台詞せりふ、バグの体現者みたいなわたしが言えた筋じゃないんだけど。大人からしたら、わたしみたいな子供にこそフザケるなってクレームつけたいだろうし、でもわたしは電話線を引っこ抜いて、苦情なんか一切受けつけないんだから、やっぱりフザケているのはわたしのほうだ。

　そんなとりとめないことを考えるのは、ひとりぼっちの寂しさがなせるわざかも。だって、クラスメイトは仲良く釘くぎで椅い子すに張りつけられて授業を受けてるのに、わたしだけは、人っ子ひとりいない校庭の四百メートルトラックの真ん中に立たされて、空を見上げて待ってるんだから。寂しさはつのるし、ちょっとでも気を抜いたら、すぐに涙がにじんでくる──わけがない。そんなのは噓。というのも噓。ぜんぶひっくるめて噓。なにもかも噓。

　手持ちぶさたなとき、普通の女の子は携帯をいじるんだって、いつだったかエコーが教えてくれた。だからわたしも、首からぶら下げた携帯をいじってみる。まあ、わたしのは普通の女の子なら間違っても持たないような、威い嚇かく的てきなフォルムの衛星携帯電話なんだけど。機能はもちろん、電話だけ。それでも、砂漠の果てだろうが海の真ん中だろうが、世界中どこでも自由にお喋しゃべりできるっていうのは、ちょっと心強いんじゃないかなって思っていたら、タイミングよく着信の表示が出る。フォックストロットからだ。

「タンゴ、ピックアップサービスが到着する」

「うん」

「うんではない。後ろに人がいては強行着陸ができん。見送りは断れ」

　フォックストロットに言われて、わたしはようやく背後の気配に気がつく。

　振り向けば、同級生の男の子が申し訳なさそうに立っていた。制服のズボンの裾を脛すねまでまくって、上は黒い半袖のＴシャツだけ。伸ばした髪はサイドに紅色をいれてる。軽薄そうな目鼻立ちには見覚えがあっても、名前が出てこない。

　それにしたって、とため息。

　それにしたって、遥はるか上空からの衛星画像を眺めているフォックストロットに、自分の後ろの状況を教えられるっていうのは、とっても気分が悪かった。気を抜くなって忠告されたみたいで、すごく頭にくる。

「どいて」

　わたしは苛いら立だちをそのまま、ぶっきらぼうに告げた。

「すぐにどくよ」

「すぐにじゃなくて、いますぐに」

「いますぐどく。でも五秒だけくれ。頼むから」

　ひょうきんな表情と真面目な声のトーンとの落差がおかしくて、わたしはすこしだけ機嫌をなおす。

「なに？」

「具合が悪いって聞いたんだけど、大丈夫かな。ヘリで搬はん送そうってことは、めちゃめちゃ悪いのか？」

　名前も覚えていない男の子に、心配なんてされたくない。第一、わたしはぴんぴんしてる。完全な健康体かって聞かれたら答えはもちろんノーだけど、搬送されなきゃいけないような急患じゃないんだから。担任からは「心臓に抱えた持病が悪化したため、ドクターヘリを呼んで云うん々ぬん」とかなんとか聞かされたんだろうけど、そんなのはぜんぶ噓だ。

　答えずに彼を睨にらむと、彼はだらしのない笑みでわたしの視線を受け流した。

「あらら、思ったより元気そうで安心した。でもまあ、伝えたいことがあるんだ。これが今こん生じょうの別れになったら困るだろ。だから、今のうちに伝えときたいかなって」

「なにを」

「好きだ」

「そう」

　だからなに。

「ずっと言おうと思ってたんだけどさ、たまにしか学校来ないじゃん。今しかないって思ったんだよ」

「そう」

　だからなんだって言うんだよ豚野郎。みたいな感じに、エコーなら間違いなく啖たん呵かをきってる。それに、ここまでで三度は彼を殴ってるだろう。

　でもわたしはエコーほど元気がありあまってるわけじゃないし、暴力衝動を抱えてるわけでもない。わたしはお淑しとやかなお嬢様だから、ピックアップのヘリがわたしを拾うついでに、この子をＭ２重機関銃で蜂の巣にしてくれたらいいのに、なんて願いごとを心の中で呟つぶやいてみるだけ。

「はじめて会ったときから、ずっと好きだった」

　わたしの願望の中で穴あきチーズになってるなんて露つ知ゆらず、彼はゆっくりと一語一語区切るようにして言った。なんで男の子は月並みな文句しか言えないんだろうって、たぶんこの疑問自体も月並み。それにしたって、はじめて会ったときから好きでしたは酷ひどい。

「三度目に君を見たときに好きになった、って言う人でもいたら、わたしだって参っちゃう気になるのに」

「Ｏ・ヘンリー、だったっけか。作品はなんだったかな」

　わたしはおやと目を見開き、50口径弾でずたずたになった彼の遺体を拾い集め、繫つなぎあわせて元のように戻した。これだけ即座に言いあてるってことは、彼とわたしとじゃ、お気に入りが合致しているのかも。だからなに、ってわけじゃないけど。

「俺はそんなにユーモアのあるほうじゃないんだ。『君が嫌いで仕方ないけど、どうしても好きになりたいからつきあってください』、くらいは言ったほうがよかった？」

「かもね」

「まあ、なんにしたって好きだよ。俺は君が好き」

「それで」

「それだけ」

　彼はぱんと手を叩たたき、歯を見せてにっこりと笑った。

「今日はそれだけ。とっくに約束の五秒も過ぎてるし。続きの相談は、また明日にでも持ちかける。明日学校へ来れるくらい具合が良ければ、だけどさ」

「どうかな。わかんない」

　運が良ければ、明日もわたしは登校できるだろう。けれど、もしかしたら花を生けた花瓶が代理ってはめになるかもしれない。どっちに転ぶかは、神のみぞ知ること。あのいい加減なプログラマーだけが。

「そっか。気長に待ってるよ」

　そっけないくらいに、あっけないくらいにくるりとＵターンして、彼は昇降口の方角へ去っていった。

　待ち構えていたように着陸態勢に入ったドクターヘリが、ローターから暴風を吹き下ろしてくる。その風に揉もまれながら、わたしはヘリに乗り込んだ。

　同乗者は二名の少女。

　わたしの隣に座るのはエコー。その真向かいには、ヴィクターが控えてる。

　チームはわたしを含めて四人体制なんだけど、残るひとり、狙撃手のロメオの姿はここにない。別動で現場に向かっているからだろう。

「エコー」

　呼びかけると、エコーはわざとらしく渋じゅう面めんを作ってみせた。

「おっと。あたしは今、あんたの抜け駆けにご機嫌斜めでね。口の利き方には気をつけたほうがいいぜ」

「そんなんじゃない」

「じゃあなにさ。わざわざあんたの出撃を見送りにくるなんて」

　エコーのお喋りに付き合おうかとも思ったけど、向かいの席から刺すような視線を投げかけてくるヴィクターが剣けん呑のんなので、わたしは早々に口を閉じた。

　彫刻刀で刻んだみたいな深い皺しわを眉み間けんに寄せたヴィクターは、情報端末をわたしに渡してくる。

「いらない。要点だけ教えて」

　そっぽを向きながら尋ねる。

「発症者は北区の私立中学校生徒。事件発生は本日正午前、被害者は同級生十五名および教員一名。全員生死判定不能です」

　つまり、死んでるってことだ。

「タイプは？」

「Ｒ型と推測されます。ステージは３、射殺許可がおりました。学校敷地内からの人員退避は完了、ロメオは既に指定の狙撃ポイントに移動中。我々は屋上から突入します」

「そう」

「それから、今回の現場指揮は私が担当します」

　そこで初めて、わたしは外に向けていた視線をヴィクターに戻した。

「どうして？」

　どこの誰が決めたのか知らないけど、現地でいろいろなあれこれを取り仕切るのは、毎回わたしの役目ってことになってた。そのことに特に誇りを抱いてるわけじゃないし、ヴィクターが代わってくれるのなら歓迎してもいい。でも、今回に限ってというのは、ちょっと気になる。

「発症者の名前が入いり江え泪なみだだからですよ」

「それが──」

　どうしたの、と言いさして、わたしは口をつぐんだ。その名前に該当する記憶が、わたしの頭の奥で脈動する。目を閉じて、忘却の海からそれをそっとすくい上げた。

　入江泪。いりえなみだ。あの子だ。

　ヴィクターはわけ知り顔で小さくうなずいた。

「あなたとは幼い頃、非常に仲が良かったはずですが」

「誰から聞いたの」

「調べました」

「誰が」

「フォックストロットが」

　舌打ちする気にもならなかった。あの男ののぞき趣味には、限度ってものがないみたい。

「そう。わかった。相手が幼なじみだから、わたしが私情を挟むかもしれないって、フォックストロットはそう思ってる。わたしは後ろに引っ込んでろって」

「そう受け取っていただいて結構です。あらゆる可能性を考慮して、予防措置を講じておかねばなりませんから。いざという段になって、情に流された、では困ります。使い物にならない道具になど、何の価値もない」

　わたしは即座に手を挙げる。

　もちろんそれは、たっぷり棘とげを含んだ言葉を叩きつけてきたヴィクターを殴るためじゃなくて、彼女につかみかかろうとしたエコーを止めるため。繰り返すけど、わたしはエコーと違ってお淑やかだから、くだらない内うち輪わ揉もめなんて願い下げだ。

　わたしの制止に一応従いながらも、エコーはヴィクターを睨みつけた。

「だったら、あんたのお喋りにムカついたあたしが、この場であんたの頭を撃ち抜く可能性ってのも考えたほうがいいんじゃねーのか」

「そうですね。それも検討すべき可能性のひとつに加えておきましょう」

「ふざけてんのか」

「あなたよりは真ま面じ目めなつもりですが」

「……気に入らねーな」

「気が合いますね。私もあなたが気に入りません」

「ってめぇ……」

　もう百万回は繰り返したおなじみの小競り合いの横で、わたしは地獄の底から漏もれ出たみたいな深いため息をついた。

　放っておけば二人のやり取りは現場到着まで続きかねないから、誰かが割って入らなきゃならなくて、さらに嬉しいことに、この場には適役がわたししかいない。

「なんでもいいけど、わたしが退屈のあまり死んじゃうっていう可能性も考慮したら。二人とも」

「……わーったわーった」

　ヴィクターに向けて子供みたいにあかんべーをしてから、エコーはようやくシートに座りなおした。

「……にしても、いっぺんに十五人、いや十六人ってのは剣呑だな。Ｒ型にしても、めちゃめちゃ強力な患者じゃん。出会い頭にばーんじゃ、あたしらでもやりきれねーよ」

「その危険性も皆無ではありません。入江泪のステージは３ですから、細心の注意が必要です。ロメオに任せる方向で作戦を調整していますので、我々は入江泪を射界に誘おびき出すことに専念します」

「まーた困ったときのロメオちゃんか。モンティ・パイソンじゃねーんだからさ、頼りっきりなのなんとかしねーと、アイツも過労死すんじゃねーの」

　わたしもエコーの懸け念ねんは正しいと思う。ロメオはチームの中でも最古参だっていう話で、これまでに七歳から十八歳までの女の子の頭を、幾度となく撃ち抜いてきた。心的負担は、たぶんロメオが一番だ。

　インカムを耳にねじ込んで、チャンネルを合わせてロメオを呼び出してみる。

「タンゴか。どうした」

　いつもどおりに、ちょっと堅苦しい感じの独特な声が返ってきた。

「どうもしてない。そっちは？」

「右に同じだよ。狙撃可能なポイントに向かってる」

「まだ到着してないの？」

「寝坊してね」

「……わかった。もしものときは、お願い」

「言われなくても」

　なんのためだかわからない、短い通信を終える。本当にわたしはなにがしたかったんだろう、と自問。もしロメオが悩みを抱えていたとしても、それは彼女自身が処理するしかないことなのに。他人であるわたしには、案じる権利すらない。

　待ち構えていたみたいに、ヴィクターがもう一度端末を押しつけてきた。

「いらない」

「校舎内の見取り図が含まれています。到着までに頭に焼きつけてください」
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　入江泪という少女のことは、まだ覚えている。

　といっても、彼女はとっくの昔に、激流となってわたしを置き去りにしていく過去の中の、はるか彼方にぽっかり浮かんだ点でしかなくなってるんだけど。

　泪は、その名前のとおり頻ひん繁ぱんに泣く子だったって、それだけは鮮明に記憶に残ってる。入江泪というタグをつけた映像を呼び出すと、いつも顔中をくしゃくしゃにして泣きじゃくっている、発育の悪い女の子の姿が浮かぶ。

　あんまりよく泣くものだから、まるでわたしがいじめっ子だったような気がするくらい。でもそうじゃなくて、むしろその逆だった。泪がわたしの背中にへばりついていたのは、泣き虫な性質を槍やり玉だまに挙げられて、他の子供たちからいじめられたくなかったから。わたしに守ってもらおうとしていたから。

　事実、わたしは事あるごとに泪をかばって、よく喧けん嘩かにも飛び込んだ。わたしはそんなに背が高い子供じゃなかったけど、男の子が相手の喧嘩でも、たいていは勝てた。よっぽど度胸があったんだと思う。

　泪を泣かせた犯人を泣くまで殴りつけたあとで、よく泪を叱った記憶がある。すぐに泣くからつけこまれるんだって。泣いちゃだめだよって。泪は泣きながら、もう泣かないって約束して、またすぐに泣いて、わたしに叱られて、その繰り返し。

　わたしたちのお別れがどんな感動の名シーンだったのか、それは残念ながら記憶にないんだけど、たぶんわたしが小学六年生、泪が小学五年生のときのこと。それより後ってことは考えられない。だって小学六年生の一月、わたしはＭＲＤを発症して施設に隔離されたってことになってるんだから。

　それから約三年間、脳に電極を刺されたり、薬漬けになったり、そんなこまごましたどうでもいい処置を散々受けたわたしは、めでたく普通の生活に復帰を許され、この半年で女の子を三人殺して、今は四人目を殺すため、空飛ぶタクシーに揺られてる。

　わたしと同じＭＲＤを発症した、入江泪を処理するために。
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　Ｒ型とＩ型。

　現実を妄もう想そうに変えるＲ型と、妄想を現実に変えるＩ型。

　多重現実症ＭＲＤという奇病の、二つのタイプ。

　どちらがよりたちが悪いか、なんて質問をする人間がいたら、わたしの前に連れてきてくれればいい。拳銃で頭と心臓を撃ってから、どっちのほうがより痛かったですかって尋ねれば、たちまち解決するんだから。

　言うまでもないけど、わたしもエコーもヴィクターもロメオもＭＲＤを発症していて、分類はロメオ以外の三人がＩ型。つまり、妄想を現実に変えるタイプ。

　たとえば今、わたしの右手にはなにもない。手にハンカチを被かぶせてから、この虚こ空くうに妄想の自動拳銃を上書きする。ハンカチをとる。わたしの右手には自動拳銃が握られてる。わたしはその銃口を太ももに押し当て、引き金を引く。血と肉が飛び散る。傷ついた足を、妄想の中で健全な足に上書きする。被せてもいないハンカチを取り去る。わたしの足には傷一つない。

　要するに、わたしたちＩ型の患者は無からなんでも生み出せる。なんでもって言ったって、いろいろと細かな制約はつくし、およそ手で触れられる範囲内でないと症状を行使できないんだけど。

　理屈が知りたいなら、偉い学者先生にでも聞けばいい。わたし自身は知らないし、知りたくもない。

　もう一方のＲ型は、ちょっと説明が厄介かも。自分が発症していない症状を説明するのは、とっても難しい。

　簡単に言えば、現在わたしたちの眼下に広がっている惨状を引き起こしてしまうのが、Ｒ型の、それもとびっきり重症な患者の力だ。

「こいつはこいつは……。予想どおり、予想以上にひでーな」

　目標地点に接近し、校舎が目視で確認できる距離にまで近づいたところで、エコーが苦々しげに呟いた。

　わたしたちが目指す中学校の校舎は、向かって左側の棟の最上階天井が爆撃を受けたようにえぐれていて、そこからのぞいた中身は、スプーンですくったみたいに綺き麗れいさっぱり消えている。

　Ｒ型はわたしたちＩ型の真逆で、現実に存在するものを妄想上の存在へと変える。つまりは、自分の周囲にあるものを、この世から跡形もなく消してしまう。ご覧のとおりに。

「あれは三年一組の教室ですね。入江泪が所属していたクラスです。なるほど……ここまで容よう態だいが不安定では危険だ」

　ヴィクターも唇くちびるを嚙かんで、うめくように漏らした。

「こんだけの範囲を一気に消したのかよ。前言撤回だ、あたしらじゃ無理ゲーにもほどがある。気け取どられる前に狙撃で一気にケリをつけなきゃ、あたしら込みで校舎ごと消し飛ばされて完、ってことになっちまう」

「対象が屋内に位置していますから、狙撃可能な範囲は限られます。ロメオに任せるとしても、我々が誘導しなければなりません」

　エコーは肩をすくめて、わたしに嚙みつくような仕草をする。冗談じゃねーっつーの、っていうサイン。

「それでも駄目なら、最終的解決に頼るほかなくなりますが」

　最終的解決っていうのは、Ｇ剤系統神経ガスの使用要請だ。Ｒ型のＭＲＤ患者に対して最も有効な手段だって、わたしたちは教えられてる。

「二度とゴメンだね」

　エコーは吐き捨てるように言った。わたしもエコーも、最終的解決を一度だけ経験してるから、それがどれだけ悲ひ惨さんな結末を生むのか知ってる。死に方には上も下もないっていうことぐらい理解してるけど、それでも、あんな凄せい惨さんな最期はもう見たくない。

「では、そうならぬように精々祈りましょう」

「冗談。あたしはガキの頃から神様と折り合いがわりーんだよ」

　それはわたしも同じ。

「到着です。降下の準備を」

　ヴィクターに言われるまでもなく、見取り図を見直して、武装をチェックする。

　ヘリはわたしたちを降ろすため、限界まで接近してのホバリングに入った。これだけ広範囲に症状を及ぼせる相手が真下にいるんだから、パイロットだって危険は承知だ。それでも、まさか校庭に着陸して正面から突入するわけにもいかないし、屋上からの突入となれば、どうしてもラペリングで降りられる高さまでは近づいてもらわなきゃならない。

　理屈でいえば、わたしたちＩ型は足を折っても全身を打撲しても、即死しなければ問題ないんだし、上空から荷物みたいに投下するって方法もあるけど、あんまりぞっとしない。第一、出足でつまずいていたら士気に関わる。

　わたし、ヴィクター、最後にエコーが屋上に降下。エコーはカラビナもハーネスも使わずに、どころか手袋もはめずに、とんでもない高さからファーストロープで降りてきた。何回忠告しても聞こうとしないから、わたしはもうなにも言わない。

　エコーの接地を確認してから、ヘリが退避していく。

「やっぱ映はえるな。セーラー服に機関銃ってのはさ」

　エコーは並んだわたしたちを順番に眺めて、呑のん気きな感想を口にした。

　わたしたち三人が着てるのは（学校が違うからデザインはそれぞれ違っても）ブレザータイプの制服だし、手にしているのはイスラエル製のアサルトライフルだから、どちらも該当しないのに。

「私語はそこまで。突入します」

　ヴィクターがぴしゃりと言った。

　わたしは頭の中に教室の配置を思い浮かべながら、指揮を執とってくれるっていう彼女に尋ねた。

「どうするの？　対象のクラスは教室ごと消えてる。上から見た限りじゃ、中に人はいなかった」

「移動したのでしょう。三階から順に探すしかありません」

　ヴィクターは屋上の金属扉を慎重に開け、先陣をきって校舎内に踏み込む。

「ヤー」

　半分あくびの混じった返事は、もちろんエコーのもの。わたしは無言で後ろに続いた。

　天井ごと消えた三年一組を除外して、屋内に変わった様子はない。

　いつだったか、Ｉ型を発症した八歳の女の子が住むマンションに突入したときなんて、酷い目にあった。壁も床も天井も家具も人間も、なにもかもがチョコレートと砂糖で上書きされていて、逃げ場のない濃密な甘い香りの充満する空間に閉じ込められたわたしたちは、発狂寸前にまで追いやられた。ヘンゼルとグレーテルには悪いけど、お菓子の家は人が住むものじゃない。

　それと比べたら、ここはまだしも快適な環境だって言える。一秒後に髪の毛一本残さず消し飛ばされる、って危険と隣り合わせなことに変わりはないにしても。

　屋上と三階を結ぶ階段をおりきったところで、わたしはヴィクターを呼び止めた。

「散開しよう。固まってたら危ない」

「そうですね。接敵直後に全滅というのは避けたいところです」

　ヴィクターは振り返らずに、ハンドサインで簡単な指示を出した。エコーは三階にとどまり、わたしとヴィクターは階段をさらにおりる。二階の捜索はヴィクターが担当。わたしは一階へ。

　互いにクリアの報告を交わしながら、見取り図の空白をひとつずつ塗りつぶしていく。

「三階の一般教室にはいねー。これから特別教室棟へ渡る」

　エコーからの報告。

「こちらはもう少しで二階の捜索が完了します。タンゴ、あなたは一階を調べ終え次第、特別教室棟へ移動して下から捜索してください」

　ヴィクターからの指令。

「了解」

　わたしは最後に残っていた一階の来らい賓ひん室しつを調べてから、渡り廊ろう下かへ向かった。敷地内に隣接して建つ特別教室棟は、一般教室のある本棟とは一階と三階の渡り廊下で接続している。

　人気のない真昼の学校っていうのは、なにか歪いびつな感じ。全てがはりぼてみたいで、壁を叩けば崩れてしまいそう。崩れた壁の向こうからは、見てはいけないなにかが見ている。そんな気がする。

　無人の空間に足音が誇張されて響く。頭の中に妄想ばかりが満ちていく。わたしの妄想じゃなくて、入江泪の抱く妄想が。

　わたしは肺の中を息で一杯にして、合成樹脂製の銃をぎゅっと身体に密着させる。お守りみたいに。

「あー、こちらエコー。お耳に入れたいニュースが二つばかしある」

　不意に飛び込んできたエコーの声には、緊張の色がにじんでいた。

「いいニュースは？」

「ない」

　なんて愚問。そんなものがこの世界にあるはずない。

「続けて」

「対象らしいのを発見した。三階の視聴覚教室にいる。状態が不安定すぎて手がつけられねー。このままじゃ、踏み込んだ瞬間にバンだ」

「了解……それで、もっと悪いニュースは」

　エコーはしばらくためらってから言った。

「生存者が教室内に取り残されてる」
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　視聴覚教室の前に移動すると、ヴィクターは既に合流していた。

　入り口の扉横に張りついているエコーとヴィクターの隣に駆け寄り、わたしも壁に背をつけて尋ねる。

「中の様子は？」

　エコーは肩をすくめた。

「さっきあたしが窓からのぞき見たのは、ほんの一瞬だったから。現状はわかんねー」

「今から確認します。迂う闊かつにのぞき込めませんからね」

　そう言って、ヴィクターは小型のモニターと、蛇のような細くて黒いチューブを虚空から取り出して見せた。チューブの先端にはレンズが付いている。

「それは？」

「ファイバースコープ。ドアの隙間から差し込みます」

　慎重に透かした扉の間から、ファイバースコープが送り込まれていく。ややあって、モニターに鮮明な映像が映し出された。

　思わず息を呑のむ。お菓子の家ほどじゃないにしても、それは十二分に非日常的で幻想的な光景だった。

　一般教室の倍はある室内に、椅子、机、語学学習用の機材が浮かんでいる。妄想と現実の境界線が薄らいでる証拠だ。現実からの干渉を断ち切られ、重力がかからなくなった結果、ありとあらゆるものが上下の区別なく、でたらめにふわふわ飛び交っている。もう一押しすれば完全に現実から消滅してしまうぐらいに、存在のレベルが希き薄はく。

「いました。中央付近です」

　ヴィクターが手元のモニターの一点を指差し、わたしとエコーは横からのぞき込んだ。

　問題の生存者──小学校の低学年ぐらいに見える女の子は、外来者用の名札を首からぶら下げていた。なにかの用向きで親に連れられて見学に来たのかも。彼女はきちんと重力によって縛られ、浮かぶことなく床に尻しり餅もちをついて座り込んでいた。妄想の影響下から奇跡的に外れているみたい。あるいは、泪が意図して外しているのかもしれない。だとしたら、泪にもある程度の自我が残ってるってことになる。

「対象は」

　エコーが尋ねると、ヴィクターはファイバースコープの向きを調整し、モニター上に教室最後列奥の窓際を映し出した。

　窓の真下にしゃがんで壁にもたれかかり、泪は両手で目のあたりを覆おおっている。当然のことかもしれないけど、年月を経た彼女は、かなり様変わりしていた。わたしにも、とっさには泪だってわからなかったくらい。おかっぱだった髪がとてつもなく伸びて、彼女の顔のほとんどを隠してる。背はあまり伸びてないけれど、体つきは昔の泪に輪をかけて瘦やせていた。

「どーする。強行突入して救出するか」

「賛成しかねます」

　ヴィクターはエコーの提案を言下につっぱねた。

　わたしも同感。今、この扉一枚へだてた向こう側は、ガソリンのプールみたいなものだ。静電気でも危険極まりないのに、発砲なんてしたらどうなるか。考えたくもない。

「じゃーどーすんだっつーの」

　わたしはちょっと思案してから、ロメオを呼び出した。

「そっちはどう？」

　すぐさまインカムから返事が聞こえる。走っているのか、息が乱れていた。

「もう少しで着くよ。本棟の屋上へ急いでる。対象は三階視聴覚教室だって？」

「うん」

「そうか……徹てっ甲こう弾だんを使える大口径の狙撃銃を持ってくればよかったな。あれなら手っ取り早く壁ごと抜けたんだが」

　ロメオはＲ型だから、わたしたちのように妄想から特定の銃器を書き出すなんて芸当はできない。そのかわり、スコープでのぞいた先にある障害物を、ある程度までなら消去できる。

「壁を丸ごと消してしまうのは？」

「間に合えばそうするよ」

「わかった。待機してて……なに」

　通信の途中で、エコーがわたしの肩を叩いた。モニターを見ろって手振りに従うと、目を離した間に少女が動いていた。立ち上がって、ふらふらと歩いている。でも、逃げようとしてるみたいには見えない。夢遊病者のように右へ左へさまよい、元の場所に戻ったり、また進んだり。

「一時的な発ほっ作さですね。パニック状態に陥おちいっています」

　ヴィクターは少女の動きをファイバースコープのカメラで追う。

　泪は少女の行動に気がついていないのか、無視しているのか、どちらにしても、両手で目隠しをして死んだように固まったままだった。

　モニターを睨んでいたエコーが、微かすかに指を鳴らした。

「しめたぞ。徐々にこっちへ近づいてる……ぎりぎりまで引きつけてから、突入して確保して即撤収。そっから先はあとで考えりゃいい。睨み合いじゃ埒らちがあかねーし、待ちの一手で状況が悪くならねーって保証もねーだろ」

　わたしは黙って首を横に振った。

　一か八かの勝負に打って出るにしても、エコーの案だけじゃ、勝負にすらなってない。扉を開けたところで泪が目隠しの手をどけたら、それで終わり。今の泪なら、瞬まばたきに必要な時間の半分で、自分の周囲の現実全てを妄想に置換して消滅させられる。どうにかして、泪の注意をそらさなきゃいけない。

「……わたしが後ろのドアを開けて声をかける。泪がわたしを覚えていたら、たぶん、一瞬でも戸惑うと思う。覚えてなくても、意識がわたしのほうに向くはずだから、その隙にエコーが突入して」

　エコーは口をあんぐり開けて、冗談だろと呟いた。

　ヴィクターはわたしをじっと見つめる。リスクを冒おかすべきかどうか、頭の中で計算してるんだろう。沈黙を賛成とみなして、わたしは彼女からファイバースコープのモニターをひったくり、エコーに渡した。

「マジかよ。あんたがブッ飛んでるってのは知ってたけど、あたしと同じくらいイカレてるたー思わなんだぜ」

　エコーは口の中でぶつぶつ呟きながらも受け取って、タイミングを見計らい始める。

　わたしとヴィクターは教室の後ろに位置するドアへ移った。不思議と脈拍は乱れない。まるで心臓の拍動が停止してしまったみたいに。

　泪がわたしを覚えている可能性は低いと思う。覚えていなければ、わたしは単なる異物として認識され、泪によって消される。十五人の生徒と一人の教師、彼らと同じ運命をたどる。それでも……。

「位置についた。いつでも撃てる」

　ロメオからの通信を契機に、扉に手をかけて一気に開く。

「泪」

　はっきりとした発音で、名前を呼ぶ。

　泪が緩慢な動作で顔をあげた。

　運命の分ぶん水すい嶺れい。

　わたしと泪の視線がぶつかり合う。わたしたちはお互いの変わり果てた姿を、お互いの瞳の中に映す。

「…………つき……ちゃん」

　宙を漂っていた机と椅子と機材が一斉に落下する中、泪が震える声でわたしの昔のあだ名を口にした。泪はわたしを覚えていた。意識のリソースがわたしとの思い出を呼び起こすために占有され、症状の発現が中断されている。

　その空隙をエコーがとらえる。前の扉を開けて踏み込み、間近まで迫っていた少女の腕をつかもうと──して失敗。

　少女が逃げた。

　パニック状態にあった彼女には、エコーが自分を助けに来たということさえ理解できてない。

　だから、彼女は逃げた。エコーから離れ、あろうことか、泪に向かって。

　泪がゆっくりと頭をめぐらせる。わたしから目線を外し、少女のほうへ。

　視野の右端でそれを見ていたわたしは、即座にインカムに向けて叫ぶ。

「撃って、ロメオ」

「対象の位置を！　こちらで壁を消す！」

　それじゃ間に合わない。

「あの子の足を！」

　わたしが言い終えるより先に、狙撃の障害となる射線上の机が消える。

　同時、窓ガラスが割れる。

　同時、着弾。少女の右足首を射ぬく。片足を失った少女がバランスを崩して転ぶ。

　ほぼ同時、エコーが駆け寄って、倒れる彼女の身体を抱える。

　同時、わたしとヴィクターが泪に向けて発砲する。

「エコー、はやく外へ」

　引き金を目一杯まで引いてフルオートの銃撃を浴びせながら、わたしは叫んだ。

　弾丸は泪に届く直前で、泡みたいに消滅してしまう。泪の症状発現が再開した。彼女の周囲の机と椅子が順番に消えはじめ、消滅の弧が加速度的に広がっていく。

「さがってください」

　負傷した少女を引きずってエコーが撤退するのを見届け、ヴィクターがうながした。

　わたしは泪を見る。殺到する銃弾に怯おびえ、頭を抱えてうずくまる泪を。記憶の中の彼女と同じように、泣きじゃくっている泪を。

「これ以上は危険です」

　ヴィクターが警告する。

「わかってる」

　わかっている。

　でも、今この瞬間を逃せば、泪に近づくことは二度とできない。わたしを餌えさにした奇襲はもう通用しないだろう。

　わたしたちがここで泪を殺せなければ、彼女は最終的解決によって──神経ガスによって世にも凄惨な最期を迎えることになる。

　そんな結末は、許せない。

　こんな思いが、わたしのエゴでしかなくても。

　わたしは発砲をやめ、銃を捨てた。ヴィクターがなにか言って、エコーがなにか怒ど鳴なって、どちらもわたしの耳には届かない。

　消滅の波が迫る中、わたしは声を張り上げた。

「泪！」

　泪が再び顔をあげた。けれど、消滅の連鎖は止まらない。わたしの右前にあった机が妄想にのまれて消える。それでも、わたしは退ひかない。

　涙と鼻水でぐちゃぐちゃに汚れた泪の顔を真正面から見つめ、何百回と口にした台詞を言う。

「泣いちゃだめだよ」

　泪の顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　窓から吹き込む風でまくれあがっていた前髪の端が消えるぐらい、ぎりぎりの位置で、消滅の波は止まった。

「つき……ちゃん……」

　泪はしゃくりあげ、しゃくりあげ、ひっきりなしにこぼれ出す涙をなんとかこらえようって必死になって、わたしのあだ名を呼んだ。

「こん……こんなつも……なかったの……」

　わたしは一歩だけ足を前に進める。

「知ってるよ」

「みんな……みんなどこいっちゃ……ったの？　なみ、だのせいなのかな。なみだが、みんないなく、なっちゃえって……思ったからなのかな」

「違うよ」

　違わない。

　泪がこの空白の歳月をどうやって過ごしてきたかは知らない。けれども、みんないなくなれと思ったのが泪で、そして、彼女がＭＲＤを発症したから──その願いは叶かなってしまった。

　みんな、いなくなってしまった。

「かえって……くるよね……？　なみだ……あやまる……から。みんないなくなっちゃ……えって思ったこと……あやまるから」

「みんなすぐに帰ってくるから、だから泣いちゃだめ」

　わたしはさらに一歩近寄る。

「こわ……こわかったの。だれもいなくって、なみだがひとりぼっちで、つきちゃんがきてくれたって思ったのに、つきちゃんもこわい顔でにらんで」

「ごめんね。そうするしかなかったから」

「こわくて……こわくて、でも……もうだいじょうぶ……だよね？　つきちゃんが……いるもん。つきちゃんがいつも……なみだをまもって……まもってくれるもん」

　泪はようやく泣き止やんで、なんとか笑おうとした。

　わたしは泣くことにも笑うことにも失敗して、無表情になった。

「つき……ちゃん。どうした……の？」

「どうもしてない」

「つきちゃん……ないてる？」

「泣いてないよ」

　泣けないよって。そう叫びたかった。

「ないちゃ、だめ、なんだよ。なみだも、もうなかない、から。だからね、つきちゃんも……ないちゃだめ」

　泪は震える足で立ち上がり、ふらふらと揺れる足取りでわたしの横に立つ。そして、手を伸ばして、わたしの頭を撫なでようとした。かつてのわたしが、泣いている泪に対して、よくそうしたみたいに。

　わたしはその手を自分の左手でぎゅっと握りしめた。

「ごめんね。こうするしか──ないから」

　そっと右手に拳銃を書き出し、わたしにぎこちない笑みを向ける泪の額ひたいに銃口を突きつけ、引き金を引こうと──。

　瞬間。

　血ち飛沫しぶき。砕ける頭ず蓋がい。飛び散る脳のう髄ずい。

　脳幹を破壊され、身体を制御する信号を断絶されて崩れ落ちる泪の身体を、わたしはとっさに受け止めた。

　遅れて銃声。

　７・６２mm弾によるヘッドショット。

　わたしは反射的に窓の向こう──ロメオの伏せているだろう方角を睨んだ。

　深呼吸。

　感情回路をオフに切り替え、二度と泣くことのない泪をそっと床に横たえる。

　教室を出ると、廊下にエコーが待っていた。

「ヴィクターは？」

　わたしは頰に飛んだ返り血を拭ぬぐって尋ねた。

「あの子供を搬送して下におりた。フォックストロットに連絡して医療班を手配したとさ」

「そう」

「あとは大人がやる。撤収しようぜ」

「うん」

　わたしが横に並ぶと、エコーは自分のインカムを外して、わたしに差し出した。

「ロメオが呼んでる」

「ごめんなさいって言って」

　黙って装着しなおし、わたしからの伝言を伝えてくれる。

「……ロメオから。すまないってよ」

「ごめんなさいって言って」

　エコーはインカムに向けてまた一言二言話しかけ、それからため息を吐ついた。

「帰ろうぜ」

「うん……帰る」

　うながされるまま、わたしは振り返らずに現場を去る。
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　わたしたち人間を設計したのがいい加減なやつだってことぐらい、誰に教わるでもなく知ってる。素材はただの泥、おまけに一人分の材料で二人こしらえる水増し具合。

　我々の新商品をご覧ください。部品数と工程を徹底的に減らすことで、大幅なコストカットに成功しました。もちろん強度はそのまま、性能もそのまま、なのに予算は半分に。どうぞこの機会をお見逃しなく。

　そんなどうでもいい冗談を思いつくのは、ひとりぼっちの寂しさがなせるわざかも。だって、クラスメイトはとっくの昔に下校してるのに、わたしだけは今から学校へ戻るんだから。寂しさはつのるし、ちょっとでも気を抜いたら、すぐに涙がにじんでくる──わけがない。そんなのは噓。というのも噓。ぜんぶひっくるめて噓。なにもかも噓。

　校門前まで送ってくれたのはエコーだった。あとから到着した処理班の車両を強引に借りて（っていうか盗んで）、わたしの通う高校まで乗せてくれた。

「自宅じゃなくていいのか」

　運転席から首を出して、エコーが言う。

「うん。鞄かばん持って帰らなきゃ」

　ヘリに拾われたとき、鞄とかそういったものは全部置いてきちゃった。別に持って帰らなくても困らないけど、なんとなく、そういう小さなことぐらいはきちんとしておきたい。

「エコーは自分の学校によらなくてよかったの？」

「あたしはなにもかもロッカーにぶち込んでるんだ。いつも手ぶらで登校して、手ぶらで帰れる」

　彼女らしいって思い、わたしは微笑ほほえもうとして、失敗した。

「んじゃ、またいつか」

　名な残ごり惜おしそうに言って、エコーは車を発進させた。角を曲がってわたしの視界から消える寸前、窓から手を出して振る。わたしも手を振りかえしてから、ゲートにＩＣタグ付きの生徒手帳をかざして校内に入り、自分の教室へと向かった。

　無人だと思っていたのに、そこにはひとりだけ生徒が残っていた。

「おかえり」

　教室の後ろに並べられたロッカーに腰掛けていた彼は、わたしに右手を挙げてみせる。

　あの彼。あいかわらず名前も思い出せない彼。

「身体のほうは大丈夫だったのかな。気を揉んでたんだ。それなりに」

「……それなりに？」

「あらら。いや、死にかけには見えなかったからさ。まあ大丈夫じゃねって予想してた。まさか当日中に戻ってくるとは思わなかったけど」

「ふうん」

　それ以上質問を重ねられても、わたしには答えられないから、話題を変える。

「なにしてるの？」

「今から帰るとこだよ」

　腰をあげる素そ振ぶりすらみせないで、彼は悠然と答える。

「なにしてたの？」

「君を待ってた」

「…………」

　自分の机の横にぶらさがった鞄を取って、さっさと教室から出る。そうじゃなくても、今は誰かと仲良くお喋りしたい気分じゃない。

　すれ違いざま、横目で盗み見てみると、彼は愉快そうな笑みを浮かべたまま、窓の外を眺めていた。待っていたというわりに、無言で立ち去ろうとするわたしを、ちらっとだって見ようとしない。不思議な人間だって思う。なにを考えているのかわからない。

　わたしが戸に手をかけたところで、彼は思い出したように声をかけてきた。

「また明日」

「…………」

　その声を無視し、わたしはひとりで帰路につく。
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　たとえば、こんな夢。

　舞台は簡素なもので十分。どこかの港こう湾わんに面した汚い倉庫でいい。照明設備も死んでいて、天井近くにあいた明かり取りから差し込む弱い月光が照らす。ずいぶん長い間使われていなかったらしくて、空気もかび臭い。

　オブジェはたくさん。死体が十数体、気ままに転がっていればそれでよし。みんな、銃に撃たれて死んでる。それにしても、よっぽど下手くそな人間に撃たれたに違いないって思う。身体にあいた穴が一つだけっていうのはほとんどなくて、三発も四発も撃ち込まれ、ようやく頭に食らって死んだ人が大半。やたらめったらに撃たれ、逃げようと這はいずりまわったあげくに、出血多量で絶命した者もちらほら。

　続いて、登場人物のご紹介。ちょうど倉庫の中央あたりに敷かれたブルーシートの端に、膝ひざをつく少女──なんて回りくどい言い方はやめにしよう。これは、わたしだ。ただし、あくまで夢の中のわたしだから、こうして傍観者の立場で夢を見ている現在のわたしよりもずっと幼いけど。

　夢の中のわたしの手には、小ぶりの自動拳銃が握られてる。足元には、全弾撃ち尽くされた同型の拳銃が六丁。空のマガジンはどこにも見当たらないから、わたしはどうやら、とびっきり贅ぜい沢たくな使い方をしたみたい。

　夢の中のわたしの前、ブルーシートの上には、やはり同じくらいの年ごろの女の子が横たえられている。これはたぶん、オブジェじゃないだろう。だって、滅めっ多た撃うちにされて死んだその他大勢とは比較にならないくらい、むごいありさまだから。青黒い殴おう打だのあざ。ひきつれた火傷やけどの痕あと。ぱっくり開いた裂れっ傷しょう。数えきれないほどの傷にくるまった身体。

　夢の中のわたしはひっそりと涙を流し、途切れ途切れに贖しょく罪ざいの言葉を捧ささげている。

　ごめんなさい、と。

　わたしじゃ守れなかった、と。

　傷だらけの眠り姫のように、静かに横たわる少女に向かって、夢の中のわたしはばかみたいに、ごめんなさいと繰り返している。

　まるで呪文のような言葉のリピートに飽き飽きしていると、突然足をつかまれた。いつの間にか、よそ者として夢を見ていたはずのわたしが夢の中のわたしと入れ替わっていて、ブルーシートに横たえられた少女の手がわたしに伸びていた。小指と薬指の骨が無む残ざんにも外側へ折られた、痛々しい手だ。

　少女の首がゆっくり回り、あざと傷で埋め尽くされた痛々しい顔がこちらへ向く。端が切れ、血がこびりついた唇が動き、わたしに向けて呪じゅ詛そを吐いた。

「どうして、まもってくれなかったの？」

　徐々に起き上がって迫ってくる傷だらけの少女が誰なのか、わたしは理解していた。

　入江泪。それがこの子の、わたしの罪の名前。

「つきちゃんは、いったよね。まもってくれるって。なみだのことを、まもってくれるって」

　立ち上がった泪はわたしの身体を下から順番に撫で、首に差し掛かったところで、手を止める。途端に、爪の剝はがされた泪の指がわたしの首筋に食い込んだ。

「どうして？　どうしてうそをついたの？　どうして、わたしをまもってくれなかったの？」

　現実としか思えない息苦しさと苦痛の中、わたしは自分の手に握られている拳銃の存在を思い出す。

　ああ、そういうこと。

　そういえば、これはそのためのものだったんだっけ。

「ごめんなさい」

　わたしは夢の中のわたしと同じ台詞を呟き、銃口を泪に向けた。

「ごめんなさい」

　おまけでもう一言だけ添えてから、引き金を絞る。

　与えられた脚本はそこで終わり、マズルフラッシュで閉幕。

　そしてわたしは、目を覚ます。
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　眠りの底から引き上げられる瞬間が大嫌い。

　優しく融とけ合っていた感覚網がばらばらに解ほどけて、わたしの輪りん郭かくを形作っていく。大きく息を吸い込んで目を開き、わたしはこのろくでもない世界に、デタラメな現実に復帰した。

　肌着が上も下もぐっしょりと汗で濡ぬれてる。額にはりついた前髪をかきあげようと右手をあげて、そこに握られた異物に気がついた。夢の中から持ち込んでしまった拳銃。わたしが撃った凶器。泪を撃った凶器。

　マガジンを外し、スライドを操作して装そう塡てん済みの弾を吐き出させてから、床に放り出す。

　まったくってわたしは嘆くフリをせずにはいられなかった。まったく。寝ぼけて症状を発動してしまうなんて。自殺でもしたら、エコーに大笑いされるだろうから、気をつけなきゃ。

　もたれていた壁から背中を離して立ち上がる。カーテンのない窓から見える太陽は、ずいぶん高く昇っていた。きっと十時と十二時のあいだぐらい。とんでもない寝坊だ。

　バスユニットに行ってシャワーを浴びながら、わたしはさっきの夢について思いをめぐらせた。

　あの日から、同じ夢を何度見たら気が済むのか、自分でもわからない。

　入江泪が死んだ日以来、目を閉じて意識を手放すたび、わたしはあの安っぽい夢舞台へとご案内される。山のように死体が積んであり、極限まで痛めつけられた入江泪の前でわたしが泣いていて、最後はわたしを襲う泪を撃ち殺す。そんな筋書の夢。

　原因なんて、考えるのもばからしい。焼きついて離れない入江泪の最期──頭部を狙撃されて倒れる彼女の姿が、眠りの奥にまで影を落としてるんだろう。

「……ぶざま」

　ほとんど冷水に近い温度のシャワーを顔に浴びせかけ、わたしは呟いた。鉄の女を気取るわけじゃないけど、自分の精神の脆ぜい弱じゃく性せいを見せつけられるっていうのは、胸がむかつく。

　わたしはこんなに脆もろかった？

　浅い眠りはいつものこと、安眠なんてこの三年ちょっとは臭いすら嗅かいだことがないけれど、それでも、ここ最近の衰弱っぷりは目も当てられない。殺す対象が幼おさな馴な染じみになったっていうだけで、こんなに追い詰められるなんて。泪はそんなにわたしにとって重要だったの？

　答えは、イエスでもノーでもなくて、わからない。

　だって、入江泪にまつわる記憶は、どこからかぷっつりと途切れてしまっているんだから。わたしからは、記憶が部分的に欠落してしまっているのだから。

　端的にいって、わたしという存在は二つに分断されている。

　片方は、ほんの幼い子供の頃の「わたし」。家族のもとで育ち、入江泪と遊んだ、ごく普通の女の子としての記憶。そこから真っ暗な断絶を挟み、もう片方の、どことも知れない施設で始まる「わたし」に移行する。

　十メートル四方くらいの真っ白な隔離室の中央に設置された台に拘こう束そくされ、全身には薬液を投与するチューブ、頭には無数の脳表電極を埋めこまれた、幼くて無力な少女。

　背骨が折れるような痙けい攣れんの発作に襲われ、言葉にできない激痛に苛さいなまれるモルモット。

　それが、二番目のわたしだ。

　あの場所がＭＲＤを治療するための医療施設だったってことは、ずっと後になってフォックストロットから聞かされた。でも、そこへ運ばれるまでの記憶が、わたしの中には存在しない。記録上では十二歳のときにＭＲＤを発症して隔離されたってことになってる。なのに、わたしには思い出せない。呼び戻そうともがけばもがくほど、記憶は曖あい昧まいな霧の向こう、白はく濁だくの中へ消えていってしまう。

　もっとも、あんな得体のしれない薬に頭の先まで漬けられた生活を送っていれば、記憶なんて溶けて消えてしまっても、全然おかしくない。むしろ、欠落が部分的でとどまってくれたことを感謝すべきなのかも、って思うぐらい。

　ともあれ、そんな「治療」の甲か斐いもあって、最終的にわたしは外の世界へ戻された。

　言語を絶した苦痛への恐怖と、繰り返し刷り込まれた銃火器の扱い方を携たずさえたわたしは、住む部屋と通う高校を与えられ、こうして、ごく普通の女の子の生活を送っている。そのかたわらで、わたしと同じＭＲＤを発症し、「治療」の余地もないとされた重症患者を処分してきた。それが、わたしが施設の外へ解き放たれるための条件だったから……なんて言い訳するつもりはないけれど。

　そこまで考えをめぐらせたところで、インターホンが鳴った。

　無視を決め込んでいたら、訪問者はインターホンの連打をやめないどころか、扉まで乱暴に叩きはじめた。

　舌打ち。シャワーの栓をひねって、ずぶ濡れのまま玄関に向かう。水滴を滴したたらせながら扉を開ければ、訪問者は女の子だった。女の子っていうか、自分で細工したっていう短いスカートを穿はいて、ファッションなのか不ぶ精しょうなのかわからないラインで制服を着崩したエコーだった。死ぬほど意外ってほどじゃないけど、ちょっと虚を突かれた感じ。

「なに？」

「なにじゃねーっつーの」

　エコーはわたしの姿に目を丸くし、慌てて室内に身体をすべりこませて扉を閉めた。

「なんつー格好でお出迎えしてんだよ。痴ち女じょかあんたは。ご近所さんに見られたらどうすんだ」

「どうもしない」

「あんな……や、もういーや。つーか、鍵ぐらいかけろって。無用心だって何回言やわかんだよ」

「なんで？」

　鍵なんて、どう考えたって無用の長物。ドアの装飾ぐらいにしかなってない。だって、わたしの部屋が入っているこのマンションそのものが、フォートノックスの金塊保管庫みたくきっちり警備されてるんだから。このフロアまで押し入る技術と資金があるのなら、ドアの錠前ぐらい、指を鳴らすだけで外せるに違いない。だから鍵なんて無意味。

「わーったわーった。とりあえず、さっさとまともなナリして、それから接待してくれ」

　仰せのまま、わたしはバスユニットに戻って、タオルで身体を拭ふく。髪を乾かすのは面倒だし、もともと短めなヘアスタイルだから、そのまま自然乾燥まかせにしようって思ってたら、後ろから忍び寄ったエコーに捕まった。

「ドライヤーは」

「ない、そんなの」

「マジかよ。つくづく信じらんねー生活」

　エコーはわたしの濡れてみじめに垂れ下がった髪を触る。

　鏡に並んで映るふたり。背丈と体つきは似てるけど、他は全然。特に髪の毛が別物。エコーは軽くウェーブのかかった薄茶色の髪。本人は天然だって言ってる。わたしはどこまでも黒くてまっすぐ、何の変哲もない髪だから、ちょっと羨うらやましい。

　部屋に戻り、制服を探して着こんで「まともなナリ」になってから、あらためてエコーの来訪の意図を尋ねた。

「それで、なにしにきたの？」

「たは。こりゃまたご挨拶だな。このあたし御おん自みずからがお誘いにおいでなすったってーのに」

「誘いにって、一緒に登校しようってこと？」

　エコーとわたしが通っている高校は、それぞれ地理的にかなり離れてるんだけど。

「違ちげーよ。ご一緒にサボろうってお誘い」

「おことわり」

　わたしが即答すると、エコーは意地の悪い笑みを浮かべた。

「言うと思った。んじゃ、ケツあげて行こうぜ。ぐだぐだしてちゃ、昼過ぎちまう」

　わたしの言い分を聞こうともしないで、エコーは勢いよく立ち上がる。その拍子に、足元に転がる自動拳銃の存在に初めて気がついたみたいだった。屈かがみこんで手に取り、ついでに隣に寝ていたマガジンも拾って差し込み、わたしに狙いをつける。

「ばん」

　わたしはどういう顔をしたらいいのかわからないから、黙って見つめていると、エコーはすぐに照れて銃口をさげた。

「んだコレ」

「銃」

「そうじゃねー。なんでドライヤーもねーようなお部屋に銃が転がってんだよ」

「べつに……」

　わたしはなんでもないふうにエコーから銃を取りあげて、取りあげたはいいけど、やり場に困ってしまった。一番手っ取り早いのは捨ててしまうことだけど、不燃ゴミなのかリサイクルゴミなのか、分別にあんまり自信がない。市役所に電話したって、きっと答えてくれないだろうし。

　ちょっと考えてから、結局は学校のバッグに押し込むことにした。バッグに銃を忍ばせての登校。なんだかパンキッシュな感じで、いかにも頭の悪いお子様のやりそうなことだけど、まあいいやって思う。わたしだってそんなに頭は良くないし、自分の頭の中身がいつでも平常運転だって言い切る自信もない。

　バッグを後生大事に抱えて、エコーと一緒にエントランスホールへ降りる。部屋を出るときもやっぱり鍵は閉めなかったから、エコーにすごく嫌な顔をされた。そういう細かいことに関しては、エコーのほうが無む頓とん着ちゃくみたいにみえるし、実際に彼女はとても粗そ雑ざつな生活ぶり。でも、ことがわたしに絡からむとなったら、途端に口うるさくなる。半分くらい保護者気取りなんだろう。

「……んだよ」

　エレベーターの中でじっと横顔を見つめていたら、エコーは気まずそうにうめいた。

「なんでも」

「なんでもねーなら、くすぐってーから前向いてろっつーの。あたしの美貌に見み惚とれんのは勝手だけどさ」

　言われたとおり、フロア表示のパネルへ視線を移す。

「学校行かないんだったら、制服じゃないほうがいいんじゃない？」

「そーなんだけど、大遅刻かましたあげくに、学校の門の手前まで来たときだったんだ、今日は女子高生なんてやってらんねー、って思いついたのが。んで、もっかい家まで戻って着替えるのも邪じゃ魔まくせーし、別に制服でもいいやって」

「ふうん」

「ひとりでぶらつくのもつまんねーじゃん。だからあんたを巻き添えにしようって思って。いくら電話しても出ねーから、まだ寝てんだろって見当つけて、お迎えにはせ参じたってわけ」

　エコーが急せかすようにパネルのボタンを連打したところで、エレベーターは一階に到着した。

　エントランスに詰めた警備員は蠟ろう人にん形ぎょうみたいな無表情でわたしたちを見送る。人数はふたりで、服装も装備も一般的な警備員のそれ。でも彼らは飾りだ。完全自動の警報装置が作動したら、全ての出入口が封鎖されて、本命である民間警備会社ＰＳＣの武装社員が八十秒以内に駆けつけるって仕組み。

　エコーが住んでいるのも、同じくＰＳＣと契約したハイセキュリティマンション。ロメオもそうだって聞いた。ヴィクターはわからない。あの子は謎から掘り出した彫刻みたいなものだ。エコーとわたしは、今日みたいに私的な用事で顔を合わせたりもするけれど、ヴィクターとは作戦行動以外の場で会ったことがない。

「ヴィクターも誘ってみたら」

　試しに言ってみたら、エコーは声に出して笑った。きっと冗談だと思ったんだろう。隣のわたしがくすりともしないのを見て真顔に戻り、「熱でもあんのか」って真剣な調子で尋ねてきた。

「冗談」

「だよな」

　エコーはわざとらしい安あん堵どのため息をついた。

　エコーの愛車は、ほとんど日替わりに近いぐらいにころころ入れ替わる。今日のオーダーは五ご気き筒とうの大型バイク。鋭角で挑戦的なフォルム。どこかにボタンがついていて、それを押したら今にも変形しそうな感じ。二輪は全然詳しくないから、見分けがつかないけど。

　歩道の端にとめてあったそれのシートをぽんぽんと叩き、エコーは自慢気な顔をした。誕生日に親から買ってもらった自転車を見せびらかす子供みたい。

「また盗んだんでしょ」

「おうさ。故買屋から持ってきた。そいつは窃盗団から仕入れたってんだから、おあいこ」

　無邪気に笑い、ヘルメットを寄越す。

　わたしはバッグの持ち手に両腕を通してリュックみたいに背負ってから、受け取ったヘルメットをもたもたとかぶった。こういうごつごつした装備は嫌い。でも、ヘルメットもかぶらずに二人乗りの女子高生が大型自動二輪を飛ばしてたら、十メートルに一回は警官から止められるに決まってる。だから我慢。

　エコーは十六歳で、ヘルメットの問題を抜きにしても、この排気量のバイクを乗り回すのは違法に違いないんだけど、その点は大丈夫。フォックストロットが手を回して偽造した正規の免許（ややこしいけど、そうとしかいえない。記載されてる情報はでたらめなのに、公安委員会のお墨付きなんだから）を持ってる。

「駐車場にとめればいいのに」

「じゃまくせーし」

　エンジンが始動し、わたしたちを乗せたバイクはゆっくりと滑りだした。
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　一般道路では不気味なくらい控えめな優良運転をしていたエコーは、高速環状線に入った途端に化けの皮を丸ごと脱ぎ捨て、いつものスピードマニアに戻った。時間帯と平日ってこともあって、車線は空いているから、エコーに待ったをかけてくれるものはなにもない。

　遮音壁だとか標識だとか隣の車線を走る車だとか、いろんな全部を巻き込んで、世界の左右が後ろに吹き飛んでいく。ＳＦ宇宙映画のワープシーンみたいに。

　速度計の数字を聞こうと思って、でもやめた。百パーセクなんて答えが返ってきたとして、笑う自信もない。

　ヘルメットの内側で目を閉じる。わたしの意識を演算する脳を包む頭蓋をのっけた身体が、わたしの意識とはこれっぽっちも関係なしに、前へ前へと動いていく。なんだか不思議な感覚だった。個人的にはこういうスピードの世界ってそんなに好きじゃないけど、それでも、気持ちいい。

　だから、気がつくのが致命的に遅れた。

　黒いセダンが微妙な車間距離をあけたまま、ずっと張りついてる。

「エコー、後ろ」

　ヘルメットに内蔵されたインカムでエコーに告げた。

「わかってる」

　エコーは短く答えて、すこしだけ速度を上げる。

　車間距離は変化なし──間違いなく、わたしたちをつけてる。

「フォックストロットから警告は」

「今んトコはねー。あるとしても、あんたの方に入ってんじゃねーか」

　首から吊るした携帯を確認して、わたしは確信を得た。画面に出ているのはフォックストロットからの着信ではなくて、圏外の表示。直上に遮しゃ蔽へい物ぶつのない場所なら世界中どこでも電波を届ける衛星電話サービスが、日本の高速道路の真ん中で圏外になるはずがない。

「ジャミングされてる」

「ガッシュ。念入りなこった」

　エコーがさらに速度を上乗せするけれど、セダンも追つい従じゅうして離れない。

「なにがしたいんだろ」

　電波妨害まで仕掛けてきているんだから、敵対的な意図をもってわたしたちを付け狙ってるぐらいはわかるけど。

「あたしらを星のきらめく夜空の下のランデブーにお誘いしてーんだろ。あたしは一回経験がある」

「なにそれ」

「フォックストロットから耳に穴が開くぐらい聞かされてねーのか？　あたしらＭＲＤの患者ってのは貴重品なんだ」

「うん」

　ＭＲＤって病気が、正確にいつ頃発見されたのかは知らないけど、過去の発症例の報告は、呆あきれるくらい少ない。日本国内だと、首都圏と大阪からしかあがってないそうだ。おまけに、隔離が間に合わなかった重症患者をわたしたちが処理してまわっているわけだから、絶対数はとてつもなく僅きん少しょう。

　そのすべてを表向きに管理してるのは厚労省の国立感染症研究所ＮＩＩＤで、その建たて前まえを裏返すと出てくるのが、フォックストロットと彼に飼われたわたしたち。一応、わたしたちの所属は感染病理部第五室って名前がついてる。でも、そんな分室は地球上のどこにも存在しない。わたしたちが本当は何なのか、誰の下で何のために動いてるのか──そんなことは知らないし、知りたくもない。今のところは。

　とにかく、ＭＲＤの患者が厳重に管理されてるってのは確かだ。

「妄想を現実に干渉させるなんつーブッ飛んだヤツが存在したら、誰だってコレクションしてみたくなんだろ。実際、その手の輩やからは星の数ほどいるみてーだぜ。あたしとロメオが襲撃されたのは……えーっと……ドコの連中だったっけな」

「いつ？」

「あんたが入ってくる前。あの頃はチームの人間が全員おんなじ学校に通ってたんだ。そこをやられた。覚えてねーかな。二年ぐれー前に、ちょろっとニュースでも流れたヤツ」

「知らない」

　その期間、わたしは施設で「治療」をうけていたから、ニュースに触れられなかった。

「それで、どうなったの？」

「ハリウッド映画と学園モノ足して二で割ったみてーなドンパチやったあげくに、全員ブチ殺したけど、こっちも二人もってかれたよ。報道見たら、カルト野郎が猟銃持ち込んで学校に立て籠こもったって事件になってて笑った笑った」

「………………」

　ＭＲＤが絡む事件で、それぐらいの情報工作は日常茶さ飯はん事じ。ＭＲＤの存在自体、社会的には完全に伏せられているに等しい。わたしたちになにが起きても、なにを起こしても、会ったこともないわたしたちの飼い主、事後処理を担当するフォックストロットがすべて噓で塗り固めてしまう。

　妄想で現実を塗り替える。

　現実を妄想に置き換える。

　そういう意味じゃ、フォックストロットだって立派なＭＲＤ患者だ。

　わたしは無言で背負ったバッグから腕を抜いて振り捨てた。こんなものを背負ってちゃ、戦えない。

　上半身をひねり、追ってくるセダンに向きあう。妄想の中から手頃な火器を選別。現実への書き出しを始める。

「なんかおっぱじめよーとしてんだろ。なにする気だ」

「ハリウッド映画と学園モノ足して二で割ったみたいなドンパチ」

「正気かよ。第二官庁街が目と鼻の先だぜ。こんなトコで銃撃戦やらかそうっての」

「そう。先手を取らなきゃ」

「ちょっと待……」

　エコーの制止を最後まで聞かず、わたしはセダンのフロントガラスに狙いを定め、現実になったアサルトライフルの引き金を引いた。

　セダンは避けようともしない。その必要がないってことは、弾丸を十数発も浴びてひび一つ入らないガラスを見れば誰にだってわかる。

「防弾」

「だろーな。こんだけ周到に準備しといて、肝心の装甲が５・５６mmでぶち抜ける紙だったら、逆に爆笑モンじゃん」

　わたしの挨拶に応答するみたいに、助手席の窓から手とサブマシンガンが突き出た。

「エコー。右」

「わーってる」

　エコーがバイクの車体を右に振ると同時に、フルオートの銃撃がかすめた。

　エコーが右に左に回避する間、わたしはフロントのエンジン部分を狙い、それからタイヤにも撃ち込んでみた。結果はどっちもだめ。

　銃を投げ捨て、もう少し口径の大きい弾を使うカービンライフルを新しく書き出し、ガラス、エンジン、タイヤの順番にテスト。全部だめ。鉄板を仕込んで安物の強化ガラスに張り替えただけの、お座なりな防弾仕様じゃなくて、きっちり作りこんであるみたい。

　即座に反撃をもらい、すくめた首のすぐ横を弾が通過していった。

「固い……全然抜けない」

「どーすっかね。狐きつねが気づいてるなら、そろそろ助っ人を期待してもよさそうじゃねーか」

「間に合うかな」

「そうだな……尻ケツに弾食らいそーだし、早めになんとかしてーのはやまやまなんだけど、ニケツのバイクで振り切れってのは無理ゲー入ってる」

「でも装甲が抜けないから、排除するのも無理」

「あー、50口径でもぶち込んだらどうさ」

「こんな姿勢じゃ撃てない」

「じゃーどーすんだよ。悪いけどあたしはこいつから振り落とされねーように押さえこむので一杯いっぱいだ。気の利いた対応策は考えらんねーぜ」

「うん……こっちでなんとかする」

　そうは言ってみたものの、わたしにだってなにかいいアイデアがあるわけじゃ……。

「できるだけ距離を離して」

「おう。え。どうすんだ」

「視界を塞ふさぐ」

　役立たずのカービンを放り捨てる。これでわたしたちの道行に残してきたものは、鞄、アサルトライフル、カービンライフル。まるでヘンゼルとグレーテル。とんだパン屑くずの道しるべ。

　ばかな考えをうっちゃって、外見はまったく同じカービンを書き出し、セダンのフロントガラスを水平にないで撃つ。でも今度は、装塡されていたのはペイント弾だ。着弾の瞬間、弾頭から鮮やかな塗料が破裂して飛散。ガラス全面を塗り固めていく。

　前の見えなくなったセダンは進路が左右にぶれ、間かん髪はつを容いれずに加速したエコーとの距離がひらいた。

「……今。バイクを回して正対して」

　わたしは銃を手放し、渾こん身しんの力でエコーにつかまりながら、声を張り上げて指示を飛ばした。

「んだって。ばか言うんじゃねーよ」

　エコーも負けじと叫び返す。

「はやく」

「っ、どうなってもしんねーかんな……つかまってろ」

　無減速でアクセルターン。

　内臓ごともっていかれそうな遠心力。

　エコーの腰にまわした手を引きちぎられかけながら、わたしは妄想の中で用意を整える。

　タイヤと路面の凄まじい摩ま擦さつ音おんが途切れた瞬間。

「エコー、頭伏せて」

　わたしが叫ぶより先に、察したエコーは伏せていた。

　構えた両手と右肩に押し当てられる感触を想定。

　その重量を現実にすり替える。

　携行式無反動砲の確かな重さが、ずっしりとのしかかる。

　狙い、発射。

　口径84mmの砲弾が、迫るセダンの右タイヤ付近に着弾。瞬発信管の作動。爆発。

　下部を吹き飛ばされて横転したセダンは、わたしたちの左側ぎりぎりを通り過ぎ、さらに何度か転がり、最終的にすさまじい轟ごう音おんを残して遮音壁にクラッシュした。

　用済みになった砲を置いて、ヘルメットを外す。

　エコーもヘルメットを脱ぎ、スクラップになったセダンとわたしを交互に見た。

「……決めた。金こん輪りん際ざい、あんたとタンデムはやらねー」

　なにか答えようとしたところで、携帯に着信。フォックストロットから。ジャミング装置もうまく吹き飛んでくれたみたい。

「処理班が向かっている。迅じん速そくに撤収しろ」

　以上、通話終了。まるでこの襲撃が想定の範囲内だったみたいに、つまらない事務事項でも伝えるような調子だった。身の安全を気遣う言葉も、ねぎらいもない。そんなものは最初から期待してないけど。

「どった」

「別に。大人が来るからどっか行けって」

「……いつも通りってことだな。四六時中監視してんなら、事前に察知しやがれっての」

　乗りなっていうサインをわたしに送って、ヘルメットをかぶり直すエコー。

「わたしは後ろに乗せないんじゃなかったっけ」

「うっせー。ぐだぐだ言ってんなら、マジで置いてくぞ」

　ぶっきらぼうに告げ、これ見よがしにエンジンを吹かす。

　わたしは髪を撫でつけてからヘルメットを頭にのせて、エコーの後ろに座った。
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「ああ、ようやく人心地がついた。君たち二人なら問題ないとはわかっていても、こういう感情は理詰めじゃないからね」

　ＪＲの駅に近いスターバックス。

　テラス席に座り、指で神経質にテーブルの縁ふちを叩いていたロメオは、現れたわたしたちに花が咲いたような微笑みを寄越した。

　彼女と合流するなんて聞いてなかったわたしは、黙ってエコーの爪先を踏んづけた。

「っ痛てぇ……！　なにすんだよ」

「ロメオも誘ってたの？」

「おう」

「聞いてない」

「そりゃそうだろ。言ってねーからな」

　不服さを前面に発露させる私を押しのけ、エコーは椅子を引き出して、どっかり腰をすえた。

　ばかみたいに棒立ちしているわけにもいかないから、わたしも座る。もちろん、エコーの余計な慈善心に感謝することは忘れない。テーブルの下でわたしから二度目の踏みつけをもらったエコーは、世にも情けないうめき声をもらした。

　ロメオはわたしたちのじゃれ合いに気づいていないらしい。

「待つだけというのも焦じれるものだったよ」

「だったら助けにきやがれっての」

「攻撃ヘリが向かってると聞いて止めたんだ。しかし、やはり私も援護に行けばよかったかな」

「お呼びじゃねーよ。色男は間に合ってる」

「おや、つれない」

　頰ほお杖づえをついて、にっこりと笑うロメオ。

　成型して組み立てたみたいに細くてバランスがいい身体と、中性的な顔つきの持ち主。それがロメオだから、彼女はなにをさせても見栄えがする。今だって、もしかしたらドラマかなにかの撮影中なんじゃないかって気がして、思わずカメラを探してしまう。

「それで、実行犯は」

「しらねー。うちのお姫様が無反動砲で月までぶっ飛ばしちまったからな。もっぺん叩き起こして、お名前は、ってなわけにもいかねーじゃん」

「それは傑けっ作さくだ」

　ロメオは相そう好ごうを崩し、でもすぐに表情をニュートラルに戻した。

「フォックストロットから事前に警告はなかったのかい」

「あたしらが先に気づいた。気づいた時にゃ、ジャミングで通信がつけらんなかった。だから今回は何の役にもたってねーぜ、アイツ。んっとに使えねーヤツ」

「となると、敵はフォックストロットの監視網をくぐり抜け、君達を襲ったということになるね」

「おう」

「問題じゃないか」

「大問題だっつーの。狐の癖に化かされてちゃ世話ねーよ」

　ロメオは真面目な顔で、まさにそう、と言う。

「化かし合いで負けられると、私達の立場が非常にまずくなる。私達はあくまでプロフェッショナルじゃあないからね。攻性の非常事態には特に弱い。用意されたステージでターゲットを排除するような、プラクティカルな任務はこなせても、日常に忍び込んだ敵には対応が難しいんだ」

　わたしは黙ってうなずいた。今日だって、エコーが一緒に居てくれたから乗り切れたようなもので、独りのタイミングを狙われでもしたら、きっとわたしは切り抜けられない。

「じゃあなんだ。あたしらが毎朝お天てん道と様さまを拝めんのは、あいつのおかげ、感謝しろってのかよ」

　エコーは不満ではちきれそうなふくれっ面つら。

　ちなみに、フォックストロットの語源が狐とは関係ないことぐらい、エコーも知ってる。エコーは動物の中でも特に狐と鼠ねずみが嫌いで、人間の中ではフォックストロットが嫌い。だから彼のことを狐って呼んでるだけだ。

「生きとし生けるもの全てに感謝の念を忘れてはいけないよ……しかし、今回の件に関しては、フォックストロットに説明を求めたほうが良さそうだね」

「釈明の間違いじゃねーの」

「どちらでもいいけれど、とにかく事態を把握しておかなければ」

　ロメオはあごに指をあて、しばらく考え込む。

「……フォックストロットの警戒を潜くぐり抜けたということは、彼らに匹敵するだけの組織が後ろにいる、ということだろうね」

「彼ら？」

「私たちの所属する組織、機関、機構、システム」

「ＮＩＩＤ感染病理部第五室のこと？」

「それは君も知ってのとおり、ただの看板、単位名だ。国内で発生したＭＲＤにまつわる事件に介入する際、彼らが提示して見せる金バッジでしかない。本体はＷＡＭＩＣだったかな。国際福祉医療委員会。ＭＲＤを管理監督するための国際機構だよ」

　国内から国外へ。国境を越えるグローバルな管理システム。呆れる。国際秘密結社なんて、さんざん使い古され、とうに飽きられた安いガジェットだっていうのに。

「聞いたことないよ、そんなの」

「実体はないに等しいからね。それぞれの国で、それぞれの機関が実際の管理業務を請け負ってる。ここじゃＮＩＩＤ感染病理部第五室がそれ」

「ふうん」

　わたしは笑っちゃうほどに何も知らない。朝になったら起きて、銃を磨いて、学校へ行って、たまに現場に飛んで、人を殺して、夜になったら寝る。その繰り返しを機械のようにこなしてきただけ。それが一番、楽だったから。

「個人的な感情は措おいておくにしても、フォックストロットが有能な上司であることは確かだからね。彼の警告が間に合わなかったというなら、相手は相当に厄介だよ」

「心当たりはあるの」

　ありそうな口ぶり、のような気がした。

「残念ながら、あり過ぎて特定が難しいかな。彼らはＭＲＤなんていう金の卵を産む雌めん鶏どりを独占している訳だからね。石を投げれば敵に当たる、ぐらいに思っておいた方がいいよ。それでも、フォックストロットが真面目に働いている限り、私たちもある程度は安全に暮らせるけれど」

　ロメオは本当に物知りだ。

「っくだらねー。狐に頼んなくても、あたしらだけでなんとかしてやるっつーの」

　エコーは吐き捨てるように言い、ついと席を立つ。

「どこいくの？」

「便所。じゃねーや。お花摘みに」

　嫌がらせに思えるくらい大きな声で宣言して店内へ入るエコー。続けてロメオも立ち上がった。

「あなたも？」

「違うよ。飲み物を買ってくる。君の分も注文してくるよ。なにがいい」

「ラテ。ショートでお願い」

　了解と軽く手を振るその素振りも、絵になる。

　ひとりになったわたしは、大きく息を吐いて椅子の背にもたれかかった。首を曲げて空を見上げ、今度は鼻で息を吸い込む。制服に染みついた火薬の匂いに、一瞬だけ意識が揺らいだ。疲労感が押し寄せ、わたしは目を閉じる。半端に眠れない夜を過ごす身に、さっきみたいな命いのち懸がけの鬼ごっこはつらい。

　至近距離に気配がして、気を緩め過ぎていた自分を罵ば倒とうしながら目を開いた。

　わたしの前に我が物顔で座っていたのは、ロメオでもなく、エコーでもない。

「あらら、奇遇だなぁ。大都会のど真ん中で再会。運命を感じずにはいられないんじゃない？」

　間延びした声と薄っぺらい笑顔を貼りつけたあのクラスメイトの男の子。

「……なんでこんなとこに」

「たぶん君と一緒。いや、誰だって同じだろうな。こんないい天気の日に、教室で居眠りなんて勿もっ体たいないっしょ」

　そう言う彼は私服姿だから、行き当たりばったりで制服のまま街に繰り出して来たわたしたちよりは、ちょっとだけ計画性があるみたい。

「尾行つけてたの」

「まっさか。連れとそこを歩いてたら、知った制服が目に入ってさ。ついでだし、休んでこうって思っただけ。ああ、でも、君じゃなきゃ声なんてかけなかったろうから、半分だけ有罪？　お邪魔だったら消えるよ」

「そうして」

　できるだけ冷ややかな視線を叩きつけてみたけれど、彼は動じなかった。

「いやいや、家を出る前から、今日はなにかいいことありそうな日だって思ってたんだ。星占いも上々だったし。あ、君の誕生日っていつだっけ」

「知らない」

「そ。じゃ、いいや。観相で占ってあげる」

「いらない」

「あらら。まあまあ、そう仰おっしゃらずに。そうだな……」

　彼はわたしの顔を大真面目に観察した。

「小吉ってとこ。大嫌いな野郎の面を拝むことになります、しかし失せ物が見つかるでしょう」

「半分は当たってる」

「もう半分も当たりなんだな、これが」

　彼がこれみよがしにテーブルの上に置いたものを見た瞬間、わたしは頭を殴られたみたいな衝撃を受けた。高速道路で放り捨ててきたはずのわたしのバッグが、そこにあった。

「どうして……」

「知り合いの車でこっちへ来る途中、高速のど真ん中で拾ったんだ。いやぁ、危ないとかいうレベルじゃなかったね、実際。軽く二十回は死にかけた」

　ふざけているとしか思えない調子で言う彼に、わたしは呆ぼう然ぜんとする。

　拾った？　高速道路で？　そんなことがありえるの？

「あ。悪いけど中身のぞいたぜ。持ち主がわかんないと、返しようがないから」

　その一言は、わたしの頭の中から疑問符をすべて吹き払った。

　だって、このバッグの中には、むき出しの拳銃が放り込んであった。目がついてれば、誰だって開けた瞬間に気がつく。

「でもさ、物ぶっ騒そうだよな、実際」

　しくじった、とわたしは唇を嚙む。拳銃を学校のバッグに入れて持ち歩いている時点で、少なくとも普通の女の子じゃないってことは露呈してしまった。万が一にも興味本位でわたしのことを詮索したりしたら。

「……なにが？」

　対応を考えながら、わたしはできるだけ無表情な声をつくって尋ねた。

「これ拾ってからちょい進んだとこで、交通規制かかっててさ。なにかって思ったら、車が爆発してやんの。なんていうか、もう丸焦げ。どんな事故り方したんだよ、って感じ」

「……ふうん」

　彼は得意げに「事故」の惨状を語った。

　まさか、そのセダンはわたしが吹き飛ばしましたなんて言えないから、わたしは大人しく耳を傾けるフリをして、彼を観察した。変わった様子はない。いつもと同じくらい軽薄そう。まさか、拳銃の存在に気づかなかった？

「そういえば。爆発で思い出したんだけど、アレも物騒だよね」

「どれ」

　どうも彼の喋り方には苛々させられる。

「アレだよアレ。ちょうど、君がヘリ呼んでダイナミックに早退した日だったっけ。北区の中学校でテロがあって、十八人も死んだって事故」

　北区、中学校、十八人死亡──入江泪の一件だろう。泪が最後に発したＳＯＳは、フォックストロットによって、きれいに隠蔽されたってことだ。くたばれ狐。

　フォックストロットにたっぷり呪いを浴びせかけていたわたしだけれど、なにかが引っかかった。なにか。なにかがおかしい。彼の話とわたしの情報の間に、なにか齟そ齬ごがある。

　北区の中学校。テロ。十八人死亡。

　……十八人？

「犠牲者が十八人っていうのは、たしかなの？」

　わたしたちに与えられた情報じゃ、泪によって消されたのは十六人だった。生徒が十五、教師が一。それに入江泪自身を足して、あの件で死んだのは十七人のはず。いくら偽装がフォックストロットの十お八は番こだからって、死者をひとり余分に加える必要性はない。減らして公表するならまだしも。

　わたしはかなり真剣な顔で食らいついていたのか、彼は困惑気に両手をあげて降参というポーズを取った。

「あらら。もしかして俺、なんか地雷踏んだ？　しくったなぁ。じゃあ、この話はなしにしといて」

「待って、そのニュースは……」

　もっと詳しく聞き出そうとしたところで、不意に彼が立ち上がった。

「……っと。いけね、お互い人を待たせてるみたいだから退散退散」

　最後まで笑みを絶やさず、彼は足早に去っていく。

　入れ違いにエコーたちが戻ってきたところで、わたしは無言で席を立った。

「おいおい。どこ行くんだよ」

　エコーが慌てて追いすがってくる。ロメオも不思議そうな顔でついてきた。

「調べもの」

　直前の戦闘で神経が高ぶってるだけかもしれないけど、なにか嫌な予感がする。そして、わたしの嫌な予感はたいてい当たる。

「調べるって、なにをだ？」

　わたしは立ち止まり、エコーとロメオを見つめた。

　知りたいことはひとつだけ。

　いつの間にか増えていた一人の死者は、いったい誰？
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　情報化社会って言葉が万能の言い訳ツールになって久しいけど、その本質は昔からなにも変わってない。


　１　知りたいことは簡単に手に入る。

　２　本当に知りたいことは手に入らない。



　ということで、ひとり増えた死者──十八人目の亡霊を探すわたしたちは、当然のように壁に直面した。

　大阪府の中学校で生物兵器を用いた無差別テロ。実行犯は不明。なんらかの爆発物による被害も確認。警察の専門部隊と陸自が出動。使用された生物兵器の特定が進まず、ＮＩＩＤにも協力を要請。エトセトラ。

　ネットカフェで費やした半日と引き換えに得た情報は、たったこれだけ。時間の浪費もいいところだった。この程度の情報なら、調べる前からわかってる。

　今回みたいなＲ型患者の引き起こしたケースだと、犠牲者は指一本残さずに消されてることが多い。そうなると、困難なのは犠牲者の遺族を煙けむに巻くことだ。隠蔽のためには、個人の識別ができないくらい損壊した死体を調達するか、あるいは遺体を引き渡せない状況を演出するかの二択だけれど、今回は死亡者が中学生に集中してた。

　このぐらいの幼い年齢で、かつ情報洗浄の済んだ死体を十数人分も用意するのは、いくらフォックストロットでも骨折りのはずだから、必然的に二番目の選択肢を選ぶことになる。

　遺体を引き渡したくとも、それは許されません、遺族の皆様におかれましては無念でありましょうが、我々も大変遺憾です。

　そんなポーズをとるために必要な方便──それが「生物兵器によるテロ」っていう戯ざれ言ごとだ。非常事態の看板さえ掲げておけば、遺体は防ぼう疫えき上じょうの観点から焼却しました、で通せる。通らなくても通す。

「ひっでー話だよな」

　エコーはぼやいて、結構なサイズがあるクラブサンドイッチの半分までを一口に平らげた。

　こうやってファーストフード店に集合し、わたしたちは手分けして集めた情報を突き合わせているわけだけど、ロメオは遅刻、わたしのほうは意義のある情報なし、エコーも右に同じって体たらくだから、実際は突き合わせるもなにもない。カウンター席に並んで、ため息をついてるばっかり。

「二十いくつもニュースメディア調べて、死んだヤツの名前一つ出てこねーって、どーゆーことだっつーの」

「仕方ないって」

　きっとフォックストロットが伏せてるから。

　それに、今の時代は日常的に人が死に過ぎてるから、命の価値──じゃなくて死の価値がものすごく薄いんだと思う。死んだ人間についてなんて、誰も知りたがらない。

　人が死んで名前を残したのはおとぎ話の昔のことで、今は違う。

　人は死んだら骸むくろになる。

　骸はやがて土に還かえる。

　後に残るのは、死亡者十八名っていう数字だけ。

「ひっでー話だよ」

　エコーはサンドイッチの残り半分もあっという間に片づけ、汚れた指をきれいに拭ったところで、トレーに置かれっぱなしのわたしのＢＬＴサンドに目をつけた。

「食わねーの？」

「食べた」

「半口齧かじっただけじゃねーか。んなもん食ったうちに入んねーよ」

　わたしは反論せずに、黙ってトレーごとエコーに押しつけた。

「どうする？」

「どうするって、とりあえずはお手上げ。ま、キーボード叩くだけで知りてーことが転がり出てくりゃ世話ねー。スーパーハッカーじゃねーんだから」

　エコーは愚ぐ痴ちってから、ＢＬＴサンドの残りを水で流し込んだ。こぼれ落ちたトマトをつまんで手持ちぶさたに揺らしながら、じっと考え込む。

　そのトマトを、後ろから割り込んできた手がひょいと奪った。

「腐くさってるね」

　優雅につまみ食いをするっていう、とんでもなく難易度の高い行為を、なんでもなくこなしながら、ロメオが呟いた。今日は私服姿。学校をサボったんだろう。

　エコーも私服だから、制服を着てるのはわたしだけ。わたしはばかみたいに律りち儀ぎに出席数を稼いでる。

「店に言えよ」、エコーは呆れたように言った。

「外から見れば、君たち二人は見事にふて腐れていたってこと」

　わたしに軽く微笑みかけてから、ロメオはエコーの隣に座った。

「遅ぇ。美女を二人も待たせんじゃねーよ」

「すまない。私事で忙しくてね。埋め合わせというわけでもないけれど、成果は持ってきたよ。ずいぶんと骨が折れたけれど」

　携帯を取り出し、なにか操作してからエコーに渡した。エコーは難しい顔で画面を眺め、無言のままわたしにまわす。

　Azuma Kouta/Minase Sora/Sanada Chiaki/Kawamoto Ayane……といった具合に、人名らしいアルファベットの羅ら列れつが並んでいた。

「なんだこりゃ」

　エコーが尋ねる。

「独立系のニュースネットで拾ってきた犠牲者の一覧。海外にサーバーを置いているから、情報統制が遅れてるみたいでね。これと、あの中学校の生徒名簿を照らし合わせればいい」

「すげーな。やっぱり困ったときのロメオちゃんだぜ。さっさと取り掛かろう」

「もう調べたよ。名簿にない名前は二つ。一つは教員の名前だから、残りの一つが十八人目。Hanagasa Yukiがそれ」

「ハナガサユキ？　誰だ……って、それはこっからだな。うん、名前さえ割れてりゃ、調べようもあるさ。上出来だぜ、ロメオちゃん」

　ロメオの背中を叩くエコー。

　わたしも感心した。わたしたちがごみみたいな情報を両手にいっぱい抱えて泣きべそかいてる間に、彼女はあっさりと核心に肉にく薄はくしていたんだから。

　けど、ロメオの手際はこんなもので終わりじゃなかった。

「もう調べたと言ったじゃないか」

　ロメオは平然と言った。

「なにをだ？」

「あの中学校のゲートログをこっそりさらってきて、入退出の記録を調べたんだ。ハナガサユキの名前はきっちりと残っていたよ」

　わたしとエコーは顔を見合わせた。

「あー……んで、なにがわかった？」

「事件当日はちょうど、入学志望の小学生向けに見学会が開かれていたらしいんだ。ハナガサユキは、その一人だった」

　ロメオは言葉を切って、わたしたちの目を順番にのぞきこんだ。

　エコーはたぶんわかってないみたいだけど、わたしにはこのお話のゴールがどこなのか、ほとんど察しがついていた。物事の悪い方向へ鼻を向けさせたら、わたしぐらい嗅覚の鋭くなる人間って、そうはいない。ロメオの言葉からは、最悪の臭いが明確に嗅ぎとれたから、着地点の予想もすごく簡単。

　それでも、わたしは無言でロメオを見つめ返した。

　どんなに最低なことでも、口にさえしなければ、なかったことに──もしくは、どこか別の宇宙の出来事にすり替えてしまえるんじゃないかって、そんなことを思いながら。

　当然だけど、ロメオはそんなロマンチックな夢想を共有してくれなかった。

「まだわからないかな。十八人目は、私たちが救出したあの少女なんだよ」




　ロメオの調査はほとんど完璧だった。

　スポッターのいないロメオは、狙撃支援用の電子装置がこれでもかってぐらい付いたライフルを使ってる。

　機能はよりどりで、標的までの距離を自動で弾き出してくれる。標的の動きを読んで、どれだけリードをとればいいか教えてくれる。射手の心拍や呼吸と連動して、引き金を引くタイミングも教えてくれる。おまけに、スコープがとらえた映像を記録してくれる──らしい。暇つぶしにラジオが聴けたら文句なしってとこ。

　その至れり尽くせりな高機能ライフルのおかげで、わたしたちが助けた女の子はハナガサユキで間違いないってことも裏付けられた。彼女が首に下げていた入構証の番号、それと学校側の記録を見比べたら、どんぴしゃりだった。

「んな……そんなわけあるかよ」

　だっていうのに、エコーは聞き分けがない。

「ロメオが撃ったのは足だぜ？　その場で応急処置もしたし、速攻で搬送もさせたんだ。無免許の医者にでもつかまんねー限り、死んじまうわけがねーだろ。なあ、タンゴ？」

　わたしは頰杖をついて、じっと正面のガラス、その向こうの歩行者を見つめた。気け怠だるさが背骨からにじみ出てくるみたいな感じがして、声をだすのも億おっ劫くうだった。

　十八人の死者の群れに、あの子が混じっている。それは間違いない。でも、これはゴール地点じゃない。わたしが嗅ぎ取った腐臭の正体は、そんなものじゃないはず。

　あの少女が鬼き籍せきに入いってるのは間違いないとしても──ひとつだけ、とんでもなくおっきな問題が転がってる。その鬼籍ってやつが、逆立ちしても信用できないようなペテン師の書いたものだってこと。

　真実の生死なんてどうでもいい。フォックストロットが「死んだ」って発表したら、たとえそれが神様だって死んだことになるんだから。神は死にました。ゆえに神は死にました。そういう論理だ。トートロジーはあらゆる命題を真にする。ばんざい。

　じゃあ、なぜあの子は死んだことにされたのかってなるけど、それも簡単で明白だった。嫌になるほど。反へ吐どが出るほど。

「口封じ」

「だろうね」

　わたしの呟きを拾って、ロメオがうなずいた。エコーだけ、まだ怪け訝げんそうに眉をひそめてる。

「以心伝心のとこ申し訳ねーんだけど、あたしのことも思い出してやってくれねーかな。ふたりで納得してねーでさ。口封じって、なんのだよ」

　彼女はときどき、信じられないくらい鈍にぶくなる。いつもは頭の回転が速くて、わたしなんかよりずっと頼りになるのに。

「あの子は……ハナガサユキって子は、知ってしまった」

「なにをだ？」

「決まってるでしょ……ＭＲＤについて。しっかりしてよ、エコー」

　一たす一が二みたいな当たり前の推論を、したり顔で述べたてるほど悪趣味じゃないから、わたしは淡々と言った。

「入江泪の暴走を一番間近で見てたのはハナガサユキだった。わたしたちの突入も当然、目撃していた。ＭＲＤなんて病名はもちろん知らないだろうけど、それでも、知っちゃいけないことを知りすぎてる。だから口封じ。噓のテロに巻き込まれたことにして、噓の死を与えた。この世から消した。どうせそんな……」

「ざけんなよ」

　わたしの説明を遮さえぎり、エコーがテーブルを叩いた。

「んな……そんなふざけたことが通るかよ。通るのかよ」

　わたしは驚いてエコーを見た。一瞬、なにがそんなに彼女を激高させたのかわからなかった。

「なんのために体張って助けたと思ってんだ。あたしたちが、なんのために……」

　自己満足のために。

　そんな答えが一瞬でも浮かんできた自分が、撃ち殺したくなるくらい嫌いだ。

　ちらっとロメオを確認したら、あっちも困惑げ。あいまいな微笑みめいたものを口元に浮かべ、黙って指をくんでいた。

「エコー」

「だって、そうだろ。そんな不条理が通っていいわけねーだろ。巻き込まれただけの無関係なガキが、せっかく命拾ったってのに。てめーらの都合でなかったことにしましたなんて」

「わかってるよ、そんなの」

　エコーを冷静にさせようって、わたしはなるべく低めの抑揚のない声を出していたのだけれど、それは裏目に出たみたい。

　エコーはわたしが落ち着き払ってるのが気に食わなかったらしく、立ち上がるや、わたしの肩をつかんだ。指が肩に食い込んでひどいことになってたけど、わたしはじっと耐えて、そのまま冷静な態度を貫いた。

「でも、今までだってそうだったじゃない。ＭＲＤ絡みのことで、道理が通ったことなんてあった？」

　エコーの怒りはもっともだ。でも、もっともすぎて、まるで頑がん是ぜない子供の癇かん癪しゃくに見えた。

　だいたい、不条理がどうのなんて言い出せば、わたしたちの存在そのものがそれ。ＭＲＤなんていう病が不条理そのものだ。

　エコーは歯嚙みしてわたしを睨み、それから息を大きく吐き出した。

「……悪い。ちっと頭冷やす時間くれ」
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　日付が変わるころ、エコーがロメオを連れて私の部屋を訪ねてきた。

　わたしが契約した──っていうか、与えられたこの住居には、二百人ぐらい住めそうな部屋数が備わってる。でも、わたしはそのうち三つしか使わない。トイレと浴室とリビング。活動の拠点はリビングで、寝室も兼ねてる。たまに浴室で寝ちゃうこともあるけど。

　そのリビングで、わたしたちはそれぞれ勝手な場所に落ち着き、これから始まる会話に神経を尖とがらせた。ロメオは付き添いって感じがするから、エコーだ。エコーがなにか企たくらんでる。

「それで？」

　あぐらをかいて部屋の真ん中あたりに座り込むエコーがいつまで待っても口火を切ろうとしないので、わたしのほうから尋ねた。

　エコーは握りこぶしを口元に当てて、たっぷりと間を置いてから口を開いた。

「ハナガサユキを探す」

「ハナガサユキを？」

「知りてーんだ。推測とか、そういうんじゃなくて……もっと、なんつーか、ほんとのところを。あたしは知りたい」

　握っていた手を腿ももに打ちつけるエコー。

「このままじゃ報われねーだろ……ハナガサユキがさ。本当のとこはどうなったのか、それすら闇の中じゃ、報われねーよ。ハナガサユキが死んだのか、殺されたのか、それともまだ生きてて、どっかにぶち込まれてるのか。あたしはそこんとこが知りてーんだ」

「知ってどうする気？　生きてたら、どうだっていうの」

「助け出す」

　エコーは躊ちゅう躇ちょなく言った。

　わたしは呆あっ気けにとられ、ロメオを見た。彼女は目をつむったまま壁に背をもたせ、静かにたたずんでいた。仕方なく、わたしはエコーの相手を続ける。

「それはつまり、フォックストロットと、彼の後ろにいるっていう、なんだか知らない組織に喧嘩売ろうっていうの？」

「結果としてそうなっても、あたしは構わねー」

　わたしはため息をついて立ち上がった。胸の底のほうに、なんだかわからない気持ちの悪さがわだかまってて、じっとしていられなかった。室内をぐるりと歩き、窓の前で立ち止まる。

「動機は？」

「んなもんねーさ。ハナガサユキは救われて当然だろ」

　わたしは思わず振り返り、エコーを見つめる。

　救われて当然？

「ハナガサユキがなにをしたってんだよ。ただあの場に居合わせただけじゃねーか。そんだけの理由で命が奪われるなんて、許されてたまるか」

　わたしがなにか口にするより先に、ロメオが動いた。黙って部屋を横切り、廊下へ出ようとする。

「どこ行くんだ」

　エコーが呼び止める。

「先に失礼する。話が終わったようだから」

「終わってねーよ」

「終わっているよ」

　ロメオは背中を向けたまま、ぶっきらぼうに言った。

「高こう邁まいな自己犠牲の精神には感服するけどね。いつまでも夢物語を聞いてはいられないんだ」

　夢物語。そのとおりだって、わたしも思う。

　ヴィクターの言い草じゃないけど、わたしたちはただの道具──それも、たぶん使い捨てに近い立場だ。飼い主の正体も、それがどれほど巨大な組織なのかも把握してない。もしかしたらささやかな町内会程度の規模なのかもしれないし、あるいはシオンの長老みたく世界を裏で牛ぎゅう耳じっている安っぽい秘密結社なのかもしれないのだ。

　控えめに判断しても、喧嘩を吹っかけるには分が悪すぎる。

「待てよ」

　エコーが立ち上がってロメオの腕をとる。

　次の瞬間、ロメオが流れるような挙動でエコーの足を払い、あっという間に組み伏せた。

　本当にあっという間の出来事で、わたしはもちろん、ロメオの膝の下に敷かれた当のエコーですら、なにが起きたのかわからないって顔。

「すまない。けれども、私は今、君に対してとても腹が立ってる」

　エコーだって必死にもがいているはずなのに、ロメオに押さえつけられた彼女の体は微動だにしない。

「エコー。君がどんな信念を持とうと自由だよ。しかし、タンゴのことも考えるべきだ。敢あえて聞こう──救われて当然じゃない人間なんているのか」

　ロメオの一言で、わたしはようやく、胸のわだかまりの正体を知った。

　そうだ。

　エコーは言った。ハナガサユキは救われて当然だって。

　でも、救われて当然っていうなら、あの子だってそうだった。なにも知らずに巻き込まれただけだっていうなら、あの子だってハナガサユキと同じだった。

　なのに、どうしてあの子は救われなかったのだろう。

　どうして。
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　どうして、なみだを救ってくれなかったの？
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　いつのまに眠ってしまっていたのか、どうしても思い出せなかった。

　エコーが今日は泊まっていくって言って、ロメオもなぜかそれにならって、二人分の寝床を用意して、わたしはリビングに戻り、床に座り込んで壁に背をあずけたのは覚えてる。眠るのが嫌で、明かりをつけたままずっと本を読んでた……はずなのに、いつの間にか、いつもの悪夢に引きずり込まれてたみたい。内容を覚えてないのが、せめてもの救い。

　それにしても、記憶にある限りで、いちばん最低な目覚めだった。

　口の中が切れてるらしく、鉄サビみたいな血の味でいっぱいだし、誰かがわたしの頭に空気入れの先を差し込んで、せっせと膨らませてるんじゃないかってくらいの頭痛がするし、嫌にねばつく汗でびっしょり濡れた下着が肌にはりついてる。

　最低だ。

　あんまり最低すぎて、なんだかおかしくなってくる。気がつけば、わたしはこれでもかってくらい大声で笑い出していた。

「あはは。あはははははははははは」

　文字に起こしたら、たぶん本当にこんな感じの笑い声。そのとってつけたような笑い方が妙におかしくて、わたしはいっそう笑った。そのとってつけたような笑い方が妙に……以下同文。

　無限回帰に陥っていたわたしを止めてくれたのは、エコーだった。

　眠そうに目をこすりながら入ってきた彼女は、わたしのどうしようもないありさまを見るなり、つかつかと歩み寄って膝をつき、わたしの肩をつかんで思いっきり揺さぶった。後頭部が壁にぶつかる。

「大丈夫か？」

　わたしの目を真っ直ぐにのぞきこみ、エコーがゆっくりと尋ねた。

「……聞こえてた？」

「あんだけ盛大に大笑いしてりゃ、二百キロ先からでも聞こえるっての。あたしに内緒で、こっそり死し霊りょうの盆踊りでも見てんじゃねーかって心配したんだぜ」

「ありがと……もう大丈夫だから」

　気丈さを装おうとして大失敗。さっさと立ち上がろうとしたのに、腰が抜けて、その場にまたへたりこんでしまった。無理に力を込めても、膝が震えるばっかり。その震えは伝染して、全身ががたがた痙攣しはじめた。自分でもあんまり情けなすぎて、また笑いそうになる。

「大丈夫じゃねーんだったら、大丈夫じゃねーって言え。乙女言語で喋んじゃねーよ。めんどくせー」

　毒づきながらも、エコーはわたしの正面に座って、こつんと額を突き合わせた。

「息」

「いき？」

「あたしの呼吸に合わせて。そうすりゃ落ち着く。人間の体なんて単純なもんだからさ、息が整いさえすりゃ、たいていの不調はおさまるんだって」

　鼻の頭がこすれ合うくらいの距離だから、エコーの息遣いがはっきりと聞こえる。わたしは自分の乱れた呼吸を、それに合わせようとがんばった。

　一分だか一時間だか、とにかくふたりの吐息がぴったり揃そろうまで、わたしたちはそうやって過ごした。

　わたしのばかみたいな震えがなくなったところで、エコーはすっと体を離し、今度はわたしの手を握った。骨が折れるくらい、ぎゅっと。震えを止めるんじゃなくて、震えの元凶を粉々に握りつぶしてやるってくらいに。

「……思い出した」

「なにを？」

「言わない」

「……殴んぞ」

　いつだったか忘れたけど、わたしが初めてエコーやロメオと顔を合わせたときのこと。わたしが初めて人を撃った日のこと。硝しょう煙えんと血の臭いを聞いて、悲鳴と銃声を嗅いで、もう頭の中がむちゃくちゃになって、全てが終わってからも現場でぶるぶる震えていたわたしに、エコーは今と同じことをしてくれた。わたしの息を自分の中に持っていって、混乱とか恐怖とかをきれいにそぎ落としてから、またわたしに戻してくれた。

　思い出したのは、それ。

　死んでも戻れない場所まで落ちて、まだ落ち続けてるわたしだけど、エコーは変わらず隣にいてくれる。

「ごめん」

　エコーが出し抜けに呟いた。

「なにが？」

「さっきは悪かった。あんたの気持ちとか、そういうの全然考えなくて」

「なんのこと？」

「ロメオが正しいよ。たぶん、あたしはあんたを傷つけた。あんたの友達……入江泪だって、救われて当然だったのに」

　エコーは自分が口にした「ハナガサユキは救われて当然」って言葉を、まだ引きずってるらしかった。

「あんたからすりゃ、友達だった入江泪を救えなかったのに、なんでよく知りもしねーハナガサユキなんかに手を差し伸べなきゃなんねーんだって思うよな。そりゃ」

　わたしは首を横に振り、握った手にちょっと力をいれた。

「あたしだって、わかってるつもりなんだ。この世界に救われて当然じゃねーやつなんていねーし、救われて当然ってだけで救われたりもしねー。それでも、あたしはハナガサユキを救いたい」

「どうして？」

「救いたいから、ってしか言えない。ひょっとしたら、てめーが天国へのフリーパスをもらうために点数を稼ぎたいだけかも。自分勝手なあたしだったら、あり得る話だし」

　エコーは自じ嘲ちょうするようにくすりと笑って、すぐに真顔に戻った。

「わかってんだ。何人も殺しといて、あんたの友達も見殺しにしといて、たった一人分の命を助けるだけで帳尻あわせようなんてのは、虫のいい話だよな。それでも、あたしは救いたい。一パーセントの一億分の一だって救える可能性があるんなら、あたしはそれに賭けたい。救いたいから救いたい。理由はそんだけでいい。偽善でもなんでもいい。どうでもいい」

「そう」

　わたしはエコーを羨ましく思った。

　エコーのやろうとしてることが偽善なのか本物の善行なのか、そんなことはわたしも知らない。

　けど、自分の行動に自分の命を賭けられる、その強さが羨ましかった。こんな荒こう廃はいした人生に放り込まれてもなお、行き先を自分で決められるなんて。わたしには真ま似ねできない。

　ＭＲＤがわたしの人生をぐちゃぐちゃのスクラップ同然にしてから、わたしはずっと惰だ性せいで生きてきた。決められたことを決められたとおりにやってきた。

　自分の意志で引き金を引こうとしたのだって、泪に対してだけ。それすら、最後はロメオに押しつける結果になってしまった。

　わたしは、なにもなさなくなってた。本当のことを言えば、わたしは生きてすらいないのかも。ボタンを押せばランプが灯ともるだけの機械を生きてるっていうなら、話は別だけど。

　わたしはなにか言おうとして、そのたびにためらって、結局、尋ねるまでもないことを尋ねた。

「本当にやるの？」

「おう」

　エコーは簡潔にうなずいた。

「そう」

「手伝ってくれなくていい。つーか、手伝うな。ばかはあたしひとりでも多すぎる」




　今度は本当に眠れなかった。

　こんなに大事な打ち明け話をした直後だっていうのに、エコーは、ものの数分でぐっすりと眠りこんでしまった。わたしの肩に頭をのっけて、豪快に口を開けて寝息をたててる。頰のあたりに触れる髪の毛がくすぐったかった。

　わたしは握ったままだった手をそっと抜き、エコーを起こさないようそっとリビングを出た。

　のどが渇かわいてしかたなかった。冷蔵庫の中は空なので、薬臭くて飲めたものじゃない水道水で我慢するか、外へなにか買いに出かけるか。

　どうせ眠れないなら夜の空気でも吸ってこようと思って、玄関で靴を履いていたら、ロメオにあてがった部屋から声がした。

「出かけるのかい」

「ちょっと」

「ご一緒しても？」

　うんと返事して、わたしは先に外へ出た。エレベーターを待っていると、ロメオが追いつく。どちらも無言のままロビーを抜け、わたしたちは連れだって夜の静せい寂じゃくに吐き出された。

　ロメオと一対一って状況は、よく考えれば久しぶり。

　わたしたちの間には、ほとんどいつもエコーがいて、その三人セットか、あるいはわたしとエコー、ロメオとエコー、って組み合わせが多い。ふたりだけでどこかへ行くとか、ふたりだけでお喋りするとか、そういうのは昔からあまりなかった。

「眠れないの？」

「枕が替わるとね」

　曇っていて星が見えないけど、丸い月だけがちょうど姿を現してる。まるで空にあいた銃じゅう創そうみたいに。

「私は抜けさせてもらうよ」

　立ち止まって、ロメオが言った。

「エコーの話？」

「うん……私は手助けできない。まあ、エコーも望まないだろうけどね」

「わたしにも手伝うなって言ってた」

「だろうね。友達を──特に君を厄やっ介かいに巻き込むくらいなら、その場で頭を撃ち抜いて死ぬ。そういう子だよ、エコーは」

　らしいと思って、わたしはちょっと笑った。

　ロメオはくすりとも笑わなかった。かわりに静かな歩みで、わたしの目の前に立つ。一瞬、このまま抱きつかれるんじゃないかって思ったぐらい、そばへ。ここまで近づかれたら、わたしより背が高い彼女と目を合わせるためには、どうしても首を曲げなきゃいけない。見上げた先で見下ろす瞳は、周りの夜を吸い込んで深く深く沈んでいくみたいに、底なしに黒かった。

「なに？」

　ロメオがそっと手を伸ばす。わたしの顔に触れようとするみたいに。でも、その手はわたしの肌に触れず、ゆっくりと元の位置へおりていった。

　息を深く吸い、ロメオは口を開いた。

「私からもお願いする。君もエコーにつきあっちゃいけない」

「どうして？」

「生き急ぐような真似は止めたいんだよ。君たちが好きだから」

　君たち。

「わたしだけ？　エコーのことは止めないの？」

「止めないよ」

「なぜ？」

「うわべだけでも、あの子のことを知っているつもりだからね」

「止めても無駄ってこと？」

「それもあるかな。でもそれだけじゃない」

　わたしは十秒ぐらい考え、お手上げってサインを送った。

「エコーはね、自分の親を殺したんだ」

　あまりにも平坦な調子で言うもんだから、わたしはしばらくロメオの言葉を理解できなかった。

「正確には、母親と兄を殺した父親を殺した。複雑な家庭事情がごまんとあって、父親が無理心中をはかったらしいんだ。妻と長男を絞こう殺さつして、最後にエコーを手にかけようとしてね。エコーは自分の身を守り、結果として父親を刺殺してしまった。もちろん、どこからどう見ても正当防衛だよ。ただ、やり方が常軌を逸していた。めった刺しなんてぬるいものじゃあなかったそうだ。凶器として残されていたのは、二十数本のアイスピック。どんな家庭だって、そんな大量にアイスピックを備えてるはずがない」

　ないはずのものがある。ＭＲＤ。

「そう、発症してしまったんだ。ＭＲＤ患者には、そういうケースが多い。多いというより、ほとんど。私も詳しいことは知らないけど、どうやら、なにか強烈なイベント──精神的負荷が極限までかかる状態に追い込まれて発症に至る、というのが最も多いパターンらしいね」

　それは初耳。

「私にはわからないのだけれど、家族を失うというのは、それほどまでに苛か烈れつな体験なんだろうか」

「どうだろ……わたしの場合、あんまりいい思い出もないから」

　父も母も、今はどこでなにをしているのか、そもそも生きているのか死んでいるのかも不明だ。わたしの幼少期の記憶は、大半が入江泪とのもので占められてる。家族に関しての思い出なんて、どれも覚えていたくないようなものばかりだったから。

「それは……すまない。気が利かなかった」

　わたしは首を振った。終わった人々との終わった思い出をいつまでも気に病んでいられるほど、わたしは暇じゃない。ＭＲＤを発症してからは、悩むべきことがつかみ取りできるくらいあった。家族のことなんて、もうどうでもいい。

「ロメオはどうなの？　家族は？」

「ないよ」

　ロメオは軽快に答えた。

「いい思い出が？」

「いや。私には家族そのものがいない。いたとしても、物心がつく前に死んだか消えたかしている。私はひとりだった。ひとりで生きていかなければいけなかった。今も昔も」

「……そう」

　ロメオの過去や事情については、あまり聞いたことがなかった。スナイパーっていう役目柄、別行動も多いし、わたしとエコーがお喋りしているときだって、一歩離れたところから聞き役に徹するって感じだったから。

「そっちのほうがいいよ。きっと」

　なまじ存在するから、失ったときに傷を負う。壊れたときに穴が開く。

　あんな人たちは、最初からいなければよかった。少なくとも、今のわたしにはそう思える。

「もしかしたら、そうなのかもしれないね」

　ロメオは小さくうなずいた。

「たしかに私自身、そのことに負い目を感じているわけでもない。地獄のような境遇ではあったけれど、それは君もエコーも変わらないだろう。万人に万人の地獄があって、そこに優劣はない。だから、無理に同情してもらわなくともいいよ。私も君の境遇に涙したりはしない」

　わたしはうなずいた。

「それで、この話の結びは？」

　ロメオはむやみに他人の昔話を掘り返して喜ぶような手合いじゃないってわかっていたけど、意図が見えてこない。

「人間の発明した最大のお荷物はね、タンゴ。愛でも神でもなく、罪だと思うんだ」

　ロメオからはいつもの芝居めいた雰囲気が消えていたから、その台詞もひどく安い陳ちん腐ぷなものに聞こえた。

「罪の意識は人間をがちがちに縛って、どこかへ無理やり引きずっていく。神様が死んでも罪が死ななかった理由は、きっとそれだよ。人間にはそれが楽なんだ。引きずられるのがね。引きずられてる間は、すくなくとも行先について悩まなくていい。なにを思い悩んだって、連れて行かれることに変わりはないんだから」

　普段なら「ご高説どうも。それでなに」ぐらいは言ってたろうけど、おあいにくさま、わたしだって少しぐらいは空気を読む。まあ、いかにも回り道してますよって喋り方に、いらいらさせられなかったって言ったら噓になるけど。なので、後半部分だけぶつけてみることにした。

「それでなに？」

「なんだろうね」

　わたしが睨むと、ロメオは「ごめんごめん」と謝った。

「罪滅ぼしだよ。身もふたもない言い方をしてしまえば。エコーは自分の深い部分に焼きついた罪の意識に急き立てられ、目の前にあるなにもかもを助けようとする。それこそ、遠近無差別白黒平等に、なんでもかんでも手当たり次第に救おうとする」

　エコー自身の言葉を思い出す。天国へのフリーパス。帳尻合わせ。

　父親を手にかけたことが、エコーの原罪で原動力なの？

「ハナガサユキも、そうだっていうのね」

「うん。蛇足ながら、ついでに言えば君のこともだ」

「わたし？」

「エコーが君に過剰なほどかまう理由だよ。君がチームに加わってから、あの子は君につきっきりだっただろう。なぜだと思う？」

「さあ」

「君を救いたかったからだよ。あの頃の君は、悪いけど、とても見てられない状態だったからね」

　旧悪を暴かれたわたしは、不愉快さを示すために口をへの字に曲げた。

　たしかに、施設から出たての私の精神状態は（控えめに言って）底なしの地獄の釜ぐらいなところだった。隣に座れば誰だって鼻をつまんで顔をしかめたくなるような、ひどく陰いん鬱うつな空気を常に発散させていた。全自動の機械みたいに与えられたスケジュールどおり動き、予定がなければ、部屋に籠もって自分の電源を切っていた。

　そんな最底辺にうずくまっていたわたしを、今のように、多少なりとも人間ごっこができるくらいのところまで引き上げてくれたのがエコー。いっときなんて、思わず殺意を覚えたぐらい、ずっと世話を焼いてくれたのがエコーだ。

「彼女にとってはね、一緒なんだよ。君もハナガサユキも。それが苦境に立たされているなら、誰だってよかった」

　わたしは一歩さがり、ロメオから離れる。

「他人のことなのに、ずいぶん節をつけて歌うじゃない」

「すまない。ただ、知っておいたほうがいいと思って。君がどう生きるかっていう判断のためにも」

「ありがとう。でも、あなた自身は手伝ってはくれない」

　ロメオはうなずき、あいまいに微笑んだ。

　いつものように。




　夜の散歩から戻っても、エコーはやすらかに眠ったままだった。壁にもたれたままずりさがり、頭を床につけて本格的に寝る体勢に入ってる。

　わたしはコンビニエンスストアで買ってきたミネラルウォーターを抱いて、エコーの枕元に腰をおろした。彼女の長い髪をなかば無意識に指でいじりながら、どうしようって考える。

　エコーはハナガサユキを救い出すって言う。

　ロメオはそれを手伝わないって言う。

　普通に考えれば、ロメオのほうがまとも。そもそも、ハナガサユキが生きてるって保証はないし、仮に生きてたとして、彼女を救い出すには、フォックストロットを含む組織（だか機関だか）丸ごとに喧嘩を売らなきゃいけないんだから。どう計算したって、不可能って解答しか出てこない。

　エコーはそれでもいいって言ってた。

　ロメオもそれを知ったうえで、エコーに関しては止めないって言ってた。

　それなら、わたしは？

　わたしはどうしたいのか──って問いは、ナンセンスとまでいかなくても、あんまり意味をもたない。わたしは、なにをどうしたいとも思ってないから。

　わたしはわたしのくだらない人生を処理するだけで手一杯だし、それすら、まともにこなしてない。重大な事案については考えることを空の上の誰かに丸投げして、どうでもいいささやかな悩み事を枕に、ぬくぬくと眠ってきた。

　わたしは、どうすればいいんだろう。

　エコーの髪から額、頰に指をスライドさせながら、ロメオの言葉を反はん芻すうする。

　罪の意識。

　わたしにとっての罪は、とてもはっきりしてる。ご丁てい寧ねいにも毎晩夢の中に押しかけて、わたしを責めたててくれるもの──入江泪だ。泪を救えなかったこと、それがわたしの罪らしい。

　だったらなに？　ハナガサユキを救えばいいの？　救えなかった入江泪のかわりに？　それこそ、ただの帳尻合わせじゃない。

　そうは思っても、それ以外の行動方針がわたしには考えつかなかった。なるほど、たしかにすごく楽だ。罪の意識とやらに引きずってもらうのは。

「エコー」

　軽く揺さぶると、エコーはうめき声をあげて緩慢に目を開いた。眠気がある程度薄れて、彼女がわたしを認識するまで待つ。

「……タンゴかよ。どうした？」

「わたしも行く」

　エコーは眠そうに、もごもご口を動かした。

「……どこへ」

　目をつむり、もう一度、これまでの思考過程をなぞってみる。

　結論は同じだった。

　生きることを中途半端にしかやってこなかったわたしに、いまさら人生の岐路を自分で選ぶなんてことはできない。誰かに、なにかに引きずってもらうしかない。

　わたしは目を閉じたまま、独白みたいに呟いた。

「わたしも、ハナガサユキを助けに行く」
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　その五日後、エコーはわたしの前から姿を消した。
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　悪いニュースはたいがい電話で伝えられるっていうのが、わたしの嫌うジンクスのひとつ。

　その電話も、例外じゃなかった。

　受けた時刻は、深夜と早朝の間ぐらい。わたしは短い睡眠と睡眠の狭はざ間まにあった。

　睡眠不足で弱り切ったまま携帯を手に取り、ディスプレイを見た瞬間、それを二つにへし折りかけた。発信元がフォックストロットだったからだ。彼のもたらすニュースは確実に悪いものだっていうのも、わたしの嫌うジンクス。

　たっぷり十秒は待たせておいてから、しぶしぶ呼び出しに応じたわたしに対して、彼は簡かん単たん明めい瞭りょうに事実を伝えてきた。

　エコーが消えた、と。

　前日、彼女は自宅で何者かに襲撃されたらしい。犯人は白昼堂々、警報システムにも警備員にも見つかることなくハイセキュリティマンションに侵入し、エコーと室内で銃撃戦を繰り広げたのち、フロアの半分を吹き飛ばす量の爆薬を起爆させた。時間帯が時間帯だけに、マンション内に残っていた住人は少なくて、幸運にも巻き添えは出なかった。

　あらすじはそんな感じ。感想は「ふざけるな」。

　通話の間にわたしが携帯を握り潰さなかったのは、ちょっとした奇跡だったと思う。

　いくらなんでも、話ができすぎてる。エコーとわたしがハナガサユキについて話し合った日から、まだ一週間も経っていないのに。

　フォックストロットは時報でも告げるみたいな口調でもって、現場から大量の血痕と人体の一部が発見されたと語った。鑑定の結果はエコーのバイオメトリクスと一致。ただし、死体そのものが発見されていないので、彼女は今のところ生死不明の扱い。以上。

「状況はあまりかんばしくはない。犯行グループおよび襲撃の目的・意図は不明だが、次の標的はおまえたちのいずれやもしれん。誰が狙われても不思議ではない」

　フォックストロットは言った。いつもの奇妙にしわがれた、まるで人間味のない声。

「当面の間、こちらでおまえたちの身柄を保護する」

「…………」

「じきにピックアップの人員がそちらへ到着する。合流後は迎えの指示に従え。こちらで安全な場所まで護送する」

　わたしが黙りこくったままでいると、フォックストロットはさっさと通話を打ち切ってしまった。

　エコーが消えた、とフォックストロットは言った。

　エコーは消された、とわたしは言い返したかった。

　どこかで水が漏れていた。彼女がハナガサユキの処分に不満を抱き、公然と反逆しようとしたことが露呈した。だから消された。でなきゃ、この見計らったみたいなタイミング、鮮やかすぎる手際、お決まりの爆発オチの説明がつかない。こんなおとぎ話を頭から信じるのは、頭蓋の中に緩かん衝しょう材ざいの紙くずでも詰めてる連中だけだ。

　犯人は不明？　次はおまえたちの誰かやもしれない？

　ふざけるな。犯人ははっきりしてるし、次の生いけ贄にえはわたしに決まってる。

　あの場にはロメオもいた。でも、彼女はわたしとエコーの企みには参加しないって明言していた。どこでどう盗聴されていたのか知らないけど、会話が筒抜けだったとしたら、粛しゅく清せいの槍やり玉だまにあげられるのは、わたしとエコーだけだろう。そして今、エコーが消された。次はわたし。

　わたしは爪を血が出るまで嚙んだ。

　わたしは本物のばかだ。エコーについていく、ハナガサユキを助けるなんて威勢のいいことを言っておきながら、なんの用意も、心構えすらもしてなかったなんて。エコーが動き出したら、自分はそれに続けばいいって、そんな甘い考えを抱いていたなんて。

　混乱しきったまま、立ち上がって室内をふらふらと歩きまわった。それから走り出し、玄関のドアに物理ロックをかける。なにがどうなって、なにをどうしたいのか、わたし自身にもさっぱりわからない。

　爪の隙間からにじむ血が目について、洗面所で手を洗った。

　顔も冷たい水で洗い、鏡に映る自分を睨む。

　迎えが到着した時点で、どこへ連れて行かれるにせよ、わたしの運命は決定する。わたしのたどる道がエコーのそれとたいして違うとは思えない。

　なのに、今のわたしにできることはなにもない。無策のまま逃げ出したって、結末は同じこと。遅かれ早かれ追い詰められて消される。

　だったら……。

「わたしは、逃げない」

　やつれた自分の面相を振り払うように、鏡を手で拭って呟いた。

「にげてるよ」

　鏡に映る自分がにんまりと笑い、わたしはぎょっとして目を見開いた。わたしは笑ってなんかいなかったし、第一、鏡を挟んでわたしと向き合っているのは、わたしですらなかった。

「だって、また自分のことしかかんがえてないもん。そういうのをにげてるっていうんだよ」

「ちが……」

「ちがわないよ。つきちゃんはにげてる」

　鏡の向こうでは、入江泪が首を斜めに傾け、わたしに笑いかけていた。

「……眠ってるときだけにしてよ……こういうのは」

　わたしは手で目を覆い隠し、呼吸を整えようと努力して、なんとか言葉を絞り出した。

「眠ってなんかいないよ。つきちゃんは」

　わたしは指の隙間から鏡をのぞいた。見間違いようもなく、泪が映っている。目を離した一瞬のうちに、その顔は腫はれあがって血だらけになっていた。何度も何度も何度も夢に見た、残酷な暴力に蹂じゅう躙りんされた痕跡。

「これが夢じゃなきゃ、なんだっていうの」

「夢じゃないもん。そんなにちがうっていうなら、ためしてみればいいんだよ」

　もともと端の切れていた唇が裂けるぐらいの勢いで、泪が高らかに笑った。挑発するみたいに。

「ほら。ためしてみてよ、つきちゃん。はやく。ほら。ためしてみればわかるもん」

「黙って」

　我慢の限界。わたしは鏡の真ん中に握った拳を叩きつけた。骨に響く鈍い痛み、続いて皮ひ膚ふの切れる鋭い痛み。鏡が割れる音もした。

　なのに、鏡はひび割れてすらなかった。

　まっさらな鏡面の中で、入江泪が笑いにますます拍車をかける。

「ほら。なみだのいったとおりだもん」

「なにが、ほら、よ。やっぱり夢なんじゃない」

　滴る血に染まった拳で鏡をさらに殴りつけ、わたしは叫んだ。

「ふうん。つきちゃんがそういうなら、それでもいいよ」

　泪は目を細め、憐あわれみを込めて言った。

「そうやって、ずっとにげてればいいとおもうんだよ」

「逃げてない。わたしはなにからも逃げてなんてない」

「にげてるもん。つきちゃんは自分がだいじなんだよね。ほかのひとなんてどうでもいいから、にげてばっかりいるんだよね。いまだってそうだもん。エコーが消えたってきかされたのに、自分のしんぱいばっかり」

「違う……わたしは、わたしは」

　わたしは、自分の心配ばかりしている。

　立場が逆だったら、エコーはわたしのことを助けようとしたかもしれない。わたしが消されたと聞けば、エコーは即座にフォックストロットを問い詰め、行動を起こしていたかもしれない。

　なのに、わたしは。

「つきちゃんは自分さえよければそれでいいんだよね。なみだのときとおんなじだね。あのときだって、つきちゃんのあたまのなかは自分のことばっかりだったもん。なみだのことまもってくれなかったもん」

「違う……違うの。わたしは、わたしは……！」

　わたしには、口で違う違うと連呼することしかできない。

「うん。なみだのときとはちょっとちがうかも。エコーはもう死んじゃったんだから、さっさとみすてちゃってもいいんだもんね」

「違う！　エコーはまだ死んでない……死んだって決まったわけじゃない」

「ふうん。つきちゃんがそういうなら、それでもいいよ」

　泪は顔を伏せた。長い髪で顔が完全に隠れる。

「まだまにあうんだったら、まもってあげてよ。こんどこそ」

　ゆっくりとあげた顔は、エコーのそれに変わっていた。痛めつけられた傷はそのまま、造形だけがエコーにすりかわっている。

「どうしたの？　まもってくれるんだよね。こんどこそ。つきちゃん、いったもん。まもってあげるって」

　エコーの声が泪の舌足らずな喋り方で、囁ささやくように言った。

　わたしは鏡を何度も何度も強く殴った。けど、鏡は無傷のまま。なにかが砕ける音は確かに聞こえたのに。

「さあ。まもって。こんなにくるしんでるんだよ。すごくいたいんだよ。はやくたすけてよ」

　エコーがこちらへ手を伸ばした。まるで水みな面もみたいに鏡を突き抜け、わたしのほうへ。

　わたしは悲鳴をあげて、その手を振り払おうとした。手と手が交差した瞬間、エコーの片手が肘ひじの関節から外れて落ちた。洗面台に当たり、バウンドして、足元に転がる。

「あーあ。つきちゃんのせいだよ。ほんとうに、どうしようもないよね。またにげるんだもん」

　エコーは下げ卑びた笑みを顔中にみなぎらせ、もう片方の手を差し出した。そちらも鏡を通り抜け、わたしをつかもうとする。わたしはそれを払いのけ、また同じ光景の繰り返し。

　両手をなくしたエコーはチシャ猫のように笑いながら、今度は身体ごと前に出た。鏡どころか壁さえも無視し、全身が目と鼻の先に現れる。

　絶叫。目を閉じてめちゃくちゃに手を振りまわした。

　ぼとぼととなにかが床に落ちる音がして、耳に突き刺さるような笑い声が響き渡り、そして破裂音が締めくくりに聞こえて、わたしは目を覚ました。

　息を吸い込み、周りを見まわす。わたしはリビングルームで壁にもたれていた。フォックストロットから電話を受けて起こされた場所と同じだ。

　急激に呼吸をしたせいで咳せき込み、たまらず口の中にたまった唾つばを吐き出した。

「……ふざけないでよ」

　気を緩めて頭を壁にもたせた瞬間、破裂音がもう一度聞こえて、わたしは身体を震わせた。玄関のほうからだ。ドアが壊される音？

　足音が近づき、リビングに踏み込んできたのは、ロメオとヴィクターだった。二人とも武装している。

「……惰だ眠みんを貪っていただけですか。人騒がせな」

　ヴィクターは銃をさげ、つまらなそうに言った。横に並んだロメオが目くばせをすると、眉まゆをひそめたままリビングから出ていく。

「すまない。インターホンを鳴らしても応答がないものだから、少し荒っぽいことをさせてもらった。状況が状況だけに、私もヴィクターも神経質になっててね……大丈夫かな？　顔色が、その、すさまじいけれど」

　ロメオは膝をついてわたしに手をさしのべた。わたしは反射的に身体をよじらせて逃げた。

「驚かせてすまなかったとは思うが……どうかしたのかい？」

「なんでもない」

「しかし……」

「なんでもないっていってるでしょ」

　思わず声を荒らげてしまってから、すぐに恥ずかしくなった。

「なにをしに来たの」

　取りつくろうように尋ねる。

「聞いていないのかな？　いや、そんなはずはないんだが。既に一報が……」

　ロメオの言葉の途中で、ヴィクターの声が割り込んできた。

「ロメオ。こちらへ」

「どうした？」

「説明が難しい。こちらへ来て自分で確認してください」

　ヴィクターは洗面所にいるらしかった。諦めたように首を振り、ロメオは声のするほうへ向かう。わたしも壁を支えに立ち上がり、追いかけた。

　洗面所の手前でロメオが急に止まったものだから、わたしはその背中にぶつかりかけた。

「……これは。説明が欲しいな」

　わたしの前に立ちはだかったまま、ロメオが厳しい声で言う。

「ですから難しいと言ったでしょう。説明はこちらが聞きたいくらいだ」

　わたしはロメオの肩越しに洗面所をのぞき込んだ。

　酸さん鼻びな光景。砕けた鏡のガラス片が床に敷き詰められ、その上には、ばらばらに解体された人体が転がっていた。腕、脚、胴がそれぞれ細かく分離して放り出されている。血は一滴もない。断面にのぞく脂肪の白色だけが目につく。

「どう思いますか」

「当たり前に考えるなら、殺人現場かな」

「外れでしょう。ここにあるのはすべて出来損ないだ。骨格に脂肪と皮膚をかぶせただけの、粗悪な欠陥パーツでしかありません」

　ヴィクターは落ちているものを順番に拾い上げては捨ててを繰り返し、最後に頭部と思おぼしき部分を、髪をつかんで持ち上げた。

「ああ。なるほど。そういうことですか」

　つかみあげた頭をくるりとまわす。

　顔が見えた瞬間、努力も空むなしく、わたしは悲鳴をあげた。ヴィクターが提げ持っているのは、首だけになったエコーだった。ヴィクターの言うように、皮に脂肪を詰めただけみたいで、ぶよぶよとした肉の塊に近いけれど、エコーの面影が残っている。

「そんな……ことって」

　夢じゃなかった。すべて、なにもかも、ひとつのこらず、夢なんかじゃなかった。電話に始まり、鏡の中の入江泪も、エコーも、悪夢じゃなかった。現に、ばらばらになったエコーがここに転がっているんだから。

「違う……わたしじゃない」

「あなたでしょうが。いかにＩ型といえど、生命そのものは生み出せない。だからこんな出来損ないの人体部品しか書き出せなかった。それにしても、自分のパーツ以外を書き出せるとは。驚くべき症状の応用度ですね」

　ヴィクターが首をロメオに放ってよこした。ロメオが無表情に指を鳴らすと、首も転がったその他の人体も、すべてが一度に消滅した。

「問題はなぜこのような真似をしたか、ですね。エコーを複製しようとでもした？　しかし、どうして？」

「ヴィクター。ここは私に任せてくれ」

　ロメオはわたしの肩に手を置いた。

「落ち着くんだ、タンゴ。たぶん君は譫せん妄もう状態にあった。受けた衝撃が大き過ぎて、一時的に妄想と現実の境界を失っていたんだ。このありさまは……無意識に症状を行使してしまったんだと思う。恐らく、エコーの件が引き金になったんだろう」

「違うよ、全然違う……。わたしじゃなくて、泪が、あの子が、違うのに！」

「……そうか。入江泪の一件以来、君は精神の均きん衡こうを崩していたんだったね。ちょうどいい、フォックストロットの指令で私たち全員がセルに運ばれることになった。あちらで少し休むといいよ」

　遅まきながらロメオの言葉がわたしの意識に染みわたってきた。

　フォックストロットの指令。エコーの件。

　そうだ。あの電話が夢じゃなかったのなら、現実ってことになる。エコーは……エコーが消されたことも、現実だってことに。

　わたしはロメオとヴィクターを睨みつけながら後ずさった。

「わたしになにをするつもり」

「セルという施設へ誘導するよ。本来の機能は医療施設だけれど、考えうる中で最も安全な場所だ。私たちにとってはね」

「信用できない！」

　わたしは叫んだ。わたしの理性はぎりぎりのところにあった。あと一押しされれば、砂の城のようにさらさらと崩れてしまうに違いなかった。さっきみたいに。

「エコーを消して、次はわたしってことでしょ。でも……そうはさせない」

　わたしは両手に拳銃を書き出して、震える照準をロメオとヴィクターに向けた。

「タンゴ、聞いてくれ。エコーについては所在不明だが、捜索がかけられてる。じきに見つかるはずだ。今は自分のことを考えて。セルに行けば安全だ。私が保証する」

「あなたの保証なんて要らない。あなたのことだから、背を向けたら撃つに決まってる……泪にそうしたみたいに！」

「それは……違うよ」

　唇を嚙むロメオに、ヴィクターが目くばせを送った。

「時間の無駄です、ロメオ。すでに回収予定時刻を過ぎている」

「……わかった」

　ロメオが指を鳴らした瞬間、わたしの両手から拳銃が消え去った。彼女の持つ、Ｒ型の力。動揺する間もなく足払いをかけられ、わたしは無様に倒れた。

「ヴィクター」

「どうぞ」

　わたしにのしかかって押さえこむロメオに、ヴィクターがなにかを手渡した。それが注射器だっていうことは、続いて首筋に感じた痛みでわかった。

「なに……を……！」

「麻酔だよ。今の君は君自身にとっても危険だ。ゆっくり眠ったほうがいい。夢も見ないように」

　ロメオに押さえられたまま、時間が過ぎる。

　わたしが気づいたとき、もう異変は進行していた。乾いたペンキが剝げるみたいに、意識の端のほうが欠けていく。それにつれて、視界が徐々にかすんできた。

　やがて、わたしは自分から目を閉じ、薬のもたらす霧の中に沈んだ。
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　エコーが子供のころの話をしてくれたことがある。

　悪いことが重なった一日の最後、夜になって眠りにつく前に、彼女はお祈りをしたらしい。布ふ団とんにくるまりながら、両手を胸の上で組み、知っているだけの神様の名前を洗いざらいならべ、何度も何度も祈る。

　目が覚めたら、悪いことはなにもかもなかったことになっていますように。悪いことが起こる前に戻っていますように。

　もちろん、多忙な神様に薄汚い子供の祈りなんて届くはずもなく、目が覚めても世界はなにひとつ変わってなかった。神様と本格的に折り合いが悪くなってからは、祈ること自体やめてしまった。

　エコーは笑いながら、そんなことを語ってくれた。

　どろどろのスープみたいな眠りから覚めたとき、わたしは、エコーの祈りが時間差で叶えられたのかと思った。それも、なにかの手違いで、祈った本人じゃなくわたしが奇跡に当選したのかと。

　なんでそんなばかな妄想を抱いたかっていうと、わたしが寝かされていた場所というのが、わたしのマンションの寝室そっくりに思えたから。

　それがひどい勘違いだってことは、すぐに判明した。よく見るまでもなく、似ても似つかない部屋だ。

　天井から床まで白で塗り固められた、広々とした部屋。中央に置かれた簡素なベッドの上に、わたしはいた。離れたところにガラス製の丸いテーブルがあって、目につくものといえば、それだけ。なんだか神経質なアーキテクトが設計した清潔な牢ろう獄ごくのモデルに見える。

　とりたてて特徴らしいものは、なにもない。

　いや、違った。この部屋は、とてつもない異常性を内包してる。おかしなものがあるんじゃなくて、なければおかしいものが──ドアがどこにもない。

　わたしはベッドをおり、壁にそって歩き始めた。運のいいことに、ものの数分で仕掛けが割れた。

　壁の一部に手を触れた瞬間、そこを中心として壁が四角の形に浮き上がって開いた。自動開閉する空気圧式のドア。病的なまでに精密に作ってあったから、閉まった状態だと壁に同化して見わけがつかなかった。

　廊下（だと思う）に出たところで、こんな頭のおかしいドアを発案した設計者のいかれ具合が、よりいっそう明らかになった。

　ゆるやかな曲線を描いて延々と続く通路、そのどこにもドアがない。たぶん、わたしが見つけたのと同じ仕掛けで、壁と一体に埋め込んであるんだろう。

　念のために通路を挟んで向かいの壁を叩いてみたけど、なにも起きなかった。ロックされているか、本当にドアがないか、どちらにせよ、壁は壁のまま沈黙を保っている。

　わたしは諦めて後ろにさがり、元の部屋に帰った。戻ってみると、室内にちょっとした変化があった。壁面の一ヵ所が淡あわく明めい滅めつし、ほのかに赤い字で『incoming call/sound only』という文字列が浮かんでいる。

　ほとんどなにも考えずにそこへ指を伸ばすと、壁が喋り始めた。

『やあ。お目覚めだね』

　ロメオの声だった。

『気分はどうだい？』

『……モーニングコールを頼んだ覚えはないんだけど』

『それは失礼。すぐにそちらへ行くよ』

　浮かんでいた字が桜の散るようなアニメーションをともなって消える。

　また無音に復帰した部屋の中で待っていると、壁がぽっかり開いて、制服姿のロメオが入ってきた。わたしが見つけたドアとはまた別のもので、二メートルくらい離れている。

「わたしがどれぐらい眠ってたか知ってる？」

　わたしは挨拶を省略して本題にとりかかった。

「ざっと一週間かな。もしかしてタンゴ、最近だけじゃなくて慢性的に不眠だったんじゃないのかい？　精神に相当ガタがきてた、と医療スタッフから聞かされたよ。まったく、君の普段の生活ぶりが空恐ろしいね」

　一週間。

　あまりにも断絶が深すぎて、最後の記憶を引っ張り出すのにひと苦労だったけれど、目を閉じて深呼吸を繰り返すうち、おぼろげに蘇よみがえってきた。

「わたしはどこに連れて来られたの」

「言ってなかったかな。セルだよ」

「……質問ばかりでごめんなさい。でも、セルってなに」

「ＮＩＩＤが直轄する医療施設──という説明しかできないな。すまない。私も詳細は把握していない」

　ロメオは部屋を横断し、迷わず壁に触れて別のドアを開けた。わたしよりも数十倍は土地勘があるらしい。

「ついておいで。最低限の案内はするよう言われた」

　並んで歩きながら、わたしはタイミングをうかがい続けた。今しかない。時間が経てば経つほどに、変な自意識がへばりついて膨らんで、身動きが取れなくなってしまう。

「じっと見つめられると居心地が悪いな。どうかした？」

「ごめんなさい」

　わたしは率直に切り出した。

「なにが？」

「ここへ……連れてこられるまでのこと。よくは覚えてないけど、すごく取り乱してたと思う。迷惑かけたなら、ごめんなさい」

　ロメオは苦笑いをした。

「いいよ、仕方ない。エコーのこともあったしね。フォックストロットの手落ちだ。せめて私の口から伝えていれば、そこまでショックも大きくはなかっただろうし」

「エコーは……」

「まだ見つかってはいないね。けれど、エコーが消息を絶った件については、フォックストロットの言を信用していいんじゃないかな。彼は関与してないだろう」

「根拠はあるの？」

「彼が制裁としてエコーを消したのなら、きちんと死亡の判を捺して一件落着にするはず。生死不明なんてあいまいな状態で公表する理由がない」

　わたしはその意見を頭の中でいじくりまわし、しぶしぶうなずいた。言われてみれば……そうかもしれない。

「それに、死体の現物が見つかっていない以上、エコーが死んだと考えるのは早計だよ。遺体を前に泣き崩れる段になってから、初めて自暴自棄になるなり、復讐に燃えるなりすればいいさ」

　またまた考え込んでから、これにも同意した。

「見たもの以外は信じないってこと」

「私は見たものも信じないよ」

　ロメオはきっぱりと言った。

　断言できるだけの立派な根拠ではないかもしれないけど、それでも、気持ちが少し楽になった。

「まあ、私たちはここに籠もっていれば安全だ。地下から見物していればいい」

「こんなところで暮らせるの？」

「生活に必要な空間は整備されている。退屈のあまり死なないよう注意さえすれば大丈夫じゃないかな」

「ここの構造に詳しいんだ……」

「これまでにも、何度か放り込まれたことがあるんだ。君たちより古株だから」

　通路に出ると、ロメオは手近な壁に向かい、真っ白な壁面を指で二度タップした。触れた箇所を中心にぼんやりした燐りん光こうが生まれ、五十センチ四方の部分が、白の壁から半透明のモニターに変わる。

「それは？」

「メディアスキンを使ってるらしい。壁全部をアクセスパネルにして、建物全体を巨大な端末みたいに運用してる」

　わたしはさっぱりわからないという顔をしてみせた。

「……まあ、大げさな仕組みだけど便利でもある。どこからでもリンクを張って、施設内の誰とでも通信できる。さっき、君相手に試したみたいに」

「そんな機能より、道路標識はないの？」

　道に迷えばどこからでも助けを呼べるのは便利だけど、そもそも道に迷わないようにする配慮をしてくれたほうがありがたいんだし。

「それもできるよ」

　ロメオがパネルに入力と操作を施すと、床に黄色い光の線が浮かび上がった。

「行きたい場所を指定してやれば、そこまでこのラインで誘導してくれる」

　わたしは黙って文句を取り下げた。ここまで至れり尽くせりなら、多少頭のおかしい設計でも、なんとかやっていけるんだろう。

　ロメオの案内で──というより、黄色い導線の案内で、わたしたちはセルの内部をめぐった。

　シャワールーム、食事につかう共有スペース、身体を動かすための設備が置かれた部屋。さまざまな場所を見てまわったけど、それぞれがどんな配置で並んでいるのか、さっぱり覚えられなかった。

　微妙なカーブを描いて続く通路は、どこで切りとっても同じにしか見えない。曲がり角もなかったので、オートウォークの上を逆行しているような気分にさせられた。

「まるでゴーストタウンみたいだけど、人はいないの？」

「別の区画にはいる。しかし、ここは原則的に無人だよ。そのために、過剰なくらい自動化してると言ってもいい」

「どうして？」

　ロメオは立ち止まると、アクセスパネルを呼び出し、指を躍らせた。短く警告音が鳴ったけど、彼女が手のひらを押しつけるなり、すぐに止んだ。

「ここのドアが隠されている理由を……この迷宮のような造りのわけを？」

「……知らない」

　設計者の変態趣味の産物じゃないとしたら、他に納得のいく説明は思いつけない。

「ここにはＭＲＤに関する研究の情報が保管されている」

　ロメオは床を指さしながら言った。

「地下？」

「地下というなら、どうやら私たちが今いるここからして、すでに地下のようだけれど……そう。さらに下の階層、セキュリティが一層厳重な区画があるんだ。そこにＭＲＤのデータが詰まっている」

「……トラップってわけ？　敵に侵入された場合に、この迷路で侵攻を遅らせて大事な大事なデータを守るってこと？」

　もしくは、持ち出させるわけにはいかない情報を消去するため、時間を稼ぐのか。

「それもあるだろうけれど、決してメインの理由ではないと思う。ここに敷かれているのは、大半が内側へ指向した警備体制だ」

　ロメオは私の反応を見るために、しばらく口をつぐんで待つ。その期待にわたしが応えないものだから、残念そうな顔をした。

「恐らくここの地下には──ＭＲＤの患者が隔離されている」
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　地下へ至る道は、まさに迷宮だった。ロメオがあらかじめナビゲーションツールを起動させて、あの黄色い誘導ラインを表示させてくれてなかったら、永久に迷い続けていたと思う。

「私は行かない。いつかも言ったように、直接的に君を手伝うことはできないんだ」

　ロメオは別れ際にそんなことを言った。

「だからこれは、ちょっとした親切心の発露だよ。ただそれだけ」

　親切心でもなんでもいいけど、彼女の餞せん別べつはこれまでおおいに役立ってくれた。おかげで、ロメオと別れてからも、わたしは一度も迷わずに進めていた……はず。

　もちろん、誘導そのものが間違っていた場合は、一直線に迷っていたってことになるんだけど、その可能性は考えてもあまり楽しくないので、検討リストからは外した。

　その命綱が、ここに来て消えてしまった。目の前には見飽きた真っ白な壁と、同じく真っ白な床が続いているだけ。黄色く光るラインはどこにも走ってない。

　あいも変わらずのっぺりした通路で、わたしは立ち止まった。ここからどこへ行けばいいのかわからないし、ここがどこなのかもさっぱり。

　セキュリティロックに阻まれるところまで行こうっていうのが、この探索の趣旨だったから、引き返すならここでもいい。もとより、ロメオの推測を確かめようなんて気はなかった。

　今のところは。

　もちろん、ロメオの話を聞いて、色気が出なかったといえば噓になるけど、わたしだって少しは学習する。探検に出かけるなら、魔ま法ほう瓶びんとお弁当ぐらいは用意しなきゃいけない。なんの計画も練らずに、下手にこそこそ嗅ぎまわるような真似をすれば、今度こそ本当に消される。

　だから、今回はあくまで様子見。わたしがフリーパスで通れる範囲を知ることができれば、それでいい。いちおう地下を目指してはいたけど、ここまでの私の行動にやましい部分はない。開く扉を開けて、進める通路を進んでいただけだ。

　誘導が消えたということは、いよいよ開けてはいけない扉、進んではいけない通路にさしかかったのかも。おとなしく戻ったほうがいいだろう。

　道がわからない状態で戻れるものなら、だけど。

　ナビゲーションツールの呼び出し方ぐらい教わっておけばよかったと後悔した。後悔したことも後悔した。はやくも前言撤回、わたしはなにも学習してなかった。帰り道がわからない。魔法瓶もお弁当もない。救いようがない愚かなわたし。

　ロメオのやり方を思い起こして、壁に二回触れてみる。そこまでは順調で、壁面はアクセスパネルに変化してくれた。けれど操作方法が不明じゃ、どうしようもない。

　そこで終わっていればまだよかったのに、そうもいかなかった。

　救いようがない、どうしようもないときて、次はろくでもないの番。

　アクセスパネルに悪態をつこうとしたとき、なんの断りもなく、真後ろから頭部に一撃をお見舞いされた。勢いで壁に鼻からぶつかり、後ろにのけぞって倒れる。

　つかみ起こされながら、わたしはできるだけ迅速に状況把握につとめた。当たり所がよかったのか、脳にまで振動がいかなかったおかげで、このろくでもない事態がすぐに理解できた。

「……よかった。ちょうど迎えを呼ぼうかって思ってたとこ」

　皮肉っぽく口角をつりあげて見せる。鼻からぶざまに出血しているのだから、それぐらいの虚勢をはらないとやってられない。

「さんざ手をわずらわせておいて、あなたはおとなしくしていられないのか」

　通り魔、じゃなくてヴィクターはわたしを壁におしつけ、威嚇するように言った。手には銃が握られている。わたしの頭を陥かん没ぼつさせかけたのは、あれのグリップ部分だろう。

「わたしは十二分におとなしいつもりだけど。後ろからいきなり殴りかかる人間ほどじゃないにしても」

「黙れ。誰の手先だ？　いつから懐かい柔じゅうされていた？　目的を言え」

「なんの目的？　この散歩の目的なら、新居の様子を見てまわってただけ」

「吐ぬかせ。禁止区画にまで侵入しておいて」

　遅ればせながら、わたしはヴィクターが本気で頭にきていることを知った。頭をぶん殴られた時点で気づくべきだった。平常運転の彼女なら、敵と認識した相手には、殴打なんて野蛮な手法をとらずに射殺してる。

　それにしても……禁止区画？　そんなものがあったなら、わたしはいつどうやって迷い込んだっていうの？

「……知らなかった。入っちゃいけない場所があるなんて」

「ぬけぬけと。幼子ではあるまいに、一から十まで親切に耳打ちしてやらねばわからないのか。目的を言え」

「あなたが先。いったいなんの話をしているのかを言って」

「禁止区画に侵入した目的を告げろと言っている」

「知らなかったって言ってるでしょ」

　思いっきり側頭部を強打され、わたしは壁によりかかった。

「……禁止区画だなんて、よく言う。侵入しても、警報ひとつ鳴らないセキュリティしか張ってないくせに。わたしがうっかり赤線を越えたことに気づかなくても、無理ないでしょ」

「ふざけるな。それを解除したのは誰だ」

　ヴィクターが銃を突きつける。セーフティは外されていて、人差し指もトリガーを引く寸前で、わたしはとっさに覚悟を決めた。

　銃声。

　かしゃん、という音がして、ヴィクターの銃が床を転がった。

「やめときなって」

　声の方向へ首を向ける。

　硝煙の臭う拳銃を両手で構えるのは──あの赤いメッシュの髪をしたクラスメイトだった。
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「ここでの立ち回りはご法はっ度とだろ。特にその子は殺しちゃいけない」

　ヴィクターは大きく息を吸って吐き出し、それから落ちた拳銃を拾って腰のホルスターに仕し舞まった。

「……それはフォックストロットからの命令ですか」

　ついさっきまでわたしの頭を叩いて遊んでたとは思えないくらい、落ち着き払った態度で言う。

「イエスだね」

「…………了解」

　いつもの冷静さを取り戻したヴィクターは、すっと身体をひいた。

「次は殺す」

　わたしの耳元で囁き、あとはわき目もふらず、百八十度向きを変えて去っていく。ドアのひとつに吸い込まれて消えるまで、彼女は背を向けたままだった。

　あの激高っぷりといい、今のちゃちな捨て台詞といい……なんだからしくない感じだった。いつもは斜に構えてニヒルを気取っているのに。

「危機一髪ってとこだったかな。こんなとこでボサっとしてると危ないぜ？」

　声で我に返り、きっと振り向く。

　そうだ。

　今はヴィクターについて考察を巡らせている場合じゃない。

「おひさ、ってことでいいんだっけ？　君からしたら、俺に会うのはいつ以来かなぁ。あ、顔覚えてるよね。ほら、覚えてなきゃ台無しじゃん。イロイロと」

　彼は笑いながら、壁に寄り掛かって息を整えるわたしに手を差し伸べた。その手を取りかけて、すぐに引っ込める。自力で体勢を整えて一歩退くと、彼は残念そうに自分の手を眺めた。

「どうして……」

　警戒の色も露あらわに対たい峙じするわたしとは対照的に、向こうは無邪気に小首を傾かしげる。

「なに？」

「どうして、あなたがここに」

「あらら、怖い怖い。そんなおっかない顔で睨まれたんじゃ、舌がまわらなくなる」

「……あなたは誰なの」

「おっかないなぁ。だから嫌だったんだよ、こんな形で自己紹介っていうのは。命令だから仕方ないけどさ」

　彼は疲れたようなため息を吐き、それから着ている学校の制服の襟えり元もとをいじって弛ゆるめた。

「で、なんだったかな。俺が誰で何故ここにいるのかって質問だっけ？」

「そう」

「君が危ないところをうろちょろしてるから迎えに行けって言われてさ」

「……どうしてあなたが」

「あ、そっちの意味でのどうしてか。君と同じだよ」

　以心伝心だよねってふうに笑うけど、なんの説明にもなってない。

「どういうこと？」

「どういうこと、って言われてもなぁ。逆に訊きくけど、じゃあ君はどうして、このろくでもない地の底に放り込まれてんの？」

「それは……フォックストロットが決めたから」

「それそれ。俺もそれと同じってこと。そのフォックストロットの采配でここにいるだけの話」

「まさか……あなたもＭＲＤ患者？」

「あらら。君にしては珍しく見当違いだなぁ。俺は君らとは似ても似つかない人間だよ。君らみたく最前線に立って命をチップに遊ぶような度胸はないから、安全な背後で君の付き人をやってるだけ」

「……わたしを監視してた」

「監視っていうと人聞きが悪いんだけど、うん、実際そうだなぁ。あんまり褒められた仕事じゃないのはわかってる。でも言い訳させてもらうと、見張ってたのは君だけじゃないんだな、これが。あ、もしかしてさらに墓穴掘ってる？」

「続けて」

「俺の仕事っていうのは、主に君らチームの監視なんだよね」

「どうして？」

「なにが？」

「どうして、ＭＲＤ患者でもないあなたが、そんなポジションにいるの」

「言ったっしょ。君と同じだよって」

「だって、あなたはＭＲＤを発症してないって……」

「イエス。確かに俺は、君らとは似ても似つかない正反対の人間だよ。それでも似たり寄ったりの悪夢を経験して、結果としてここにいるってこと」

　かかとを支点に踊るようにくるりと向きを変えると、彼は歩き出した。

「ついてきなよ。露悪趣味はないけどさ、君と俺のよしみだから見せてあげる。俺の見るも無残な手帳の何枚か、ってやつを」

　わたしは手早く検討してから、ふらふらとした頼りない歩き方で前を行く彼の後を追った。怪しさは残るけれど、本気のヴィクターから救ってくれたのが彼である事実に変わりはない。それがフォックストロットの命令だったとしても。

「そういえば、君はここがどういう性質の場所だか知ってるんだっけ？」

　床に誘導のラインも出さず、それでいて迷う素振りも見せずに、どんどん進んでいきながら、彼は振り向かずに尋ねた。

「ＭＲＤ患者を隔離する施設でしょ」

「んー、御明察。誰から聞いたの？」

「……ロメオから」

「あいも変わらず賢さかしらな娘だなぁ。可哀想だけど、長生きできない性た質ちだね」

「……わたしや、エコーもここにいたのね」

「そうだよ。君らもこのセルに隔離されてた。ヴィクターもね」

「ここには……今でもＭＲＤの患者がいるの？」

「それもロメオの入れ知恵？　そうだよ。今でもここは稼働してる」

　それっきり、彼は口をつぐんでしまった。

　エレベーターを幾つか経由し、たっぷり半時間は歩いた末に、彼は壁の前で立ち止まった。またエレベーターかと思えば、彼が壁面に手を触れるなり、その壁が消滅した。厳密には消えたんじゃなくて、縦は胸の高さからほぼ天井まで、横幅は五メートルほどの範囲で、壁がガラスみたいに透過した。即席の窓の向こうには、わたしが放り込まれていたのと同程度の大きさの部屋が見えている。全面が真っ白く塗装され、角という角が丸みを帯びているところも、あの部屋とそっくり。

　でも、中央にあるのはベッドじゃなくて、ガラスの棺ひつぎのような医療用の滅菌チューブ。中では眠り姫のように目を閉じて動かない女の子が横たわっていた。年の頃はわたしと同じだと思うけれど、とても美しい少女だった。冒しがたい威厳、もっと言ってしまえば、ある種の神聖さが、その白く硬質な肌にまとわりついている。

「彼女の年齢は幾つだと思う？」

　横に立つ彼が脈絡なく尋ねた。

「十六歳ぐらい？」

「残念ながら大外れ。百十二歳だよ」

「百……十二？」

　彼はどこか愛おしげにガラスの棺に眠る少女を見つめている。

「このセルはさ、言ったようにＭＲＤ患者の隔離と研究を旨に建設された檻おりだ。でも実を言うとね、ＭＲＤ以外の患者も、たったふたりだけ収容してるんだよ。それが彼女と俺。ふたりとも同じ病に侵されてる」

　わたしは彼と、ガラスの奥の少女を見比べた。

　彼と、百十二歳の眠り姫が同じ。

　同じ病？

「ＭｏＲＤ。君らのが妄想で現実を変える病なら、俺らのは現実を不変にする病だ。ある瞬間を境に、自分の世界を固定してしまう。成長を含んだ一切の変化をなくしてしまう。精神と肉体の両面においてね。ＭＲＤを調べてる最中にひょっこり見つかったらしいけど、今はまだＭＲＤ以上に未知の塊だってさ」

「……不老不死ってことじゃない」

「行き着く先はそうなるのかなぁ。実際、彼女は死を、いや、生きることすらも止めてしまった。代たい謝しゃせず、老化せず、腐敗もしない。彼女は世界の終わりまで、ああやって眠り続ける。俺はそこまで症状が進んでないけどさ」

　彼は透過した壁に触れ、通常の白い壁に戻してからわたしに向き直った。

「ツアーは終わり。好奇心が満足したんなら、素直に部屋に戻ってくんない？　お互い、宮みや仕づかえの身でしょ。君はおとなしくしているのが仕事なように、俺にもやらなきゃいけないことが山ほどある」

　聞き出すべきことはすべて聞き出したのかって考える。

　……答えは否。

「ひとつだけ、教えて」

　仕事──彼の仕事は、チームの監視だと言った。

　だとしたら、疑問が一点だけ残る。

「あなたは、どうしてわたしにだけ張りついていたの」

　彼はわたしの学校に、同級生を装ってまで潜りこんでいた。チーム全体を監視するなら、それこそ衛星を筆頭に機械の目のほうが効率的。なのに、わたしのすぐ身近に接近していたのはなぜ。

「それは──」

　彼は言いかけたけれど、逡しゅん巡じゅんするようにやおら口を閉ざした。

「それは、なに」

「いや、教えられないなぁ」

「禁じられてる？」

「それもなくはないけどさ。どっちかって言うと、君のために教えたくない」

「教えて」

　わたしが迫ると、彼の目の奥に一瞬だけ影がよぎった。

「君の失われた記憶が関係してる、って言っても？」

　わたしの失われた記憶。

　ふたつに分かれたわたしの過去を繫ぐミッシングリンク。

「失われたっていうか、奪われたんだけどさ、君の場合は。誰にかは俺も知らない。データを掘り起こせば出てくるだろうけど」

　とっさに浮かんできたのは、フォックストロットの名前だった。

　あの男なら──わたしを患者抹まっ殺さつのための道具に仕立て上げてきたあの男なら、どんなことだってやる。わたしから記憶を奪うことだって。

「……わたしは、記憶からなにを奪われたの」

「教えたくないから知らない、って言ったら」

「知ってるなら教えて。お願いだから」

　彼は苛立ったように舌打ちをした。

「知ってどうする。君らにとって、過去なんてものは何の重要性もないだろ。変われない俺には、ただ過去の膨大な堆積があるだけだ。嫌でも過去だけを後生大事に抱えて死ぬまで生きなきゃならない。けど、君らＭＲＤ患者は違う。変われる、変えられる君らには、未来も現在もある。だったら、過去なんてものは、昨日に積もった塵ちりでしかないんじゃないの？」

「わたしのものは……わたしのもとに返して」

　わたしは身じろぎせずに彼を見つめ、彼も同じくわたしを凝視する。

　先に視線を外したのは、彼のほうだった。

　深い深いため息を吐き、壁にアクセスパネルを呼び出して指を走らせる。

「奪われたっていっても、条件付けの技術を応用して該当する記憶を想起させないようにしてるだけだ。映像を見せられれば、嫌でも思い出すことになる」

　通路のはるか向こう側から、徐々に明かりが消え始めた。わたしたちが立っている場所も暗黒が包み込み、上下左右の別もない闇が残る。

「呼び出し、トーメントプログラムに関して、ＣＡＴレポートの添付データ」

　姿の見えなくなった彼が気怠そうな声で中空へ告げると、どこからか合成音声が応答した。

『Access denied. Please show authentication.』

「……本当にいいのかなぁ。失われたものが美しいものばかりとは限らないのに。過去は今と同じく残酷だ。忘却だけがそれを癒してくれるっていうのに。それなのに、君は本当に取り戻したいの？」

　闇の中で、彼が問いかけてくる。

「お願い」

　わたしは緊張で汗ばむ手をぎゅっと握りながら答えた。

「わかった。でも──泣いちゃだめだよ」

　彼の言葉に促されたように、床と天井、壁が一体となってスクリーンへと変貌し、一本の動画が流れ始めた。

　眩まばゆい照明に照らされた薄汚い倉庫。

　床に敷かれたブルーシート。

　群がる人間と、中央に横おう臥がする少女。

「これって……！」

　あの夢。

　わたしを苛む夢が、そのまま現実の映像となって映し出されている。

「ぁ…………っ」

　途端に、激しい頭痛が襲ってきた。神経を脳から引っこ抜かれるような、得体のしれない痛み。心が血を吹き出し、ずるずると引きはがされて。

　過去への扉が、開いていく。
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　どこにでもいる、それなりに不幸で平凡な女の子がふたり。

　ひとりは、セラピストや精神科医のところへ順番に放り込まれていた。理由その一、あまりにも喋らないから。理由その二、潜在的に暴力へ傾斜する傾向が見えるから。

　ひとりは、あまりにも気弱すぎて、世界の悪意に敏感すぎて、いつでも泣いていた。親からも疎うとまれ、周囲の子供たちからも疎外され、いつまでも泣きじゃくっていた。

　わたしと入江泪は、惹ひかれるべくして惹かれあったのかもしれない。

　お互いに弱さと欠陥を抱えたわたしたちは、だからこそ互いの歯車がしっかり嚙み合ったんだろう。

　傷をなめ合う共生関係。

　それがどれほどみじめで醜いものだったとしても、なんの力も持たないわたしたちは、ほかに生きるすべを知らなかった。

　わたしはなにがあっても泪を守り、泪はわたしのそばにずっといる。何度もそう約束した。

　わたしたちはふたり、そうやっていつまでも身を寄せ合って、寄りかかりあって、薄暗い場所で温かく暮らしていける。そんなふうに思っていた。そんなふうに思い続けられると信じていた。

　あの日が来るまでは。




　なにもかもが雪の向こうに閉ざされてしまったような冬の日。

　放課後になり、泪を迎えに行ってみると、あの子は既に教室にいなかった。

　泪はわたしが来るまでじっと待っているのが常だったのに……なにかおかしい。もしかして、またどこかへ連れて行かれでもして、いじめられてるのかもしれない。わたしは頭にきて、校舎内を巡り歩いた。

　けれど、どこを探しても泪は見つからない。

　焦りがじわじわとわたしを蝕むしばみ始めていた。捜索の範囲を学校の外へ広げ、ふたりで行ったことのある場所を、しらみつぶしに調べる。耳がちぎれそうな寒さの中を、わたしは息せき切って駆けまわった。

　日が暮れ落ちて、あたりが闇に押しつぶされる時間帯になって、思いつく限りの場所をほとんど探し終えて、それでも泪は見つからなくて。

　隙間なく空に敷き詰めた分厚い雲から、くすんだ灰色の雪が落ちてきた。降雪は瞬く間に勢いを増し、空が吼ほえているような荒々しい風まで吹き始めた。

　泣き出したい気持ちになりながら、それでもわたしは涙をこらえ、最後の心当たりへ向かった。

　町外れの港湾にある廃倉庫。大人も子供も近寄らないから、わたしたちにとってはおあつらえ向きの隠れ家。

　正面のシャッターは閉まっていたけど、地面のすぐ近くに通気口のような穴があるのを知っていた。わたしや泪の体格ならなんとか通れるくらいの、狭苦しい入り口。

　冷えきった地面に這いつくばり、わたしは吐くたびに白く染まる息を整えてから、そっと潜りこんだ。

　予期に反して、倉庫の中は照明がこうこうと灯っていた。

　大人が何人も群れ、笑いあっている。照明に照らし出され、彼らの顔の皺まではっきりと見えた。円陣を組むように集まっているその人たちは、真ん中にあるなにかを指さしては口々に喋っている。

　わたしは抜け穴に身体の半分を残したまま、つまり、上半身だけを倉庫の中に突っ込んだ状態のままで、じっと息をひそめた。

　なにがあるんだろう。いったいなにを見て、あんなに笑いあってるんだろう。

　目よりも先に、鼻が答えに気づいた。

　倉庫中に広がる甘ったるい臭いに混じった、濃密な血の臭い。排はい泄せつ物ぶつと汗の臭い。暴力の臭い。

　わたしはじっと目を凝らした。ひとつの予感に、心臓を握りつぶされそうになりながら。

　大人たちが取り囲んでいるのは、地べたに直接敷かれたブルーシート。

　そして、その上には──無残な姿の入江泪が横たわっていた。

　打ちょう擲ちゃくの痕。火傷の痕。裂傷。内出血のあざ。数えきれないほどの傷にくるまった身体。

　泪はぴくりとも動かない。生きているのかどうかもわからない。

　大人たちは、その周りで何事もないように笑いあっていた。ちょっとした面白い出し物でも見物するみたいに。

　そこにあるものをそのまま受け取るには、わたしはあまりにも幼すぎた。許容量をはるかに超える「悪」が、わたしを芯まで洗い流す。怒りも悲しみもなにもかも流れ去った。

　わたしは夢中で穴から這い出し、ふらふらと立ち上がった。

　思うことは、ただひとつだけ。

　こんなやつらは、生きてちゃいけない。生かしておいちゃいけない。

　けど、どうやって？　わたしは非力。大人を何人もいっぺんに相手になんてできない。わたしだけの力じゃどうにもできない。なにか道具がないと。でも、ここにはなにもない。

　わたしの中で、誰かが風のような声で囁いた。

　なければ、生み出せばいい。

　わたしは自分の手をはっと見る。そこには、ちゃんとあった。安っぽい重さと質感をした、黒いもの。銃という名前のもの。あの、人の皮もかぶれていないばけものどもを、地表から拭い去ってしまうための道具。

　誰かがわたしの存在に気がつき、声をあげた。見よう見まねで、下部に出っ張った引き金に力をかける。びっくりするほど軽い音がして、ぱっと血飛沫があがって、大人のひとりが倒れた。

　拍子抜けするくらい、簡単に人が死んだ。ううん、人じゃない。人じゃないから、こんなに簡単に死ぬんだ。

　驚いた大人たちのどよめきが怒号にかわり、口々になにかを叫びながらこっちへ向かってきたから、わたしは続けて引き金を引いた。

　一発でうまく倒れたやつもいれば、足や手に当たって、豚みたいに泣きわめくやつもいる。

　そのうちに、引き金をひいても、うんともすんとも言わなくなった。壊れちゃったのだろうか。

　またしても、風の吹きぬけるような声が囁いた。

　べつにいいよ。壊れちゃったなら、新しいのに替えるだけ。

　わたしは動かなくなったおもちゃを捨てる。次の瞬間には、わたしの手の中に寸分たがわない同じ銃が握られていた。

　怒号が悲鳴と絶叫にかわり、わたしはまた引き金を引くことだけに集中した。

　弾が流れて照明に当たって、倉庫はだんだんと暗くなっていく。

　気がつけば、病的に青白い月光が差し込む中に、わたしはひとり、ひざまずいていた。動くものはなにもない。大人たちは、ひとり残らず血の海に沈んでいた。

　わたしの前には、ぼろのような身体になった入江泪。ときおり胸が弱々しく上下している。彼女はまだ生きている。まだ、かろうじて。

　わたしは泪の頰に触れ、泣きながら謝った。

　ごめんなさいって。わたしには守れなかったって。

　泪の指がかすかに動いた。ひゅーひゅーとかすれた擦さっ過か音おんのような声が咽喉から漏れる。

　いたいよ。

　泪はそう言った。

　いたいよ──つきちゃん──たすけて。

　自分の手に握られたままの銃が、急に重くなる。

　ああ、そういうこと。これはこのためのものでもあったんだ。

　この凶器がもたらす死。あの大人たちにとっては、それが罰だった。でも、今の泪にとっては、この耐えられない苦痛からの救い。

「泣いちゃだめだよ」

　いつも泪に言い聞かせている言葉をわたし自身に向けて呟くと、泪もうなずいたように見えた。

「ごめんなさい」

　わたしは銃口をそっと泪に向けた。

　その直後、轟音とともにシャッターが破壊され、突風と雪が吹き込んだ。続いて、倉庫内を強烈なサーチライトが照らし出す。目がくらみ、思わずのけぞったわたしは、強烈な衝撃を背中に受け、地面を転がった。

　二発、三発と、身体をハンマーで殴られたような痛みが走る。わたしがもだえ苦しんでいる間に、わたしのものよりもっと長い銃を構え、暗い青色に塗り固められた影のような人間が、何人も侵入してきた。そのうちのひとりがわたしの上にまたがり、あっという間に手を後ろにねじあげる。

「タンゴ確保。外傷はなし。セルへ搬送します」

「インディアも存命。念のため隔離を」

　青黒い影たちは短い会話を交わしながら、踊るようにするすると動きまわる。冷たい地面に押さえつけられるわたしの前で、泪が担架に乗せられて運ばれていった。

「泪！」

　わたしは叫んで、暴れた。それがなんの意味もないとわかっても、叫び暴れ続けた。

「泪をどうするの……！　待って……！　泪！　泪！」

　影のひとりがわたしの前に立ち、指揮棒みたいな金属片を腰から引き抜いた。その先端がわたしの首筋に押しつけられた途端、神経を焼きつくすような電撃が駆け巡って──
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　──身体がはねた。

「っはぁ……はぁ……」

　荒い息で目を見開く。

　ここは、現実だ。記憶の海に放り込まれたわたしは、失なくした過去を通り抜け、現在へと帰ってきた。スクリーンはいつの間にか消え、明かりも戻り、元のように白い無機質な壁と天井と床が広がっている。

　その床がぐっと近づき、とっさに突き出した手で辛うじて顔から倒れ込むのを防いだ。

　体を折り曲げ、わたしは嘔おう吐とした。けれど胃の中にはなにも残っていなかったみたいで、胃酸と唾だ液えきがこぼれるだけ。

　這いつくばって震えていると、彼が屈み込んでハンカチを手渡してくれた。

「潜在的に素因を持つ人間が心的外傷を受けた場合、高確率でＭＲＤを発症する。それはかなり早い段階で突き止められてたんだ。となれば、そっから先に大人が考えることなんて単純じゃん。予あらかじめ選別しておいた被験者に、予め用意したトリガーとなる経験を与えてやればいい」

「……人工的に……ＭＲＤ患者を作り出す……」

「正解。と言っても、トリガー経験は患者によって千差万別だから、そう容易たやすくはいかなかったみたいだけどさ。目の前で親を打ち殺したって、表情ひとつ変えない子供だっている。人間にとってなにが最も衝撃的かなんて、そうそうわかるもんじゃないだろ。けれども、最終的に計画は成功しちゃった。人工のＭＲＤ患者第一号の誕生。その瞬間を記録していたのが、今の映像だってさ。悪趣味だよ、あんなものを残しとくってのは」

「あれが……あれが」

　あれが、わたしにとってのトリガー経験、わたしが抱く罪悪感の原点。

　わたしは、過去にも一度、入江泪を守れなかった。この手で終わらせてあげることすらできなかった。今も、昔も、わたしは泪になにもしてやれなかった。

「自分を責めることはないよ」

　再び吐き気に襲われ咳き込むわたしの背中をさすり、彼が静かに言う。

「プログラムの被験者に君が選ばれたのも、入江泪への暴行が君へのトリガー経験として実行されたのも、すべて君が選択したことじゃあない。選択の自由がないところへ、責任は発生しない。そうだろ？」

「わたしにＭＲＤを発症させるために……泪はあんな目に」

「そうなる、だろうね」

「ふざけないで……なんの権利があって……！」

「権利だって？　そんなもの、あるわけがないだろ。あっていいわけがないだろうよ。無む垢くな少女を痛めつける権利を持っているヤツがいるとしたら、それこそ『神か獣』だ。人間に権利なんてものはない。あるのは、厄災を受け入れる義務だけ」

「だからって……泪はなにも……悪くなんてなかったのに」

「それだけはやめろ」

　彼がわたしの肩をぎゅっとつかんで言った。骨に痛みが刺さるくらい、力がこもっている。激してはおらず、それでいて、有無を言わせぬ調子。

「善悪で語ると歪んでしまう。応報を望めば踏み外してしまう。究極すれば弱さが悪だってことになる。だから、それだけはやめ──」

　そこまで言って、彼は唐突に立ち上がり、わたしから離れた。右手の指を耳にあてた妙な体勢で、しばし黙り込む。

　やがてゆっくり振り向いて言った。

「エコーが見つかったらしいよ」

　衝撃で麻ま痺ひしたと思っていた心に、まだ驚く余地があったこと自体が驚きではあったけれど、わたしは胃酸で焼けるように痛む咽喉を押さえながら思わず叫んだ。

「本当に……!?」

「ところがどっこい、諸もろ手てを挙げて万歳ってわけにはいかないんだな、これが。彼女は捜索部隊と交戦して、その場から逃走したそうだ。明確な敵性行為、裏切りだ」

「そんな……エコーが……どうして」

　裏切り。

　エコーが。

「それは俺が聞きたいなぁ。君は知ってるんじゃないの？」

　そうだ。

　エコーが生きていたのなら。

　彼女が裏切り者に身をやつしたというのなら。

　わたしは、その理由を知っている。

　ハナガサユキを助ける、って。エコーと最後にあった夜、彼女はそう宣言していた。

「なんにせよ、これであの子は完全に敵になった。これ以降は殺害処分の対象になってしまう。協力者も含めて」

　わたしの顔をのぞき込む彼の顔には、どんな種類の笑みもなかった。

　直感した。

　知られている。すべて、なにもかも。わたしたちがあの晩に交わした会話も、エコーの決意も、そして、わたしがそれに同調したことさえも。

「命令だ。事態が解決されるまで、君は拘束される」

　彼が厳かに告げる声が蛇のように耳を這い進み、頭の中でわんわんと響いた。
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　泣いているのは、誰。

　入江泪。

　木の椅子に腰かけた泪が、わたしを見つめている。

　でも、泣いているのは彼女じゃなくて、わたし。

　白い、白い部屋だった。どこまで進んでも境界のない空間。あるものは、向かい合ってすえられたふたつの椅子と、そこに座るわたしと泪。

　とめどなく溢あふれるもので顔を汚しながら、わたしは言った。

「ごめんなさい」

　泪は、なにが、というふうに首を傾げる。

「守れなかった。あんなに約束したのに」

　泪は無言のまま、優しくわたしの頭を撫でた。

「なにもできなかったよ。ただ、ただ、見てるだけしか」

　幼い子供に還ってしまったように、わたしはしゃくりあげしゃくりあげ、泪に訴えた。

　なにか言って欲しかった。

　これが、わたしの勝手にこしらえた都合のいい幻でもいい。なんでもいい。泪に許して欲しかった。無力なわたしのすべてを。

　けれども、泪はずっと無言だった。

　ふわりと柔らかい口元を閉ざしたまま、彼女はわたしの手を握った。すべてわかっている、というふうに。

　それから立ち上がり、衣きぬ擦ずれの音を残してわたしの後ろへとまわった。細い腕がわたしの胸のあたりで交差し、小さな身体で抱きしめてくれる。息遣いが耳のすぐ横で聞こえた。

　──まもって。

　声ではないなにかによって、泪の言いたいことが直接わたしに伝わってくる。

　──こんどこそはたして。約束を。

　ぱらぱらと顔にあたる細かな感触に見上げると、天井が揺れて崩落し始めていた。

　急いで振り向く。

　泪はいない。

「泪……？　どこに……？」

　目をこすりながら呼びかけるけれど、答えはもうない。

　振動がますますひどくなり、とうとう床面が割れた。わたしは逆さまになって落ちていく。どこまでも。

　──ないちゃだめだよ。
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　地の底から響く唸うなり声のような振動。

　ベッドから起き上がって、思わず顔をしかめた。頭がとても重い。

　エコーに殺害命令が出て、わたしがこの部屋に監禁されてから、ずっと投与され続けている鎮静剤が効いていた。食事に混ぜるなんてソフトな対応じゃなく、注射で打たれるものだから、相当に効き目が強い。

　じっと意識の靄もやが晴れるのを待つのは面倒で、わたしはナイフを書き出して手早く手のひらに突き刺した。二、三度抉えぐってから、刃物は放り捨てて、手の傷を上書きして消す。痛みのおかげで、頭は即座に覚醒状態へ復帰してくれた。

　寝ていたベッドの上に起き上がり、周囲を確認する。室内は通常の明かりじゃなく、赤を含んだ警戒色の間接照明で照らされていた。親切なくらいわかりやすい非常事態のサイン。いくらなんでも、これを照明の故障で片づけるほど、わたしは楽観主義じゃない。

　推理を巡らせていたら、また振動。

　なるほど、と考える。

　どうやら、想像するに、恐らくは、なにかが起きているらしい。

　アクセスパネルを呼び出し、ロメオに通信を繫ごうと試みて失敗。エラーコードらしい数字の羅列と、『Please restore communication link.』の表示が出るだけ。

　間違いない。なにかが起きている。

　わたしは耳を澄ましてみた。いつものように、どんな音も聞こえない。ここの遮音性は腹が立つほどに抜群だから、外で核戦争が勃ぼっ発ぱつして世界が滅びていたところで、中のわたしは気がつかないはずだ。

　壁まで歩き、ドアのある箇所に手を触れてみる。開かない。何度触れても、空気圧式のドアが動く気配はなかった。

　気ばかりが焦った。この部屋に閉じ込められてるってことは、目と耳を塞がれたも同然。外でどんな厄災が荒れ狂っていても、それがわたしに直接降りかかるまでは、察知できないってこと。

　拳銃を書き出し、壁に向けて撃つ。浅いくぼみが穿うがたれた。でも、それだけじゃ、のぞき穴にもならない。

　わたしは苛立ちに任せて壁を叩いた。

　期待していたわけじゃなかったけれど、その殴打に反応したかのようにアクセスパネルが表示された。通信じゃない。ドアホンの機能だ。

「誰？」

　答えはなかった。微かなノイズは漏れてきたけれど、システムのエラーのせいか、声が届かない。

　わたしは急いでキーパッドを立ち上げ、ドアの向こうにいる何者かに向けた文章を打ち込んだ。

『誰かいる？』

　間があって、返答がパネルに表示された。

『タンゴか』

　ピンポイントで「わたし」が「ここ」にいると知っている？

『ロメオなの？』

『さがって。耳を塞いで口を開けろ』

　爆破だ。

　わたしは慌てて部屋の反対側の隅に逃げ込む。

　一拍遅れて、轟音と破片をまき散らしながら、偽装されていたドアもろとも壁が吹き飛んだ。

　粉ふん塵じんがおさまるのを待って踏み込んできたのは、ロメオじゃなかった。そういう意味では、予想どおりではなかったけれど──期待どおりではあった。

「……おかえり」

　わたしは震える声で言った。

「おう、ただいま」

　わたしの前に立つエコーが、手を振って見せた。

　エコー。本物のエコーだ。わたしがいつの間にか、またも妄想の中に取り込まれてるっていうなら別だけど。

　変わらず制服を着て銃を構えた彼女は、目の下に隈くまがくっきり浮かび、頰が若干こけていた。口の端からくわえたなにかの経口パッチがはみ出している。たぶん──覚醒剤の類だろう。

　わたしが見つめ続けると、エコーは居心地悪そうにもじもじとした。

「剣呑だからさげてくんねーかな。その物騒なもん」

　言われて初めて、自分の手に拳銃が握りっぱなしで、しかもそれをエコーに突きつけていることに気がついた。

　わたしは銃身を水平に保ったまま、エコーを睨んだ。

「……当ててみて。わたしが今どうしたいか」

「なんだよ。謎かけ？　わかんねーよ」

「わたしはね、撃ち殺したい」

　エコーは目をむいて、はっと息を呑んだ。

「……怒ってんのか」

「怒ってるよ」

　彼女に対しても、わたし自身に対しても。

「ごめんな」

　エコーが口にしたのは、その一語だけ。他にはなにもない。言い訳も慰い撫ぶもない。エコーはその一言で、彼女の表現したいすべての感情を、わたしの欲しいすべての気持ちを、濃縮して表してくれた。

　わたしは銃をゆっくりとさげ、エコーにぎゅっとしがみついた。皮膚の下に血の脈動と体温があることを確かめたかった。わたしが妄想から生み出してしまったような、肉の詰まった皮袋でないことを確かめたかった。

　エコーは黙ってわたしの髪を撫でた。耳元で聞こえる呼吸音が心地よかった。

「ありがとう」

　わたしは身体を離しながら言った。

「なにが」

「生きていてくれて」

「……どういたしまして、でいいのか？」

「うん……でも、どうやって生きのびたの？　襲撃と爆発から」

「チート。っていうか、そもそもが自作自演だからな」

　エコーは照れ隠しの笑みをやめ、今度は心底愉快そうに声をあげて笑った。

「全部あたしがやったんだ。苦労したんだぜ、派手なドンパチやったみてーに演出するのは。血だってぜんぶ自前のを使ったんだから」

「なんのために……そこまで？」

「ぶっちゃけちまえば、ただの時間稼ぎだな。小細工したところで、遅かれ早かれ狐にはバレちまうだろーし。ただ、少しでいいから時間が欲しかったんだ。準備を整えるだけの時間が」

「準備？」

「おう。こうやって、ハナガサユキとあんたを救出しに行くための準備」

「あの子は……ここにいるのね」

　エコーはうなずいた。

「ハナガサユキはＭＲＤを発症して隔離されたらしい。でも、まだ生きている。名前が死亡報道の中に含まれていたのはやっぱり偽装だってよ。たぶん、検体として確保したんだろうな」

　わたしたちのように。薬漬けにされ、苦痛に頭の先まで浸される、モルモットの扱い。

　体の横に密着させ、ぎゅっと握りしめた拳から血が垂れた。爪が食い込む痛みも忘れ、わたしは吐き捨てた。

「くそったれ」

「同感だぜ。だから、あたしはここまで来たんだ。白馬の王子様なんて、正義のヒーローなんて柄でもねーのは知ってるけど、それでも我慢ならねーよ」

　壊れた壁の残ざん骸がいをまたぎ、通路に出る。

　エコーは通路の左右を確認し、それから少し歩いて無傷の壁の前に立つと、アクセスパネルを呼び出して、せわしなく指を走らせ始めた。

「ここの構造図は入手しといた。脱出経路も見み繕つくろってきた。それを伝えるから、あんたは先へ行け。ハナガサユキはあたしの協力者が連れ出して、既に外へ向かってるはずだ。あんたはそいつと合流して逃げろ」

「先にって、エコーは？」

「あたしはここでひと暴れして時間を稼ぐ」

「必要ないでしょ。わたしたちがいれば、きっと追跡がかかっても逃げられるって」

「いや、十中八九無理だ。打てるだけの手は打ったし、内通者も用意した。だが、正直あたしらの動きは筒抜けに近い。敵さん──フォックストロットだって何らかの反撃手段は用意してんだろーぜ」

　エコーは取り出した情報端末にアクセスパネルからデータを移して、それから端末自体をわたしに手渡した。

「本当ならあんたも巻き込みたくはなかったけど、あの夜の会話が恐らく漏れてる。だったら、あたしが造反した時点であんたも連座で処分されるかも知んねー。だから逃げろ」

「そんなの、覚悟してた。全部覚悟のうえで、一緒に行くって約束したんだよ」

「いや、生存確率を上げるためには、片方が残らなきゃいけねーんだ。それに、ハナガサユキを無事に逃がすための護衛がいる。あんたが逃げろ。逃げて生きろ」

「……え？」

　あんたは生きろ。

　エコーはそんな台詞を吐いた。

　じゃあ、そんな台詞を吐くエコー自身は。

「死ぬつもり、なんだね」

「……そうじゃねーよ。時間稼ぎと憂さ晴らしが済んだら、ケツまくって逃げるっての」

　それは、きっと噓。

「死ぬつもりなんだ。ひとりで……死んでもいいってつもりなんだ」

　わたしは絞り出すように言った。胃の入り口から口元まで、ぎりぎりと締め上げられたようにすくんで、声がうまく出なかった。

「……あたしらってさ、あと何年生きれると思う？」

　唐突にエコーが振り向いて言った。

「十年？　五年？　一年？　そんなに生きれんのか？　あたしらの同類を殺して殺して殺して、最後はあたしらの同類に殺されるまで、あと何年あると思う？　あと何年、こうやって平穏無事に生きてられると思う？」

　エコーはあくまで落ち着いた声だったけど、嚙みつかんばかりの距離にまで顔を近づけてきた。

「ううん、違う。あたしらは、生きてすらいねーんだ。見ろよ」

　右腕をのばし、わたしの頰に触る。ひんやりとして、なめらかな肌の感触。

「あたしはこの猿芝居をうつための準備段階でさ、右腕を切り落として、ショットガンで吹き飛ばして、セムテックスで黒焦げにしてやったんだよ。それが一番リアリティを出せるから。採血して抜いた血で血痕を偽装するだけじゃ、ちょい足りねーって思ってな」

「でも……」

　現に右腕は無傷でついてるじゃない。

　言いさして、すぐにわたしは口をつぐんだ。

　ＭＲＤ──それもＩ型を発症しているわたしたちにとって、外傷なんてものはなんの意味も持たない。たとえ、それがどんなに重傷であっても。壊れたパーツは新しいものに差し替えればいい。ただそれだけ。

「新しく書き出したんだ……妄想から」

　エコーはうなずいた。

「そうだよ、偽物なんだよ。偽物じゃんかよ。あたしたちは。この手も、足も、身体も、なにもかも偽物。全部スペアがきく偽物ばっかだ。ここにいるあたしは、あたしじゃない」

「そんなこと、ないよ。わたしはわたしだし、エコーはエコーだよ」

　血と肉を両方備えた、本物の人間。たとえ、個々の部品にはスペアがきくとしても、総体としてのわたしたちは取り換えがきかないはずだ。わたしたちだって、死ぬときは死ぬ。ただ人より死ににくいだけ。死が一回性をもって君臨している以上、わたしたちの人生にだって代替物はない。

　エコーは首を横に振った。

「本物のあたしはさ、もう死んでると思うんだ。あの日に、あの時に、あの瞬間に。きっとそう。あたしは死んだ。家族がみんな死んじまった時に、一緒に死んだんだよ。そっから後のあたしは、あたしじゃない。罰として偽物として生かされてんだ。だってそうだろ？　みんな死んじゃったのに、あたしだけ生きてるなんて。そんなの、絶対おかしいだろ」

「…………」

　わたしはなにも言わなかった。なにを言えばいいのかわからなかったし、エコーだってなにか言ってほしいわけじゃないだろう。

「でも、もう疲れた。偽物であることに」

「それが……本心なの」

　エコーはたっぷり五秒はわたしとにらめっこして、それから大げさに笑った。

「噓だっつーの。ぜんぶ噓。忘れてくれ」

　たしかにそれは噓だって思った。ぜんぶ噓だっていうのが、噓。

　エコーを前に引きずっていく原動力になっているのは、いつかロメオが指摘したみたいに罪の意識だ。それは正しい。でも、ロメオは肝心な部分で読み違えてた。

　エコーが求めているのは、罪滅ぼしなんかじゃない。

　彼女は、抱えた罪ごと自分を滅ぼそうとしてる。

「……そう」

　その気持ちは、わからないでもない。

　でも。

「一緒に逃げる。わたしもできる限りあなたを守るから」

　エコーはじれったそうに顔をゆがめた。

「タンゴ、我わが儘まま言ってる場合じゃ……」

「一緒に。約束だから。約束したから」
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　お世辞にも長いとはいえない潜伏期間のうちに、エコーは驚くほど準備を整えていた。

　ハナガサユキが生きているということ、さらにはその幽閉先、セルの位置と内部の詳細な構造図を手に入れるっていう八はち面めん六ろっ臂ぴの活躍ぶり。

「それで、この非常事態もエコーの仕業？」

「いや、あたしが突入した時点で、もうアラートがばんばん鳴りまくってた。ま、たぶん内通者が仕事してくれてんだと思うけど」

「内通者？」

　わたしたちは今、エレベーターで上層部に向かっている。その先に、地上へ抜ける出口があるらしい。途中のドアのアンロックや、このエレベーターの起動を、エコーはなんなくやってのけた。

「ああ。あたしが色々探ってる最中に、向こうから接触してきたんだ。素す性じょうはわからねーけど、セルのかなり奥にまで入れる人間らしい。とんでもない量の情報を手て土産みやげにくれたから」

「信頼できるの」

「どうだろ。でも、あたしのほうだって選えり好ごのみできる立場じゃなかったんだぜ？　露ろ骨こつに怪しいならともかく、ある程度の罠わなのリスクぐらいじゃ、迷ってられなかった。逃亡生活を続けるのも、体力的に限界だったしな」

　それは……やつれた面相と覚醒剤のパッチを見れば、痛いほどにわかる。

　正視にたえなくて、わたしは顔をそむけた。

「……そういえば、どうやってドアを開けたの？　わたしのときは開かなかったのに」

「非常事態のレベルが赤になっても使えるアクセスコードを貰もらってきた」

　なんでもないことのように、エコーは言ってのける。

「それも内通者からのプレゼント？」

「おうさ」

　無音で稼働していたエレベーターが止まり、扉が開いた。

「あらら、奇遇奇遇。こんなとこで出くわせるなんて」

　とっさに突きつけられた二つの銃口をそれぞれ両手の指で押さえながら、彼はそんなのんきな感想を漏らして、わたしとエコーは揃って目を丸くした。

　エコーが驚いた理由は、たぶん彼の正体を知らなくて、ただのわたしのクラスメイトだと思っていただろうから。

　わたしが驚いた理由は、彼が血まみれのとてつもない様相を呈していたから。

「待ってエコー。まだ撃たないで」

　銃口はさげないまま、わたしは言った。

「ありがとう、ありがとう。助かるなぁ。命からがら逃げてきた先が虎こ口こうだってんじゃ、やってらんないよ」

　おおげさに胸を撫で下ろしてみせる彼を、エコーは疑惑に満ちた目で睨んだ。

「てめーは……どっかで見た顔だな」

「フォックストロットの部下、だと思う。わたしたちの監視をやってたんだって」

「そりゃ大層な御身分だな。で、あたしの撃鉄を我慢させるだけの理由ってのは、いったいどこにあるんだ？」

　わたしは少し考えてから、黙って首を横に振った。

「あらら、そりゃないって。そうじゃなくても、今日は散々な目にあってんだからさぁ」

　そう言う彼は、頭から血を被って、赤いメッシュもなにもなくなっている。傷はなさそうだし、どうも返り血みたい。

「上は何ど処こも彼処かしこも大騒ぎだよ。システムダウンに乗じて逃げようとした患者とセキュリティとが戦闘状態になってる。俺も逃げる途中で二百回くらい死にかけたんだけどさ」

「逃げる？」

「そりゃ逃げるよ。命まで賭けろなんて条項は俺の契約書にはなかったし。指揮系統麻痺してるから、フォックストロットからの命令もないし」

「フォックストロットは？　あの男もここにいるんでしょ」

「さあ。どっかで死んだんじゃない？　てか、君らも逃げ組じゃないの？　いいよいいよ、どこの頭のネジが飛んだヤツが踊ってんだか知らないけど、俺らは無関係なんだし、ほとぼりが冷めるまで退散しよう」

　エコーはわたしを見て、目でどうするって尋ねた。

　彼をここで見逃して、もしもセキュリティを呼ばれでもしたら。彼の言っていることがすべてフェイクだったら。

「あ、そうだ。逃げるにしても、上はやめた方がいい。銃撃戦のど真ん中を突っ切りたいっていうなら話は別だけど、俺は嫌だなぁ。どう、お二人さんも一緒に来る？　そのおっかない玩おも具ちゃをさげてくれるなら、安全な逃げ道を案内してあげるよ」

　エコーは銃口を額に押しつけて凄すごんだ。

「その逃げ道ってのを今すぐ教えろ。おっかない玩具で遊びてーのか」

「あらら。んー、まあ、カード切り損ねて殺されても詰まんないか。いいや、教えよう。最下層に降りて、空調のシャフトから抜けるってルートがある」

　エコーが携帯端末で調べる間、わたしは代わりに彼に銃を向けていた。

「噓じゃねーみたいだな。だいぶ遠回りになるけど、そこからでも脱出できるみてーだ」

「そっちへ行こう。上が修しゅ羅ら場ばだったら、予定のルートはまずいよ」

「……あんたがそう言うなら」

　エコーは後ずさると、エレベーターの扉を閉めようとした。

「あれ？　もしかして俺は置いてけぼり？」

　泣き顔の一歩手前みたいな情けない表情で彼が言った。

「この場で頭ぶち抜かれねーだけありがたく思え」

　扉が音もなく閉まり、エレベーターのかごが下降していく。ずいぶんと長い時間を経て、その動きが止まった。

　わたしとエコーはゆっくりと外へ出て──フロアを見た瞬間、言葉を失って立ち尽くした。

　誰がなにをやっているのか。その疑問のうち、「なに」の部分は一目瞭然だった。目の前に開けた通路が、赤に染まっている。非常事態を告げる照明の赤ではなく、異常事態を示す血の赤で。

「なんだよ……これ」

　エコーはくわえていたパッチが口から落ちたことにも気づいていない。

「どうなってんだよ」

　血と死の臭いが充満した通路の先の先まで、死体が道標のように続いている。どの死者も完全に武装し、そしてその甲斐もなく無残に死んでいた。

「警備の要員……みたいだけど」

　わたしたちが接敵しなかったのは、ここでみんな死んでいたから。非常事態というのは、ここで誰かが繰り広げた──いや、繰り広げている殺さつ戮りくだった。

　銃声がまだ聞こえている。

　非常事態は、まだ続いている。

「戦闘は上で起きてるんじゃなかったの」

「一杯喰くわされたのか、それとも下にまで飛び火してきたのか。どっちだろーな」

　どちらにせよ、出口を求めるわたしたちには回避できない。戦闘状況に飛び込むしかない。

「……ここが正念場みてーだな」

　エコーは慎重に死体の横を抜け、前進を開始した。わたしもアサルトライフルを書き出し、後ろに続く。

　散発的に続いていた銃声は、すぐに止んだ。圧倒的な静寂が押し寄せる。まるで、最後の銃声が断末魔の悲鳴だったように。

「……冗談は人生だけにしてくれよ」

　エコーはひきつった笑みを浮かべて呟いた。わたしもきっと、似たような表情だったはず。

　それぐらいに、到底信じられないようなものが、そこにあった。

　死体の半数は、まっとうな銃撃戦の犠牲者のように見えた。銃創もきちんとあり、そこから血もきちんと流れている。死に方に貴き賤せんなんかないにしても、彼らがまともな死に方をしたってことはうかがえる。

　問題なのは──もう半数。

　死んだ彼らは、身体の一部分が欠けていた。

　ある者は頭蓋の上半分が。ある者は手足が。ある者は袈け裟さ懸がけに左半身が。引きちぎられ、あるいは破壊されたような痕跡はない。どこまでも滑らかな断面から骨と臓器がのぞいていて、静かに血を流している。

　それは、ある意味ではわたしたちの見慣れた死体の形ではあった。

「こいつらを殺やったのは……ＭＲＤの患者だな」

　わたしはうなずいた。

　Ｒ型の患者でなければ、こんなことはできない。ひるがえせば、Ｒ型の患者であれば、こんなことは朝飯前。幸いなことに、ここはＭＲＤ患者を閉じ込めている施設だから、犯人の候補には事欠かない。この緊急事態に際して、患者を隔離するためのシステムが壊れたんだろう。

　エコーは足を止め、死者をひとりひとり確認するようにかがみこんだ。

「なんにせよ、息のあるヤツを探そう。生存者がいれば話も聞……」

「……伏せて！」

　わたしはエコーの身体を後ろに押しやり、防ぼう弾だん盾たてを書き出して自分の前に構えた。直後に浴びせられた弾丸に盾が圧おされ、手に衝撃が加わる。

　前方から近づいてきた気配に気がつくのがコンマ一秒でも遅ければ、危なかった。

「敵か！」

　エコーが叫ぶ。

「出会いがしらに撃ってくる味方なんて嫌だよ」

　皮肉を言うと、背中を小こ突づかれた。

「悪かったな。あたしだって人並みに動転すんだよ……人数は？」

　盾についた防弾ガラスの窓から確認する。

　明滅する薄暗く赤い照明の下に立っているのは──。

「どうしたんだよ。人数は？」

　わたしは苛立たしそうなエコーの問いかけを無視し、その光景を凝視した。なんど目視で確認しても現実は変わらない。

「……ひとりだけ」

　通路の中央に立ちはだかる少女が、ひとりだけ。

「ひとりって……」

　エコーはわたしの背後から顔を出して、同じように目を丸くして固まった。

　背格好から判断するなら、まだ幼い女の子だった。

　でも──ひと目で異常だとわかる。

　返り血で汚れた入院着のような白いドレス。顔の上半分をすっぽり隠す、ヘッドマウントディスプレイのような装置。両手でかかえた黒いサブマシンガン。

「あの子がやったっていうの」

　わたしは盾を握る手が汗ばむのを感じた。ここはセルの中。だったら、火器をぶらさげた少女がいても不思議じゃない。現に、わたしたちは銃に盾まで備えてここにいる。

　ただし──ということは、あの子もわたしたちと同じくＭＲＤの患者ということだ。

「どうするの、エコー」

　こんな真っ直ぐな通路で、いつまでもまごついてはいられない。盾を頼りに一気に突っ込むか、エレベーターまで後退するか。即座に判断する必要がある。

　けれども、エコーは答えない。

　そのかわりに、わたしの肩を痛いくらい強く握って言った。

「あれは……ハナガサユキだ」

　その言葉が聞こえたわけでもないだろうけど、少女が銃撃を再開した。急いでわたしたちは盾の裏に身を縮こめる。

「どういうこと？　あれがハナガサユキ？」

「そうだよ、それ以外にありえねーんだよ！」

　エコーは銃声にまぎれないよう声を張り上げる。

「顔が見えないのに、なんでわかるの？」

「患者のリストにあった身体データと一致してる！　あの身長と体格、あそこまで低年齢の患者はハナガサユキひとりなんだよ！」

　盾を持った手が痛む。

「……やる」

　あの小さな身体でこれだけ撃ちまくっているのに、狙いがまったくぶれないのは、銃の反動吸収能力が優秀っていうだけじゃないだろう。

「撃ち返さないと」

「撃つな！　あれはハナガサユキなんだ！」

「わかってる！　でも……」

　わたしたちが言い合いをしている最中、異変が起きた。

　いつの間にか、防弾仕様の盾に穴が開いている。銃弾が貫通した穴じゃない。直径が大きすぎるし──その穴が徐々に徐々に広がり続け、しかも数まで増やしているんだから。

　虫が喰うように、急速に拡大してゆく穴と穴が繫がり、盾全体がぼろぼろと崩れ始めた。

「症状を使われてる！　シールドが！」

　わたしが叫ぶなり、エコーは後退して素早く横の壁に触れた。ドアが開き、わたしたちは現れた部屋に隠れる。

　そこから慎重に外の通路をのぞくと、少女は銃撃をやめ、また棒のように立っていた。まるで一切の機能が停止したように、微動だにしない。

「……条件付けされてやがるんだ。なるほど、あの悪趣味な頭飾りはそのための道具ってわけか」

　条件付け。もとはといえば、同じ人間の形をした標的を相手に、ためらいなく引き金を引くため施される措置だ。技術の発達によって今や、設定しておいた条件に適合する状況が発生すれば、無意識に刷り込まれた行動を取らせることができるまでになってるって話。わたしの記憶を封じるためにも使われていた。

「誰がそんな……」

「フォックストロットに決まってる。道具として使えるように飼いならしてる途中で、首輪が外れちまったってんだろ」

　エコーは吐き捨てるように言った。

「どうしてここに？　ハナガサユキは内通者っていうのが連れ出してるはずじゃなかったの？」

「あたしが聞きてーよ」

　わからないことだらけで、わかるのはこの状況が最悪に近いってことだけだった。

「撃ってきたってことは、わたしたちも敵って認識されてるんだよね」

「警備を全滅させてんだ。動くものを全部撃ち殺せ、ぐらいは刷り込まれてるだろうさ。近頃じゃ条件付けっていっても、洗脳と変わんねーからな」

　エコーは自分の頭を指でさして見せる。

「あのヘッドセット。あれで外からの情報をいったん遮断、条件付けに適応するように歪わい曲きょくしてから流し込んでるんだ。条件付けを強化するために」

「それじゃ、説得は望めないってことじゃない」

「だな。言葉じゃ無理だ。力ずくでねじ伏せるしかない」

「無理だよ、そんなの」

　リスクが高すぎる。あの子は武装したセキュリティの人間を皆殺しにしてる。手加減してかかれる相手とは思えない。

「無理だろうが、やるしかない。あたしは……そのために来たんだ。ハナガサユキを助けるために、ここへ来たんだ」

　決然と言うエコー。その手には、書き出した閃せん光こう手しゅ榴りゅう弾だんが握られていた。

「こいつを囮おとりにして、気がそれた隙をつく。Ｒ型ってことは、上手くいけば殺傷しないで無力化できる。その可能性にかける。かけるしかねーんだ」

「待っ……」

　思いとどまらせようと伸ばしたわたしの手は、空むなしく空をきった。

　エコーが手榴弾を先に通路へ放り込むと、ハナガサユキは即座に反応した。手榴弾のほうへ頭をめぐらせ、炸裂前に消滅させる。

　狙いどおりに、注意がそれた瞬間。

　一気に飛び出したエコーは横滑りの体勢で銃を構え、ハナガサユキの足に照準を定めて撃った。

　狙いもタイミングも完璧だった──はずなのに、三点射で放たれた弾丸は、一発たりとも標的に当たらなかった。

　ハナガサユキの構えた盾が、それを阻んでいた。

「なっ……！」

　盾の陰からエコーめがけて撃ち返すハナガサユキ。

　対応が致命的に遅れたエコーは、肩口から斜めに銃弾を浴び、その場に倒れた。

「エコー！」

　わたしも急いで通路へ飛び出し、エコーを引きずって室内に戻る。服を破いて傷を確認しようとするわたしの手を、エコーが止めた。

「大丈夫だっつーの。即死する傷じゃない」

　わたしはほっと息をつきそうになって、すぐに気を引き締めた。

「あの盾……どうして」

　わたしが使ったのとまったく同じ防弾盾。ハナガサユキは、直前までそんなものを持っていなかった。なのに、ほんの一瞬でそれは現れた。

「……Ｉ型なんだよ、あの子は」

　エコーが悔しそうに言う。

「Ｒ型なんかじゃない。最初から気づくべきだったんだ。あの子はロメオに足を撃たれたんだぜ。なのに、今は二本の足でしっかり立ってるってなりゃ、Ｉ型の症状を使ったに決まってる」

「でも……」

　警備員は身体の一部を消されていた。それに、わたしの書き出した盾も、エコーの投げた閃光手榴弾も、あの子は消滅させた。

　エコーは考え込むように目を閉じ、二、三秒で再び開いた。

「……あくまで推測でしかねーけどな。たぶん、あの子は空白を上書きしてるんだと思う」

「空白？」

　わたしは通路を一瞬だけのぞきながら、おうむ返しに言った。ハナガサユキは動いていない。こちらから仕掛けなければ、向こうも攻撃はしてこないの？

「あたしらＩ型の仕組みってのは、妄想の中で用意した事物を現実にすりかえる、現実の上に書き出して上書きするってことだろ。あの子は、空白っていう妄想を現実の上に書き出してんだ」

「空白で塗りつぶしてるってこと？　でも、そんなことが……」

　わたしは啞あ然ぜんとした。

「少なくとも、あたしらにはできない。もともとあたしらには、ＭＲＤの細かい理屈だってわかってねーんだ。そんな芸当が可能か不可能かも判別できねー。でも、ハナガサユキが物を生み出せてかつ消せるってのは事実だろ」

　わたしは手を額にあてがい、うなった。

「……勝てっこないよ」

　エコーが目もく論ろむような勝利の形は、絶対に無理だ。殺さずに無力化なんて。

　通常の患者を相手にしたときだって、殺せという命令を受けて、殺さずにすむ道を心のどこかで望んで、でも最後は殺さざるを得なかった。でなきゃ、こっちが殺されていた。

　今だってそう。どころか、もっと深刻だって思う。条件付けによって殺さつ戮りく装置になっているハナガサユキには、弾丸以外のものは届かない。

「撤退しよう。説得も殺害もできないんだったら、それしか選択肢がないよ」

　すがるように言っても、エコーは同意しなかった。

「今しかない。今を逃せば、もう機会がないんだよ」

「だからって！」

　エコーの胸むな倉ぐらをつかんで揺さぶる。

　エコーはその手を振り払おうともせず、ぽつりと呟くように言った。

「ごめんな」

　なにも語らず、ただ、わたしの求めには応じられないことへの、心からの謝罪だけ。

　食いさがりたくても、そのための言葉が見つからなかった。

「……ずるいよ」

　わたしの手は、力なくずり落ちるしかなかった。

「それに、そんなに悲観したもんでもないさ。不意をつける状況を用意できれば、まだワンチャンスある。狙うのはあのヘッドセットだ。あれを壊すなり外すなりすれば、条件付けもかなり弱まる」

「……どうやって。さっきはダメだったのに」

「注意をそらすのが無理なら、煙に巻いてやんよ。発煙弾を放り込んで、視界を遮ってから後ろへまわる」

　エコーはタクティカルベストのポーチから携帯端末を取り出し、わたしに手渡した。

「中に構造図が入ってる。アクセスコードも、脱出用の経路も、その他いろいろおまけも入れといた。あたしがしくじったときのために、渡しとく。つっても、首尾よくいったらちゃんと返せよ」

　なにか言うよりはやく、エコーはわたしの口に指をあて、にっこりと笑った。

「ここまで一緒についてきてくれた。ここまであたしを助けてくれた。それだけで救われたよ。ありがとう」

「違うよ……そんなことを言って欲しいんじゃない！　そんな言葉のために、ここまできたんじゃない……！」

　エコーはガスマスクを書き出して装着し、わたしに背を向けた。通路に発煙弾を投げ入れ、駆け出していく。

「待って！」

　わたしも銃を小脇に、追いすがって飛び出した。

　通路には発煙弾の生み出す白い煙霧が充満している。空調システムは生きていたらしく、即座に排気が始まった。

　けれども、視界はなかなか晴れない。煙幕の中からは、なにも聞こえない。

　拷問かと思うほどの遅さで時間が流れ──銃声が聞こえた。

　連射。一発。そして静寂が戻る。

　突然、サブマシンガンがわたしのほうへと、床を滑ってきた。ハナガサユキが手にしてたものだ。

　続いて、薄れた煙の向こうに、エコーの背中が見えた。

「エコー！」

　わたしが呼びかけると、エコーはゆっくり振り向いた。

「そんなにがならなくても、ちゃんと生きてんよ」

　ガスマスク越しにくぐもって聞こえる声で言う。

　彼女の足元には、ハナガサユキの付けていた装置が転がっていた。

「危なかったけど、終わりよければなんとやらってやつだ」

　エコーは力いっぱいにそれを踏み砕いた。ハナガサユキに歪んだ現実を見せていた元凶は、粉々に壊れた。

「これでよし。あとはこの子を担いでさっさと逃げるだけだ」

「逃げるって……どこへ？」

「国外含めて、いくつか候補は用意してあんだけどな。でも、問題はこの子が心の整理をつけられるかってこと。辛つらいけど、家族に会わすわけにはいかねーからな」

「そう、だよね」

　ハナガサユキは、もう死んだことになってる。それに、こうなってしまった以上、どうあがいても元の日常には戻れない。だったら、家族なんかに再会したところで、得るものより失うもののほうが大きい。

　でも、それなら──こうやって命懸けで助けたところで、この子にまともな形での幸せはもたらせないってことだ。

　わたしは茫ぼう漠ばくとした無力感を覚えた。

「……条件付けは、もう解けたの？」

　ハナガサユキは力なく両手をたらし、しりもちをついて座り込んでいるらしかった。

　ちょうど真正面に立つエコーで隠れてよく見えないけれど、エコーの両足の隙間から目だけがのぞいている。弛緩しきったうつろな瞳。

「ああ。条件付けの前提が取っ払われたんだ。今は一時的な虚脱状態にあるんだと思う」

　わたしとハナガサユキの視線が、また交錯した。

　その瞬間、ハナガサユキのまぶたが痙攣し、瞳が消えて白目をむいた。

「待って……なにか様子がおかしい！」

　ハナガサユキが失神していたのは一瞬で、すぐに瞳は平常の位置へ戻ってきた。

　そこに宿っていたのは──目で見て手で触さわれそうなほどにはっきりとした殺意。

　間違いない。ハナガサユキは、まだ条件付けの影響下にある。

「どいて、エコー！」

　わたしはアサルトライフルを構えて叫んだ。

　もう、無力化もなにもない。そんな悠長なことを言ってられる状況じゃない。

　なのに──エコーは動かない。

　ハナガサユキが立ち上がったのがわかった。エコーの背中越しに、ハナガサユキの頭部の位置を予測して照準をずらす。あとは撃つだけ。撃つだけなのに。

「お願いだからどいて、エコー！」

　エコーは、振り向いてわたしを見た。

　ガスマスクを外し、頭をぐるりと揺らす。柔らかな髪が滝のようにこぼれ落ちる。

　長いまつ毛を伏せたエコーは、口だけを微かに動かした。

「ごめんな」

　銃声が鳴り響き、血が飛び散り、天井にべったりと痕を残す。

　一度だけ大きく痙攣し、崩れ落ちた。

　わたしの目の前で、エコーが。

　ハナガサユキの握った拳銃で、撃ち抜かれた。

　通路にまた、静寂が戻った。

　ハナガサユキは目尻が切れそうなほどに目を見開き、自分が手に書き出した凶器と、エコーの動かない身体を交互に見ている。

　なにが起きたのか、わかっていないように。

　わたしと同じように。

「ぅう……ぅうううう」

　静けさを破って聞こえる音が、自分の咽の喉どから漏れる獣めいた唸り声だと気づいたとき、わたしは走り出していた。

　ハナガサユキの顔が恐怖に引きつった。銃を捨て、拒むように両手を前に突き出す。途端に、わたしは前につんのめった。右足が消されている。

　けれども、その程度でわたしは止まらなかった。バランスを崩して倒れ込むままに任せ、足ではなく手で地を蹴って前へ進む。その間に新たに右足を書き出して補完し、走り出す。

　間近に迫ったところで、今度はアサルトライフルを握った右手にぽっかりと虫喰いの穴が開き、肘の付け根から落ちた。

　けれども、どうでもよかった。腕だろうが、足だろうが、そんな代替のきくものはどうでもよかった。

　右腕の代わりと一緒に拳銃も書き出しながら、最後の距離を詰め、ハナガサユキの前に立ちはだかり、額に銃口を押しつける。

　撃て。

　エコーの最期が焼きついた脳から、引き金にあてがった指へと憎悪が降りてくる。

　撃て。

　脳が命令する。私の中を荒れ狂う血の一滴までもが、復讐しろと叫ぶ。

　撃て。撃て。撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て撃て。

　わたしは狂ったように叫び、そして、引き金を引いた。
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　前に踏み出す一歩が、とても重い。

　けれども、今はこの重さだけが、わたしを現実に繫ぎとめていた。

　今こうしてわたしの身体にのしかかる四十キロ弱の重量。ほんの十グラムに満たない鉄と鉛なまりの塊で消えてしまう、虚しい人間の体重。

　ハナガサユキの持つ、ちっぽけな重み。

　意識のないハナガサユキを背負い、ただひたすらに前へと進む。亡なき骸がらとなったエコーをおいて、生きたハナガサユキを連れて。

　あのとき、わたしは確かな憎悪と殺意を持って、背中の少女に向けて引き金を引いた。なのに、放たれた弾丸は、ハナガサユキの頭をかすめ、横へと逸それた。

　右足を、続いて左足を。地面にへばりつく両足を交互に運動させ、警告の赤色に満たされた通路を進む。

　歩いて、歩いて、歩いて。無限の地じ獄ごく行こうに思えるくらい歩いて、ようやく、通路の突き当たりにさしかかった。

　深呼吸をしてから行き止まりの壁に手を触れてみる。コンプレッサの始動する微かな音が聞こえ、壁がドアとなって口を開けた。

　やがて開けた光景に、わたしは棒立ちになった。

　その部屋は、明らかにセルの中では異質な空間だった。病的な白に浸食されていなくて、健康な色彩で溢れてる。三方をぎっしりと中身の詰まった書棚に囲まれ、シックな調度を配した洋風の書斎。壁の一面を使った大きな窓もあって、巻き上げたカーテンの向こうに見える緑の内庭は、きっと映像だろう。

　けれども──わたしを木で偶くのように立ちすくませたのは、その光景じゃなくて、そこにいる三名の人間の姿。

　部屋の中央付近にいたのは、ロメオとヴィクターだった。戦Ａ闘Ｃ服Ｕを着用し、ごてごてとした装備をフルに身につけたヴィクターと、力なく床にうつぶせで横たわるロメオ。ヴィクターはロメオの頭を踏みつけ、動きを封じている。

　ひとかたまりになったふたりの背後、三人目が控えていた。

　もう見飽きた顔──というより、見て驚くのに飽きた顔。

　クラスメイト、ではなくて、クラスメイトだった彼が、執務机の上に立膝で座り、口の端をひん曲げて笑っている。

「あらら。タンゴがひとりってことは、やっぱり賭けは俺の勝ちみたいだなぁ。言っただろヴィクター、この子は土ど壇たん場ばでツキがまわってくるタイプだって」

「そのようですね。私の負けです」

　彼の言葉にヴィクターははにかんだみたく顔を伏せ、それでも足元のロメオからは全く注意を逸らさない。

　ロメオの目は瞳孔が開ききっていて、瞬きの一つもしない。薬物の影響下にあるのは一目瞭然だった。どうして彼女が、こんな目に。

　ううん、そうじゃない。

　どうしてと言うなら、この状況のすべてに対して、その疑問をぶつけたかった。

「これは……いったいなに」

　ようやく危機を感じとり、退路を確保するよう動きながら、わたしは視線が最初にぶつかった相手──机に腰かけている彼に尋ねた。

「あなたは……逃げたんじゃなかったの」

「逃げる？　なにから？　何処へ？」

　彼は机から床に降り、ふらふらと左右に体を揺らしていたかと思うと、突然、背筋をきちんと伸ばし、おもむろに口を開いた。

「事態は完全にコントロール下にある。檻から抜け出した患者はすべて処分した。おまえとエコーの働きで、最も厄介だったハナガサユキの暴走も止められた。そして今、エコーは死亡し、おまえとロメオは私の手の内にある」

　その声は知っている。

　わたしに自動で嫌悪感を催すように仕組んでるんじゃないかって波長の声。合成音声のように抑揚の消えたトーン。

「フォックストロット……！　なんで……！」

　わたしは歯嚙みをして吠えた。

「頭悪くてわかんないから、俺にも教えてくんないかな。いったい俺はなにから何処へ何のために逃げればいい？」

　また彼の声が変わった。変声機だ。

「あなたが、フォックストロット」

「イエスだね」

　彼はどうでも良さそうに首肯した。

　クソったれ……どうしようもないクソったれだ、わたしは。少し考えれば、その可能性にだって思い当たったはずなのに。

「わたしたちに命令していたのは、あなた」

「イエスだね」

「全部やらせていたのは、あなた」

「イエスだね」

「入江泪を殺させたのは、あなた」

「まったくもってその通り」

「エコーとわたしがハナガサユキとぶつかるように仕向けたのも」

「あれは助かったよ。俺じゃ処理できなかったから」

　奥歯で嚙み砕いた殺意が青い炎になって、結んだ唇から漏れ出したような気がした。

「あらら。怖い怖い。安い活劇みたいで嫌なんだけど、一応言っとこう。そこに転がってる子のことも考えておきなよ」

　踏み出しかけた足が止まった。どれだけ激情に駆られても、動けない。ロメオが人質にとられている。

　わたしがその場に釘づけのまま睨みつけると、彼は興味深そうに目尻をさげた。

「動かないか。ま、いいや。それに、少し訂正しとくなら、俺じゃないよ、君らにあれこれ命令を下していたのは。俺は上からの指示を君らに下達してただけなんだよね。俺は上からの出力を君らに降ろすためのパイプ。君らはそれを実行するための駆動系。どちらもただの部分だ」

「それが何……！」

「事実だよ、厳然たる。君が目の敵にしてるフォックストロットなんて、その程度のものなんだよ。いいや、フォックストロットなんてものは存在しない。ここにいるのは、誰でもない俺だけ。そして、俺は君らと変わり映えのしない、ただのガキだ。飽きるほど生きてはいても、決して変われない俺は、今も今までもただのガキだ」

　ＭｏＲＤ。

　老いず、朽くちず、果てない病。

　彼もまた、わたしたちと同じように、大人たちに利用されている──と。

　そう言いたいの。

「あなたを憎むのはお門違いだって、そう言いたいの」

「俺も君も等しく、飼い主に尻しっ尾ぽを振って餌と庇ひ護ごを貰ってる。ただそれだけのお話なんだよ。入江泪の敵かたきを取りたきゃ、別の物語にでも出演すればいいんじゃない？　巨大な悪の組織と戦う悲劇のスーパーヒロイン、みたいな。でも、個人的にはお勧めしないけどなぁ。君や俺みたいなパラノーマルの居場所は、このセル、この組織にしかない」

　そこで彼は思い出したように、ロメオを押さえつけているヴィクターを見やった。

「あらら、また悪い癖が出た。そうやって拘束を維持するのはすごく面倒だと思うけど、もうちょい語っていいかな」

「御ご随ずい意いに」

　ヴィクターは彫像のように動きを殺したままで答える。

「ありがと。じゃあ手短に続けさせてもらおう」

　机によりかかり、足元の絨じゅう毯たんに重大な秘密が記されてる、といった感じでじっと足元を観察しながら、彼はまた喋り始めた。

「人間ってさ、何らかの形でシステムに帰属しなきゃ生きれないじゃん。けど、俺や君みたいなのは無理だよな。存在そのものが歪だから、既存のシステムじゃあ、どこにどう押し込めても、はみ出して弾かれる。だから、これは仕方のないことだ。俺らみたいなのをラインとして組み込めるシステムなんだから、それはもう醜悪で残酷なものになるしかない。それでも、人間である以上、人間であろうとする以上、どこかに寄りかからなければ生きていけないんだから」

「それは……そんなのは……弱さだ」

　わたしは絞り出すように言った。

　それが弱さだ。彼の、そして、わたしの。

　鏡像を見るように、痛いほどにわかる。彼が語るすべてが、わたしの陥っていた弱さを浮かび上がらせ、責め苛む。

「そうだよ。俺は臆病で噓つきで弱い。どうしようもなく弱い。でもさ、だからどうした。弱いことのなにがいけない。すがることのなにが悪い。誰も彼も君らのように好き勝手に自分の現実を変えられると思うなよ。この世界が酷い出来損ないだと理解したうえで、それでも諾うべなうしかない人間がいるんだよ」

　顔をあげた彼が、わたしを見た。

　真正面から視線を受けたわたしは、そこに黒い暗い憎悪を見た。

「変われない俺は、変われる君らが反吐が出るほど嫌いだ」

　けれども、と彼は付け足す。

「すべてを差し引いて、個人としての君は好きだ。真逆の病を抱えながらも、どこか俺に近い生き方の君には、ささやかな好意を抱いてる。だから、チャンスをあげる。返答如何いかんによっては、君は見逃してもいい。なにもなかったものとして、これまで通りの生活に戻すよう、俺が請うけ合おう」

「……わたしがまた尻尾を振るなら、今までと同じく飼ってもらえるってこと？」

「エコーは死んだ。よって、自動的に君が俺らに敵対する理由も消滅したんじゃないの。なにしろ、君はあの子みたいに月並みで美しい正義を信奉しちゃいなかったろ。君の行動理念の九割は、たんにあの子に引きずられてたってだけだ」

「……そうかもね」

　言い返すことはできない。

　はっきり言って、わたしは本当にハナガサユキを助けたかったのか、自分でも疑わしい。少なくとも、エコーがいなければ、わたしは今、こんなところにいないだろう。

　これまで、ずっと、そうやって生きてきた。誰かに寄り掛かり、誰かに引きずられて。

　彼の言っていることは正しい。

　誰かに、なにかにすがらなければ、人間は生きていけない。

　そうだ。彼は正しい。とても。

「確かにそうね。あなたは吐き気がするくらい正しい」

　──けれど。

「答えがお望みなんでしょ。じゃあよく聞いて」

　深呼吸して、目を閉じ、体中に力を込めて、再びまなじりを決して彼を睨む。

「クソくらえ」

　彼は表情を変えなかった。もうそこには、憎悪もなにもない。虚無。歳月の積み重ねのない彼にだけ許された、真っ白の仮面。

「残念、なんて見え透いた噓はさすがに言わない。さようならも言わない」

　彼は大きく一歩後退した。

「任せた」

　その言葉が舌を離れるやいなや、ヴィクターが視界から消えた。

　一瞬の後には、もう目の前に迫っている。

「……っ！」

　背中のハナガサユキが致命的な枷かせとなった。もう避けることはできない。

　気遣いもなにもなく彼女を振り捨て、なんとか腕をガードに突き出す。骨ごと二つに折られそうな、強烈な掌底が飛んできた。勢いを殺し切れず、思わずよろめく。続いて、胸部を狙った二撃目。衝撃が背中まで通り抜け、心臓が破れたと思った。

　わたしは必死に踏みとどまり、ナイフを書き出そうとした。これだけ至近距離に飛び込まれたら、銃では対処できない。

「……え？」

　なにも生まれない。

　どれだけ強く思い描いても、わたしの手は空手のままだ。

　啞然とする間もなく、突き出しかけていた腕をヴィクターにとられ、ねじあげられ、床へと投げられた。格闘の素養なんてないわたしには受け身が取れず、背中から落ちて、肺の空気をありったけ吐き出した。

「この子は預かるよ。どうしてだか、大人たちが御ご執しゅう心しんだから」

　思うようにならない身体に鞭むち打って立ち上がれば、ヴィクターの陰に隠れて近づいていたフォックストロットが、ハナガサユキを抱きかかえていた。呼吸困難で喘あえぐわたしを尻目に、また執務机の前へと戻っていく。

「ヴィクター」

　彼の一声で、ヴィクターがまた動いた。

　銃を、銃がいる。

　頭の中に投射するのは、ポリマーフレームの９mm口径拳銃。目を閉じたままでも分解して組み立てなおせるくらい、手に馴染んだ武器。

　なのに、妄想から現実へ書き出せない。

　装備からコンバットナイフを抜き取ったヴィクターが、一直線に突進してくる。

　避けられない。

　混乱が邪魔をして、わたしの動きは一手も二手も遅れている。

　わたしにはなにも──。

　辛うじて目をつむることだけはしなかったわたしに、刃が深々と突き刺さる様子が見えた。

　ううん、見えなかった。

　わたしとナイフとの間に割り込んだロメオの背中に隠れて、刺突の瞬間は見えなかった。

「貴様……！　動けたのか……まだ……！」

「役割柄、動かないことは得意でね」

　ヴィクターの怒りと焦りを帯びた声に、ロメオが苦しげな息遣いで答える。

　後ろへよろめいて尻餅をついた拍子に、位置がずれてわたしにもふたりの様子が見えた。

　コンバットナイフは限りなく根元近くまで、ロメオの右腹部に埋まっていた。

　明らかな致命傷にも動じず、ロメオは手錠をかけられたままの手を動かすや、目にもとまらぬ早業でヴィクターのタクティカルベストのポーチをなでた。

　すり取ったのは、円筒形の手榴弾。

　ロメオはピンを口で抜くと、それを机のそばで傍観していた彼の方向へ放り投げた。

「伏せて！」

　その声がヴィクターとロメオ、どちらの口から出たものなのかわからないけれど、とにかくふたりは同時に動いた。

　ヴィクターはナイフから手を離して彼のもとへ。

　ロメオはその場で振り返り、床に座り込んだままのわたしに覆いかぶさる。

　ＴＮＴ爆薬が炸裂し、半径数メートルの小宇宙を衝撃波がさらっていった。
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「ここでいい……ここで置いていってくれ」

　ロメオがわたしの貸した肩からすべり落ち、横たわる。屋上のコンクリートを血が染めていった。衝撃波で引き裂かれた傷、それに腹部の刺し傷からの出血が酷い。

「ごめんなさい、他人の身体は上書きできないみたい。応急処置で我慢して」

　水とスキンステープラーを書き出し、傷を洗ってから無理やり閉じて止血、包帯を巻きつける。一本丸ごとで傷を圧迫し、さらに巻こうとしたもう一本の包帯を、吹き込んだ風がさらっていった。星も見えない夜の黒を背景に、白線が渦を巻いて流れていく。

　慌てて伸ばしたわたしの手を、ロメオがつかんだ。

「これで十分だよ。もういい」

「でも……」

　いくら取り繕ってみても、彼女の身体は無茶苦茶だ。廃車寸前、今すぐ病院に担ぎ込んでオーバーホールしてみたところで、一命を取り留められるかどうか。

　なんとかここまで逃げてはこられたけれど、彼女はもう限界だった。

　セルからの脱出の最初はロメオのほうが先導していた。フォックストロットの居室から逃げ出し、地下部分から抜け出したあたりからは、わたしに支えられながらも、何とか走れた。

　けれど、この施設の地上部分を上へ上へと昇って屋上へ出たところで、彼女の体力は底を突いてしまった。

「痛み止めはいる？」

「遠慮しておくよ。ゆっくりと痛みを味わいながら死ねるなんて、私たちにしてみれば無類の贅沢だから」

　微笑を絶やさないようにしてはいても、彼女の呼吸は確実に弱まってきている。

「それに、これが恐らくは業ごうというものだから」

「黙って。こんなところで死なれたら寝覚めが悪いでしょ」

　ここまでくれば、それにすぐ横にあるものを見れば、ロメオの想定していた脱出経路はわかる。屋上の中央に駐機されたヘリ、あれを使えばいい。わたしたちが現場へ飛ぶ際に使用していた、あの偽装ドクターヘリを。

　でも、わたしにはやらなければならないことがある。ロメオひとりだけでも逃がそうかと思ったけれど、彼女は動けそうにない。

　いったい、どうしたら──。

「君には言っておかなければ……ならない……だろうね。でないと、無む明みょうの海で惑いそうだ」

　ロメオが苦く悶もんの表情で上体を起こした。顔からは血の気が失せ、真っ青をはるかに通り越して蠟のように白い。

「聞いて欲しいんだ、タンゴ。エコーを殺したのは──私だ」

　最初は、傷口が熱をもって錯乱したんだと思った。

　けれども、ロメオはしごく真面まともで、真面目だった。

「……なにを言っているのかわからないのだけれど」

「ハナガサユキを解放し、暴走させたのは、私だ」

　ロメオは身体に残る息をすべて使い果たすつもりなのか、堰せきを切ったように喋りはじめた。

「エコーに情報を流し、セルを襲撃させたのも私だ。保険だった。ハナガサユキに目を引き付けることが失敗した場合、私はエコーや君をスケープゴートにしようと思っていたんだ」

　わたしは、どんな反応をすべきなのかわからなかったし、彼女が言っていることの半分も理解できなかった。……理解したくなかっただけかもしれない。

「……なんのために、そんなこと」

「私は賢しらに保身のためだけに立ち回っていた。君たちを蜘く蛛もの糸に、この地獄からひとり助かろうと、そう思っていた」

　ロメオは水を求め、口の中に溜まった血の泡をすすいで吐き出してから続ける。手を縛ったままの手錠が鋭く鳴った。

「……話せば長いし、聞けば退屈な話だから、始まりに至る物語は割愛するよ。契機になったのは、君とエコーがドライブの最中に襲われたあの一件だった。私はあの襲撃の実行犯を割り出して、彼らと接触した」

「誰の仕業だったの、あれは」

「ＷＡＭＩＣに名を連ねていない国の諜報機関だったよ」

　ロメオの告げた国名は、わたしにとってもあまり意外でないものだった。

「彼らと短い交渉を重ねた末に、私はひとつの取引をした。こちらから差し出すものは、セルに蓄積されたＭＲＤの研究データ。向こうから提供されるものは、私の身の安全と自由。セルから引きだした手土産を片手に大使館へ駆け込めば、私は安全に国外へ高飛び、以降は平凡な日常を生きられる。もう誰も殺さず、誰の頭も吹き飛ばさないで済む……はずだった」

　ロメオは夢見るような、遠い目で夜空を見上げて言う。誰よりも多く同じ年頃の少女を殺害してきた彼女の夢。流れ出る血とともに、今まさに破れようとしている夢。

「幸いなことに、私に先んじてエコーが動いてくれた。ハナガサユキ救出のためにエコーが雲隠れしてから、私はセルの内通者として、匿とく名めいで彼女に可能な限りの情報を提供し、セルに突入する計画を立案して渡した」

　エコーから聞かされていた計画。「内通者」が先にハナガサユキを連れ出し、エコーは私を救出して合流する。でも、そのプランは潰れてしまった。他ならぬハナガサユキに出会ってしまったことで。

「最初から、あなたにはハナガサユキを救い出す気はなかった」

「……そう。フォックストロットが施していた条件付けに手を加えてから解き放ち、陽動に利用した。それも、あの男に半ば見透かされていたようだけどね。君たちふたりをハナガサユキにぶつけて対処させ、その間に自身は私の拘束に動いた。完敗だった。仲間まで踏み台にしたというのに」

　ロメオは自嘲気味に笑った。

「ＭｏＲＤの症状を甘く見ていた、というのもあるしね」

　ヴィクターと対峙した際の、あの無様なやられ方を思い起こす。あのとき、わたしの手になにも生まれなかったのは──。

「彼は……ＭＲＤの症状を打ち消せるの？」

「間違いないだろうね。効果範囲はそう広くないようだけれども」

　また自分に嫌気がさす。頭の中身が少しでも入っているなら、警戒ぐらいはしておくべきだった。

　ＭｏＲＤがＭＲＤ研究の過程で見つかった病だということ。

　老いない、成長しないというだけで、彼がわたしたちＭＲＤ患者の監視役に抜ばっ擢てきされるはずがないってこと。

　ふたつも取っ掛かりがあったのに。

「懺ざん悔げは、これで終わり、だよ」

　ロメオは激しく咳き込み、耐えきれずに身体を折り曲げた。前に突き出した腕をつなぐ手錠が、コンクリートと擦れ合う。

「エコーを直接的に殺あやめたのはハナガサユキかもしれない。その状況へ追い込んだのはフォックストロットかもしれない。けれども、元凶は私だ」

　わたしは無言で立ち上がり、彼女を見下ろした。

　少しためらってから、右手に拳銃を書き出す。

　今度はきちんと実体化してくれたそれを構え、一発で撃ち抜いた。

　ロメオの手にぶら下がる手錠の鎖を。

　身体を起こしたロメオは、自由になった両手を、まるで手品の帽子から出てきたみたいに奇異の目で見つめ、それからわたしに視線を移した。

「どうして……」

「いつまで待っても消さないから。症状を使えなくなったの？」

「いいや、しかし」

「エコーなら、たぶん殴って終わりだと思う。グダグダうるせーんだよ、って」

「そう……かもね」

「でも、わたしはまだそこまで変われない。だから、残酷なことを言うけど許して」

　銃をくるりと回転させ、グリップをロメオの方に向けて差し出す。

「自分のことは自分で片づけて」

　ロメオは再び地に体を伸ばし、片手で顔を覆って笑った。ううん、泣いていたのかも。どちらかわからないけれど、わたしは拳銃を放り捨てて、そっと背を向けた。もう行かなきゃいけない。

「……どこへ？」

　振り返ると、ロメオはまだ寝そべったままだった。

「ハナガサユキのもとへ」

　あの子は、今もセルの中にいるはず。またも囚とらわれの身となって。

　助けなきゃいけない。

　そのためにエコーは死んで、そのためにわたしはここにいるから。

「正気、かい？　今すぐにそこのヘリで逃亡しなければ、二度とチャンスはないよ」

「知ってる」

「それでも、君は行く」

「うん……。それでも、わたしは行く」

「……そうかい。それがいいのかもしれない。私には……いや、やめておこう」

　ロメオが横になったまま手招きした。傍そばにまで戻ったわたしを待たせて沈ちん思し黙もっ考こうし、やがて目を開けて静かに言った。

「最後に頼みたいことがある」
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　完全な手ぶらでの道行だったものだから、迷子になるかと半ば覚悟していたのだけれど、セルへと繫がる一つ目のエレベーターで、その心配はなくなってくれた。乗り込むなり籠かごが自動で動き出し、停止した先の通路にヴィクターが待ち構えていたから。

　突きつけられた銃口をぼんやり眺めながら、エコーと私を前にした彼もこんな気分だったのかなって、そんなことをちらっと思った。

　先手をとって、わたしの方から空の両手を挙げて見せる。

「取引がしたいから、フォックストロットに会わせて」

　ヴィクターはわたしを睨ねめつけた。

「あなたの愚かさには敬服しますね」

　わたしの後ろにまわると、銃で腰を押して前へ進むように促した。

　床には黄色い微光のラインが浮かんでいる。この手回しの良さは、わたしが戻ってくることまで予測済みだったってこと？　だとしても、進むしかない。

　ヴィクターの殺気をうなじの辺りで強烈に感じながら、しかしわたしは不思議と平静を保っていた。

「ひとつだけ確認させて。ハナガサユキはまだ生きているの」

「傑作ですね。まさかとは思っていたが、あなた方は本当に、そんなことのためだけに行動を起こしていたのか」

　そう言いながら、少しも声は笑っていない。

「そんなことのために、エコーは、あの女は死んだのか。笑える悲劇──いや、泣ける喜劇ですか」

　わたしは無言で規則正しい歩幅を乱さぬように歩き続け、たっぷりと時間を置いてから言った。

「好きなだけ笑って満足した？　じゃあ答えて」

「いいでしょう。返答はイエス。彼女は生かされています。貴重な検体ですからね。それに、あなた方の穴を埋め、実働部隊を組み直すに際しても必要となる」

「そう。良かった」

　それなら、ヴィクターと話すことはもうなにもない。

　結局、最後まで彼女とは近づくことがなかった。彼女がなにを考え、なにを思い、フォックストロットの忠実な手足として動いていたのか。それも、もう知ることはない。ここにいてそこにいるわたしと彼女とは、あまりに遠すぎた。

　曲がりくねった通路の突き当たりで、ヴィクターはわたしを壁に押しつけて身体検査を行った。Ｉ型患者であるわたしにそんなものは無駄なんだけれど、この先に彼が──フォックストロットが居るのだろう。ＭｏＲＤでＭＲＤの症状を封じられてしまえば、空手で来たわたしは空手で帰るほかない。

　音もなくドアが開き、同時にわたしはヴィクターの手で、荷物みたいに室内へ放りこまれた。

　フォックストロットの居室は手榴弾の炸裂によって模様替えされ、内装がぼろぼろに壊れている。奇跡的に残った執務机の横には彼が腕組みして立ち、その足元にはハナガサユキがぐったりと横たわっていた。

「やあ」

　彼が手を挙げて気さくに挨拶を寄越す。

「さよならは言わないなんて気取ったすぐ後で再会ってのは、ちょっと格好がつかないなぁ。軽く死にたい」

「わたしも二度と見たくなかった。あなたの顔だけは」

「あらら、かくして我らは意見の一致に至るって訳だ。なにはともあれ、戻ってきてくれてありがたい。ハナガサユキが大暴れしてくれたおかげで、人手が致命的に足りてなくてさ。恥を忍んで打ち明けるなら、君らを追いかけるのも手が回らなくて後回しにしてたくらいなんだよ」

　そのハナガサユキは、伏したまま動かない。けど、微かな呼吸の兆候は見て取れたから、生きてはいるようだった。

「察するに、君はこの少女のために舞い戻ったと」

　わたしの視線の動きを読み、彼が言った。

「ええ。そういうこと」

「どうしてだろうなぁ。君は、どうしてこの子に固執するんだろ」

「エコーは、ハナガサユキをかばうために自分の命を支払った。だったら、彼女を守らなきゃ、エコーの犠ぎ牲せいが無意味になるでしょ」

「犠牲の本質なんてのはさ、この世ではなにひとつ報われないってことだよ。もとより、そこに意味なんてない。それに、エコーは死んだ。君は生きている。死んだ者の遺志ではなく、生きている者の意志こそが大事だろ」

「エコーは死んでない。わたしが生きている限り。この子が生き残っている限り」

「君は亡霊になりたいの？　死者の遺したものに縛られるっていうのは、そういうことだ」

「亡霊でもいいよ」

　それが変わるということの意味であるなら、わたしは自らの意志で亡霊になる。

「俺は駄目だなぁ。昨日と同じ地獄を今日も這いずりまわり、望む明日は永遠に来ない。だからこそ、俺は君たちが嫌いなんだけどさ」

　そこまで言うと、彼は両手をぱんと叩いた。

「ま、精神論でじゃれ合ってても仕方ないか。取引がしたいんだって？　耳を貸すだけなら無料だ。いくらでも聞くよ」

　ここからが正念場。

　わたしは大きく息を吸い込んだ。

「ハナガサユキを解放して。監視付きでもいいから、日常に戻してあげて」

「成程。で、君のカードは？」

「ロメオを生きたまま引き渡す」

「手札としては少し弱いんじゃない？　あの子は重傷だろ。放っておけば、必ず死ぬ」

「だからよ。ロメオが接触していた連中の情報は、彼女が死ねば手に入らない。違う？」

「それはそれは。いささか気をひかれないでもない」

　彼は手の指を順番に曲げ伸ばしし、わたしの提案を検討する時間を取った。

「あの子はそれに同意してるのかな」

「ええ。彼女はどの道死ぬ。だったら、その命を有効に活用しなきゃ」

　わたしが抑揚を抑えて言うと、彼は笑った。

「素晴らしい理屈と倫理だなぁ。いいよ、ロメオと話がしたい」

　わたしはスマートフォンを取り出し、音声をスピーカー経由に切り替えて目の前に突き出した。

「ロメオ」

　彼が呼びかけると、若干のタイムラグをおいて返事があった。

「フォックストロット、貴方あなたですか」

「俺じゃなくても俺だよ。傷の具合はどう？」

「おかげで良好ですね」

　彼は満足げな表情を浮かべた。

「それは良かった。互いに積もる思いもあるだろうが、ここはひとつ、ぐっと堪こらえてビジネスの話をしよう」

「そうしてくださると、こちらとしてもありがたいですね」

「君の代理人の弁じゃ、なんでも君が持っている情報をプレゼントしてくれるとか」

「そうです」

「代わりに、ハナガサユキを解放しろということだが。どうだろう、それには、少しばかり小銭が不足しているんじゃない？」

　短い沈黙を挟んで、ロメオは答えた。

「私もそう思って、もう一つ取引の案を用意しておきました」

「あらら。それは是非とも、詳しく聞きたいね」

「見返りとして、私だけを見逃してください。医療班を寄越してくれれば、こんなところで独り死なずに済みます。一命を取り留めさえすれば、以後はこれまでと同様に貴方の道具として働きましょう」

　わたしは声を張り上げて割り込む。

「ロメオ、どういうつもり」

「すまない、タンゴ。しかし、誰だって死にたくはないだろう。私は既に君たちを裏切った前歴がある。一度も二度も同じだ」

「ふざけないで……あなたは……！」

　スマートフォンを床に叩きつけようとしたわたしを、ヴィクターが銃で制した。

「上出来だな、ヴィクター。タンゴもそこまでにしとこうか。電話をこっちへ渡してもらおう。ここからは当事者同士で交渉といきたいからさ」

　わたしは口を真一文字に結び、画面を一いち瞥べつしてから彼の方に放り投げた。

　スマートフォンがわたしの手を離れてから、彼がそれを受け取るまでのひと時は、永遠に思えた。

　黒い筐体が彼の手に収まり、彼の耳の横へと移動して。

「俺だ。替わったよ」

　わたしは送話口から漏れるロメオの声に耳を澄ませる。

「ありがとう──これでようやく、あなたを捕まえた」

　その一言でわたしは、すべての準備が完了したことを確信した。

　わたしは彼の顔を盗み見る。

　彼は一瞬だけ目を見開いてから、穏やかな安らいだ表情を浮かべた。

「そういうことか」

　微笑みを崩さず、高らかな声で言う。

「いやはや、御お見み事ごと」

　それが、彼の最後の言葉。

　直後、天井を貫通して斜めに入射した徹甲弾が、彼の上半身を微み塵じんの肉塊に変えた。

　血と肉がわたしの顔にも降り注ぐ。

　変われなかった彼が、こんなにもあっけなく、変わり果てた姿となって命を絶たれた。

　こんな──ものだ。

　愛情も憎悪も、どんな因縁をどれだけ積み上げたところで、一瞬で崩れて終わる。

　だっても、しかしも、なにもない。

　手を伸ばして、拳を振りあげて、二度と届かない。

　ロメオの一言ですべてを察していただろう彼が──それでも動じなかった彼が、最期に何を思ったのか。

　もう、知る術はなかった。

「……終わろう。もう、これで」

　返り血に塗れて放心状態にあるヴィクターの右手を蹴り、拳銃を跳ね上げる。落下してきたそれを奪い取り、もう片手には自前の銃を書き出し、都合二丁の狙いはきっちり彼女の眉間と心臓に。

「ヴィクター。あなたはわたしを嫌悪してるかもしれないけれど、わたしはあなたに特別な思い入れはない。だから、撃たせないで。味方になれとは言わない。ただ、この場だけは、敵にならないで」

　それはわたしの本心だった。

　虚うつろだったヴィクターの瞳に理性の光が戻り、すぐに憎悪の炎に塗りつぶされた。

「ロメオの狙撃……位置は……携帯……そうか……それは！」

「そう。これは新しく書き出した発信機付きのもの。古いのはロメオに渡したから」

　わたしがロメオに頼まれて置いていったものは三つ。

　わたしに通話するための衛星携帯電話。

　エコーが遺した、セルの内部構造図が入った情報端末。

　そして、天井の一枚ならば貫通して対象を殺害できる対物狙撃銃。

　その三つと、わたしが持ち込んだ携帯が発する精密位置情報、それに自らのＲ型の症状を極限まで駆使し、ロメオは屋外から地下施設内への狙撃という離れ業をやってのけた。わたしたちの天敵とも言える存在を、フォックストロットを殺した。

　彼が排除された以上、ヴィクターに勝機はないに等しい。

「お願い、ヴィクター。今は退いて」

　わたしは祈るような気持ちで言う。

　ヴィクターは──彼女は震えていた。

　怒り、悲しみ、恐怖、なにがそうさせるのかはわからないけれど、彼女の身体の奥底からこみあげるものが皮膚を突き破って飛び出そうとしているように、小刻みに震えていた。

　そして。

「……なめるな！　変節を重ねるおまえたちと同じにするな！　変わり続けて、なにも残らないおまえたちと！　私は……私はこの人に……！」

　ヴィクターが決然と叫び、震えたままの右手を素早くあげようとする。

　その動きよりも早く、わたしは、引き金を──。
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「タンゴ、で合ってるかな」

　わたしの足音を聞いて、屋上の落下防止柵にもたれかかっていたロメオが顔をあげた。狙撃位置から移動したあとに、血だまりが点々と続いている。

　わたしは背負っていたハナガサユキをおろし、ロメオの前にしゃがんで、彼女の手をそっと握った。

「……終わったよ。ぜんぶ」

「良かった。これであとは、私が逝ゆけば大団円だね」

「目、どうしたの」

　ロメオは垂れ下がったまぶたを指で押しあげてみせた。眼球の収まっているべき場所に、ぽっかりと空洞が広がっている。

「無理が祟たたったみたいだ。神経ごとやられた。狙撃を完遂したところから、なにも見えなくなったよ」

「そう……」

　彼女の血に濡れたまぶたに触れようと思って、でもやめた。

「聞きたいんだけど」

「なにかな」

「フォックストロットの部屋で手榴弾を起爆させたとき、どうしてわたしをかばったの」

　ロメオが身を挺ていして防いでくれなければ、わたしも重傷を負っていた。そこから先も、彼女は率先してわたしを導いてくれて、最後はフォックストロットとの決着にも手を貸してくれた。

「……スコープ越しでないと余計な感傷が混じる、ということで勘弁しておいてくれないかな」

　わたしはうなずくかわりに、握った手に力を込めた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　ロメオの手からは、ほとんど感じられない体温の、最後のひとかけらまでも奪われていく。

「ありがとう」

　今度はロメオが言った。

「なにが？」

「君のおかげで、夢の一端は叶ったよ。君がこうしていてくれるから、誰かに傍にいてもらいながら、手を握ってもらいながら死ねる。私はもう、独りじゃない。錯覚でも、そう思える」

「錯覚なんかじゃないよ。わたしはここにいる」

　ロメオはまたありがとうと呟いた。

「それで、君は、この先どうするのかな」

「わからない。でも、ハナガサユキは守るよ」

「独りになっても戦えるかい」

「戦うよ。戦ってみせる」

「なら安心だね」

「だから安心して」

　ロメオは握ったわたしの手を顔の前にまで捧ささげるように持ち上げた。

「君は強くなった。これからも強くなれるように、祈ってる」

　わたしの指にキスをして、そのままそっとくずおれる。

　もう、二度とは起き上がらない。あの完成された微笑みを浮かべることもない。彼女はもう、ここにいない。

　入江泪も、エコーも、ロメオも、ヴィクターも、フォックストロットも。皆、わたしの指の隙間からこぼれ落ちていった。

　わたしはその場に座り込み、東の端が紫色に染まり始めた空を見上げた。夜が終わろうとしている。けれども、夜明けはまだ遥はるか遠い。頭上には闇が、見つめるほどに吸い上げられて同化してしまいそうな、濃い闇がわだかまっている。

「……ちゃん」

　不意に手に暖かな感触が伝わり、わたしは地上へと引き戻された。

　ハナガサユキが泣きながらわたしの手をつかまえていた。

　すがるように、弱々しく。

　条件付けから目を覚まし、自分がどこにいるのかもわからず、周りには生きた人間がわたしだけ。たとえ理由がなくても、この子はわたしに頼るしかない。

　こんな弱いわたしに。

　わたしはなんとか微笑みかけようと努力して、彼女の頭を撫でた。

　また繰り返すだけかもしれない。弱さと弱さを重ね合い、失い続けるだけで終わるかもしれない。

　それでも──わたしは約束したのだから。

「おねえちゃん……だれ……？」

　ハナガサユキはか細い声で、涙の合間合間に尋ねた。

「わたしは、わたしだよ」

「ここ……どこ？」

　そんなのは、問うのも答えるのもばかばかしい質問だって思った。そんなのは、わかりきっている。

　このいい加減な世界のどこか、夜と朝のはざま。

　わたしは、ここにいる。

　この子も、ここにいる。

　それが、すべてだった。





〈初出〉電子雑誌『ＢＯＸ‐ＡｉＲ』連載原稿を、単行本化にあたり加筆修正。





著者：ナカオカガク

1990年生まれ。奈良県在住。本作『キリングシュガー』にて第6回BOX-AiR新人賞を受賞、デビュー。現在、電子雑誌BOX-AiRにて新作連載を準備中。





Illustration：烏羽雨（からすばあめ）

イラストレーター。虫と爬虫類とコーヒーが好き。装画に『怪盗パピヨン』（関田涙／講談社青い鳥文庫）、『女神のタクト』（塩田武士／講談社）、『祟りのゆかりちゃん』（蒲原二郎／幻冬舎）など。最近ではファッションブランド『earth music & ecology Japan Label』の初音ミクコラボプロジェクトに参加。

公式サイト〔conronca〕www.conronca.flop.jp




BOX&BOOK Design　NARTI;S

www.nartis.co.jp





本作品は、二〇一二年六月、小社より講談社ＢＯＸとして刊行されたものを電子書籍化したものです。





キリングシュガー




二〇一二年八月一日発行

ナカオカガク

©NAKAOKAGAKU 2012


発行者　鈴木　哲

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。


01





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
e Tango

CASE 2_ E [z=2-]
CASE 3 C 7

5
SN CASF4
N .
c;\slz5.
y CASE6_
7

Design : # EED> + NARTES





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		CASE1.


		CASE2.


		CASE3.


		CASE4.


		CASE5.


		CASE6.


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
A L B

e G

i 5

—TI'YO (Gsupercell)

W, | - e





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000.jpg
&=

A

MHR—

i

lustration.

2 2






OEBPS/Images/embed0003.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





